■ NTT 

docomo 


SH-05C 


取扱説明書 11.1 
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ドコモ W-CDMA 方式 

このたびは 、 「docomo PRO series SH -05 C 」 をお買い上げいた 
だきまして、まことにありがとうございます。 SH -05 C をご利 
用の前に、本書をご覧になり、正し < お取り扱い < ださい。 


SH-05C の操作説明について 


SH -05 C の操作は、本書のほかに、「使いかたガイド」(本 FOMA 
端末に搭載)や「取扱説明書(詳細版)」 ( PDF ファイル）で説明 
しています。 

■「取扱説明書」 (本書） 

画面の表示内容や基本的な機能の操作について説明 

■ 「使い かたガイ ド」(本 FOMA 端末に搭載） 

よ<使われる機能の概要や操作について説明 
SH -05 C からノーマルメ ニューで [便利 ツー ル] ► [使い 
かたガイド] ►項目を 選ぶ 
■ 「取扱説明書(詳細 版)」 (PDF ファイル） 

すべての機能の詳しい案内や操作について説明 

パソコンからドコモのホームページでダウン□—ド 
nttp :// www . nttdocomo . co . jp / support / trouble / manual / 
download / index.htmi 

※本書の最新情報もダウン□ー ドできます。なお、 URL お 
よび揭載内容については、将来予告なしに変更すること 
があります。 


本体付属品 



SH -05 C 本体 
(保証書•リア 
カバー SH 48 
含む） 

• 本 FOMA 端末に対応しだオプション品については炫 3 P .88 


• 本書に記載している画面やイラヌトはイメージです。実際の製 
品とは異なる場合があります。 

• この 『 SH -05 C 取扱説明書』の本文中においては、 「 SH -05 C 」 を 
「 RDMA 端末」と表記させていただいております。あらかじめご 
了承 < ださい。 

• FOMA 力ード(緑色•白色)をご利用のお客様は、本書内に記載し 
ている「ドコモ UIM 力ード」は 「 FOMA 力ード」と読み替えてくだ 
さし、 0 

• 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されて 
います。 

• 本書の内容に関して、将来予告なしに変更することがあります。 
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• FOMA 端末は無線を使用しているだめ、トンネル•地下•建物の中な 
どで電波の届かないところ、屋外でも電波の弱いところおよび 
FOMA サービスエリア外ではご使用になれません。また、高層ビル • 
マンションなどの高層階で見晴らしのよい場所であってもご使用 
になれない場合があります。なお、電波が強 < アンテナマークが3 
本表示されている状態で、移動せずに使用している場合でも通話が 
切れる場合がありますので、ご了承 < ださい。 

• 公共の場所、人の多い場所や静かな場所などでは、まわりの方のご 
迷惑にならないようご使用<ださい。 

• FOMA 端末は電波を利用している関係上、第三者により通話を傍受 
されるケースもないとはいえません。しかし、 W - CDMA 方式では秘 
話機能をすべての通話について自動的にサポートしますので、第三 
者が受信機で傍受したとしても、ただの雑音としか聞きとれませ 
ん〇 

• FOMA 端末は音声をデジタル信号に変換して無線による通信を 
行っていることから、電波状態の悪いところへ移動するなど送信さ 
れてきたデジタル信号を正確に復元できない場合には、実際の音声 
と異なって聞こえる場合があります。 

• お客様ご自身で FOMA 端末に登録された情報内容(電話帳、スケ 
ジュール、メモ、伝言メモ、音声メモなど)は、別にメモを取るなどし 
て保管して < ださるようお願いします。 FOMA 端末の故障や修理、 
機種変更やその他の取り扱いなどによって、万が一、登録された情 
報内容が消失してしまうことがあっても、当社としては責任を負い 
かねますのであらかじめご了承 < ださい。 

• 大切なデータは microSD 力ードに保存することをおすすめします。 
まだ、パソコンをお持ちの場合は、ドコモケータイ datalink を利用し 
て電話帳やメール、スケジュールなどの情報をパソコンに転送•保 
管できます。 


• お客様は SSL / TLS をご自身の判断と責任においてご利用すること 
を承諾するものとします。お客様による SSL / TLS のご利用にあた 
り、ドコモおよび別揭の認証会社はお客様に対し SSL / TLS の安全 
性などに関し何ら保証を行うものではなく、万が一何らかの損害が 
発生したとしても一切責任を負いませんので、あらかじめご了承< 
ださい。 

認証会社：日本べリサイン株式会社、 

サイバートラヌト株式会社、 

GMO グローバルサイン株式会社、 

RSA セキユリテイ株式会社、 

セコムトラストシヌテムブ株式会社、 

株式会社コモドジヤパン、 Entrust , Inc.、Go Daddy , Inc . 

• この FOMA 端末は、 FOMA プラスエリアおよび FOMA ハイスピード 
エリアに対応しております。 

• この FOMA 端末は、ドコモの提供する FOMA ネットワークおよびド 
コモの口ーミングサービスエリア以外ではご使用になれません。 
The FOMA terminal can be used only via the FOMA network 
provided by DOCOMO and DOCOMO'S roaming area . 


[ル 》^ P .76 


執事やコンシェルジュのよ〇に、お客様の生活をサボー 
卜するサービスです。お客様のさまざまなデータ（お住ま 
いのエリア情報、メモ、ヌケジュール、トルカ、電話帳な 
ど）をお預かりし、メモやスケジュールの内容、生活エリ 
ァやお客様の居場所、趣味嗜好にあわせた情報を適切な 
タイミングでお届けします。 


使いかたガイド @ P .28 


I 使いたい機能の操作方法を roMA 端末で確認できる便利 
I な機能です。手元に取扱説明書がな<ても、すぐに調べら 
^れます。_ 


才一卜 GPS ぼ P .60 


オート GPS 機能により、お客様の居場所付近の天気情報 
やお店などの周辺情報、観光情報などをお知らせする便 
I 利なサービヌをご利用いただけます。 


音声クイツク起動 》^ P .28 


利用したい機能のキ_ワ_ドを話しかけるだけで、機能 
を起動させることかできます。使いだい機能がメニュー 
のどこにあるのかわからないときや、すぐに起動させた 
いときに■(更利です。 


高機能カメラぽ P .61 


有効画素数約1410万画素(記録画素数:約1400万画素)の 
高機能カメラを搭載しています。 

光学ブーム搭載により、遠 <の風景も綺麗に撮影できま 
す。 


3.7型ド\^ソ〇八液晶&タッチパネルぼ卩.26 


タッチパネル(デイヌプレイ）を直接指で触り、操作を行 
〇ことができます。タツチ操作によるメニュー選択や文 
字入力、スライド操作による音量調節や画面スクロール 
などが利用できます。 




文字入力ぽ P .29 



タッチ操作用 QWERTY キーボードを使い、口ーマ字方式 
での文字入力が利用できます。 

フリック入力では、上下左右にすばや<スライドして文 
字を入力することができます。 
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• 本書で記載しているボタンは、実際の 
デザインとは異なります。 



m 



イヤホンのご利用について 

別売りの外部接続端子対応のイヤホンを接続 
してください。 

なお、外部接続端子に非対応のイやホンをご 
利用になる場合には、別売りの変換アダプタ 
を接続してご利用 <ださい。 

外部接続端子用ステレオイヤホンマイ 
ク oi ( 別売)接続例 

AC アダプタ（充電)およびステレオイヤホン 
マイク01(イヤホンマイク端子)の差込□が 
共通になっております。 



AC アダプタ 


































































n 受話口 

a 着信/充電ランプ 

• 着信時などに点滅します。 

• 充電中に点灯します。 

a スピーカ 
H HDMI 端子 (type D ) 

• 市販の HDMI ケープル接続時に使用する端子です。 

0 外部接続端子 

參充電時およびイヤホンマイク接続時などに使用する統合端子で 
す。 

0 明るさセンサー 

• 周りの明るさを検知します。 

❿センサー部分を手で覆ったり、シールなどを貼らないで<ださ 
い。 

H デイスプレイ/タッチパネル （《^ P .21、 P .26) 

0 [ Z ] :開始/ハンブフリーボタン ( n ^ P .42) 

0_: W ボタン ( o ^ P .27) 

ボタン （ d ^ P .2 了） 

SB ®： 電源/終了ボタン ( @ P .20) 

• 電源を入れる/切るときに2秒以上押します。 

• 起動中の機能を終了して待受画面に戻します。 

E フンセグアンテナ 

• ワンセグを受信するときに使用します。 

E 0: サイドボタン 

• 静止画や動画を撮影するときに使用します。 

E 送話口/マイク 

EmicroSD カードスロット（ぽ P .80) 

面 ストラップ取り付け口 
E FOMA アンテナ 

• FOMA アンテナが内蔵されています。 


阻ピクチャーライト 

• カメラ起動中/撮影中に点灯します。 

[0 カメラ 

• 静止画や動画を撮影するときに使用します。 

细リ ァヵバー 

• リアカバーの裏側に、無線対策のだめのシールが貼られていま 
す。このシールをはがさないで < ださい。 

团 幻マーク(ぼ P.75、P.8 1 ) 

函 赤外線ボート （@ P .81) 

趣 撮影ランプ 

• カメラ起動中に点灯します。 

國撮影用アウトマイク 
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安全上のご注意(必ずお守りください) 


• 電池パックの取り扱いについて . 

• アダプタの取り扱いについて . 

• ドコモ UIM カードの取り扱いについて.. 
• 医用電気機器近<での取り扱いについて 


• ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよ < お読みの上、正し < お使い< 
ださい。 

また、お読みになった後は大切に保管して < ださい。 

• ここに示した注意事項は、お使いになる人や、他の人への危害、財産への 
損害を未然に防ぐための内容を記載していますので、必ずお守り < ださ 
い。 

次の表示の区分は、表示内容を守らず、誤った使用をした場合に生じる危害 


や損害の程度を説明しています。 


△危険 

この表示は、取り扱いを誤った場合、「死亡または重 
傷を負ラ危険が切迫して生じることが想定される」 
内容です。 

A 警告 

この表示は、取り扱いを誤った場合、「死亡または重 
傷を負ラ可能性が想定される」内容です。 

△注意 

この表示は、取り扱いを誤った場合、「軽傷を負ろ可 
能性が想定される場合、および、物的損害の発生が 
想定される」内容です。 


次の絵表示の区分は、お守りいただ < 内容を説明しています。 


0 

禁止 

禁止（してはいけないこと）を示します。 

分解禁止 

分解してはいけないことを示す記号です。 

濡れ芋禁止 

濡れた手で扱ってはいけないことを示す記号です。 

水$需れ禁止 

水がかかる場所で使用したり、水に濡らしたりしてはいけ 
ないことを示す記号です。 


❶ 

指示 

指示に基づく行為の強制(必ず実行していただくこと）を示 
します。 


電源プラグをコンセントから抜いていただ<ことを示す記 

電源プラグを 

号です。 

抜< 



「安全上のご注意」は、下記の6項目に分けて説明しています。 

• FOMA 端末•電池パック•アダプタ•ドコモ UIM カードの取り扱いについ 


て(共通） . P.T 

• FOMA 端末の取り扱いについて . P .8 


P.P.P.P. 
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FOMA 端末 • 電池パック■ァダ 
プタ ■ ドコモ UIM カードの取リ 
扱いについて（共通） 


△危険 


/CN 高温になる場所(火のそば、暖房器 
vjy 具のそば、こたつの中、直射日光の 
当だる場所、炎天下の車内など)で 
使用、保管、放置しないで < ださ 
い。 

火災、やけど、けがの原因となります。 

0 電子レンジなどの加熱調理機器や 
高圧容器に入れないでください。 

禁止 

火災、やけど、けが、感電の原因となります。 

^ 分解、改造をしないで < ださい。 

分解禁止 

火災、やけど、けが、感電の原因となります。_ 

水や飲料水、ぺットの尿などで濡 
VS / らさないでください。 

水濡れ禁止 

火災、やけど、けが、感電の原因となります。 

O FOMA 端末に使用する電池パック 
およびアダプタは、 NTT ドコモが 
胃ホ J 旨定したものを使用してくださ 

い。 

火災、やけど、けが、感電の原因となります。 


△警告 


Q 強い力や衝撃を与えだり、投げ付 
けだりしないでください。 

禁止 

火災、やけど、けが、感電の原因となります。 

/CN 充電端子や外部接続端子に導電性 
vjy 異物(金属片、鉛筆の芯など)を接 
触させないでください。まだ、内部 
に入れないでください。 

火災、やけど、けが、感電の原因となります。_ 

Q 使用中や充電中に、布団などで 
覆っだり、包んだりしないで < だ 
禁止 さい。 

火災、やけどの原因となります。 

a ガソリンスタンドなど引火性ガス 
V が発生する獅に立ち A る場合は 
胃$ 必ず事前に FOMA 端末の電源を切 

り、充電をしている場合は中止し 
てください。 

ガスに引火する恐れがあります。 
ガソリンスタンド構内などでおサイフケータイ 
をご使用になる際は必ず事前に電源を切った状 
態で使用して<ださい（丨 C カードロックを設定 
されている場合にはロックを解除した上で電源 
をお切り < ださい)。 


/IT 、， 使用中、充電中、保管時に、異臭、発 
V 熱、変色、変形など、いままでと異 
指示 なるときは、直ちに次の作業を 

行って < ださい。 

參電源プラグをコンセントやシ 
ガーライターソケットから抜 
<〇 

• FOMA 端末の電源を切る0 
• 電池パックを FOMA 端末から 
取り外す。 

火災、やけど、けが、感電の原因となります。 


△注意 


ぐらついた台の上や傾いた場所な 
vV ど、不安定な場所には置かないで 
禁止 ください。 

落下して、けがの原因となります。 

/CN 湿気やほこりの多い場所や高温に 
vjy なる場所には、保管しないで < だ 
禁止 さい。 

火災、やけど、感電の原因となります。 

子供が使用する場合は、保護者が 
V 耳又リ投いの方法を教えてくださ 
指示 し、。また、使用中においても、指示 

どおりに使用しているかをご確認 
ください。 

けがなどの原因となります。_ 

〇 乳幼児の手の届かない場所に保管 
してください。 

指示 

誤って飲み込んだり、けがなどの原因となったり 
します。 
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A FOMA 端末をアダプタに接続しだ 
V 纖で長時間連続使用される場合 
^ には特にご注意ください。 

充電しながら i アプリやテレビ電話、ワンセグ視 
聴などを長時間行〇と FOMA 端末や電池パック • 
アダプタの温度が高<なることがあります。 
温度の高しヽ部分に直接長時間触れるとお客様の 
体質や体調によっては肌に赤みやかゆみ、かぶれ 
などが生じたり、低温やけどの原因となる恐れが 
あります。 


FOMA 端末の取 II 扱いについて 


△警告 



赤外線ポートを目に向けて送信し 
ないで < ださい。 


目に悪影響を及ぼす原因となります。 


/ C \ 赤外線通信使用時に、赤外線ボー 
卜を赤外線装置のついだ家電製品 
禁止 などに向けて操作しないでくださ 

い。 

赤外線装置の誤動作により、事故の原因となりま 
す。 


〇 ピクチャーライトの発光部を人の 

目に近づけて点灯発光させないで 
禁止 ください。 

視力障害の原因となります。また、目がくらんだ 
り驚いたりしてけがなどの事故の原因となりま 
す。 

注意事項： 

当製品に使用されているピクチャーライト光源 
LED は、指定されていない調整などの操作を意図 
的に行った場合、眼の安全性を超える光量を放出 
する可能性がありますので分解しないで<ださ 
い。 


EN 60825 -1 :1994 A1 :2002 & A2:2001 




口。' 

rr-n 





ai 

n. 

° 


CAUTION-CLASS 2 

0E 

. け 

0 


OPEN DO NOT STARE 
INTO THE BEAM 


ピクチャーライト 


0 FOMA 端末内のドコモ UIM カード 
や microSD 力ード挿入□に水など 
の液体や金属片、燃えやすいもの 
などの異物を入れないで<ださ 
い。 

火災、やけど、けが、感電の原因となります。 

Q 自動車などの運転者に向けてライ 
卜を点灯しないでください。 

禁止 

運転の妨げとなり、事故の原因となります。 


航空機内や病院など、使用を禁止 
W された区域では、 FOMA 端末の電 
指示 源を切ってください。 

電子機器や医用電気機器に悪影響を及ぼす原因 
となります。また、自動的に電源が入る機能を設 
定している場合は、設定を解除してから電源を 
切って < ださい。 

医療機関内における使用については各医療機関 
の指示に従って<ださい。 

また、航空機内での使用などの禁止行為をした場 
合、法令により罰せられます。_ 

〇 ハンズフリーに設定して通話する 

際や、着信音が鳴っているときな 
^ どは、必ず FOMA 端末を耳から離 

してください。 

また、イやホンマイクなどを 
FOMA 端末に装着し、ゲームや音 
楽再生などをする場合は、適度な 
ボリュームに調節して<ださい。 
音量が大きすぎると難聴の原因となります。 

また、周囲の音が聞こえに < いと、事故の原因と 
なります。 

Earphone Signal Level 

The maximum output voltage for the music 
player function , measured in accordance with 
EN 50332 -2, is 28.0 mV . 

/て:' 心臓の弱い方は、着信バイプレー 

V 夕（振動)や着信音量の設定に注意 

指示 してください。 

心臓に悪影響を及ぼす原因となります。 
































〇 医用電気機器などを装着している 
場合は、医用電気機器メーカもし 
指示 < は販売業者に、電波による影響 

についてご確認の上ご使用くださ 
い。 

医用電気機器などに悪影響を及ぼす原因となり 
ます。 

〇 高精度な制御や微弱な信号を取り 
扱う電子機器の近くでは 、 FOMA 
指示 端末の電源を切って <ださい。 

電子機器が誤動作するなどの悪影響を及ぼす原 
因となります。 

ご注意いだだきだい電子機器の例 

補聴器、植込み型心臓ぺーヌメー カおよび植込み 
型除細動器、その他の医用電気機器、火災報知器、 
自動ドア、その他の自動制御機器など。植込み型 
心臓ペーヌメーカおよび植込み型除細動器、その 
他の医用電気機器をご使用される方は、当該の各 
医用電気機器メーカもし < は販売業者に電波に 
よる影響についてご確認ください。_ 

万が一、ディスプレイ部やカメラ 
V のレンズを破損した際には、割れ 
指示 たガラスや露出した FOMA 端末の 

内部にご注意ください。 

ディスプレイ部の表面には保護フィルム、カメラ 
のレンズの表面にはプラスチックパネルを使用 
し、ガラスが飛散りにくい構造となっております 
か、誤って割れた破損部や露出部に触れますと、 
けがの原因となります。 


△注意 


Q アンテナ、ストラップなどを持っ 
て FOMA 端末を振り回さないでく 
禁止 ださい。 

本人や他の人に当たり、けがなどの事故の原因と 
なりま互。 

Q FOMA 端末が破損しだまま使用し 
ないでください。 

禁止 

火災、やけど、けが、感電の原因となります。_ 

/CN モーショントラッキングやモー 

〇/ ションセンサーのご使用にあたっ 
ては、必ず周囲の安全を確認し、 
FOMA 端末をしっかりと握り、必 
要以上に振り回さないで<ださ 
い0 

けがなどの事故の原因となります。 

/TN 誤ってデイヌプレイを破損し、液 
vjy 晶が漏れた場合には、顔や手など 
禁止 の皮膚につけないでください。 

失明や皮膚に傷害を起こす原因となります。 
液晶が目や□に入った場合には、すぐにきれいな 
水で洗い流し、直ちに医師の診断を受けて < ださ 
い。 

また、皮膚や衣類に付着した場合は、すぐにアル 
コールなどで拭き取り、石験で水洗いして < ださ 
い。 


Q ディスプレイの表面には、落下や 
衝撃等により破損した場合の安全 
性確保(強化ガラスパネルの飛散 
防止)を目的とする保護フィルム 
があります。このフイルムは無理 
にはがしたり、傷つけたりしない 
で < ださい。 

フィルムをはがして使用した場合、ディスプレイ 
が破損したときに、けがの原因となることがあり 
ます。 

パ、自動車内で使用する場合、自動車 
V メ-力もしくは販売業者に、電波 
指示 による影響についてご確認の上ご 

使用ください。 

車種によっては、まれに車載電子機器に悪影響を 
及ぼす原因となりますので、その場合は直ちに使 
用を中止してください。_ 

ZfhN お客様の体質や体調によっては、 
V かゅみ、かぶれ、湿疹などが生じる 
^ ことがあります。異状が生じた場 

合は、直ちに使用をやめ、医師の診 
療を受けてください。 

各箇所の材質についてぽ P . 13「材質一覧」 

A ディスプレイを見る際は、十分明 
V るい n 所で、@面からある程度の 
指示 距離をとってご使用 <ださい。 

視力低下の原因となります。 


はじめに 
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電池パックの取り扱いについて 


電池パックのラベルに記載されている表示によ 
り、電池の種類をご確認 <ださい。 


表示 

電池の種類 

Li-ionOO 

リチウムイオン電池 


/ K 危険 


Q 端子に針金などの金属類を接触さ 
せないで < ださい。また、金属製 
禁止ネックレスなどと一緒に持ち運ん 
だり、保管したりしないでくださ 
い。 

電池パックの発火、破裂、発熱、漏液の原因となり 
ます。 


iCN 電池/ \°ックを FOMA 端末に取り付 

〇/ けるときは、電池パックの向きを 
禁止 確かめ、〇ま <取り付けできない 

場合は、無理に取り付けないでく 
ださい。 

電池パックの発火、破裂、発熱、漏液の原因となり 
ます。 


火の中に投下しないで <ださい。 


電池パックの発火、破裂、発熱、漏液の原因となり 
ます。 



電池パック内部の液体などが目の 
巾に入ったときは、こすらず、すく、 
指示 にきれいな水で洗った後、直ちに 

医師の診療を受けてください。 

失明の原因となります。 


△警告 


Q 落下による変形や傷などの異常が 
見られた場合は、絶対に使用しな 
禁止 いでください。 

電池パックの発火、破裂、発熱、漏液の原因となり 
ます。 


電池パックが漏液したり、異臭が 
V するときは、直ちに使用をやめて 
指瓜 火気から遠ざけて<ださい。 

漏液した液体に引火し、発火、破裂の原因となり 
ます。 


A ペットが電池パックに嚙みつかな 
V いようご注意ください。 

指示 

電池パックの発火、破裂、発熱、漏液の原因となり 
ます。 


/ C \ 釘を刺したり、ハンマーで叩いた 
り、踏みつけたりしないでくださ 
禁止 い。 

電池パックの発火、破裂、発熱、漏液の原因となり 
ます。 


△注意 


Q — 般のゴミと一緒に捨てないでく 
ださい。 

禁止 

発火、環境破壊の原因となります。不要となった 
電池パックは、端子にテープなどを貼り、絶縁し 
てからドコモショップなど窓口にお持ちいただ 
くか、回収を行っている市町村の指示に従ってく 
ださい。 


/CN 濡れた電池パックを使用したり充 
vjy 電しだりしないでください。 

禁止 

電池パックの発火、破裂、発熱、漏液の原因となり 
ます。 

電池パック内部の液体などが漏れ 
た齡は、 n や手などの皮膚につ 
指示 けないで < ださい。 

失明や皮膚に傷害を起こす原因となります。 
液体などが目や□に入った場合や、皮膚や衣類に 
付着した場合は、すぐにきれいな水で洗い流して 
<ださい。 

また、目や□に入った場合は、洗浄後直ちに医師 
の診断を受けて < ださい。 

























アダプタの取 IJ 扱いについて 


△警告 


/CN アダプタのコードが傷んだ5使用 
しないで <ださい。 

禁止 

火災、やけど、感電の原因となります。 

Q AC アダプタは、風呂場などの湿気 
の多い場所では使用しないで<だ 

禁止 さい0 

火災、やけど、感電の原因となります。 

〇 DC アダプタはマイナス アース 車 
vjy 専用です。プラスアース車には使 
禁止 用しないでください。 

火災、やけど、感電の原因となります。_ 

/CN 雷が鳴り出したら、アダプタには 
v^y 触れないで<ださい。 

禁止 

感電の原因となります。 

Q コンセントやシガーライターソ 

ケットにつながれた状態で充電端 
禁止 子をシヨートさせないでくださ 
し、。また、充電端子に手や指など、 
身体の一部を触れさせないで<だ 
さい 0 

火災、やけど、感電の原因となります。_ 

Q アダプタのコードの上に重いもの 
をのせないで < ださい。 

禁止 

火災、やけど、感電の原因となります。 


コンセントに AC アダプタを抜き 
vjy 差しするときは、金属製ヌトラッ 
^ プなどの金属類を接触させないで 

<ださい。 

火災、やけど、感電の原因となります。 

® 濡れた手でアダフタのコード、コ 
ンセントに触れないでください。 

濡れ手禁止 

火災、やけど、感電の原因となります。 

〇 指定の電源、電圧で使用してくだ 
さい。 

^ また、海外で充電する場合は、海外 

で使用可能な AC アダプタで充電 
してください。 

誤った電圧で使用すると火災、やけど、感電の原 
因となります。 

AC アダプタ： AC 100 V 

DC アダプタ： DC 12 V *24 V (マイナヌアーヌ車専 
用） 

海外で使用可能な AC アダプタ： AC 100 V 〜 240 V 
(家庭用交流コンセントのみに接続すること） 
dc アダプタのヒューブが万が一 
V 切れた n 合は、必ず職のヒュ- 
ブを使用して < ださい。 

火災、やけど、感電の原因となります。指定ヒュー 
ズに関しては、個別の取扱説明書でご確認 < ださ 
い。 

電源プラグについたほこりは、拭 
V き取ってくださぃ。 

指示 

火災、やけど、感電の原因となります。 


AC アダプタをコンセントに差し 
V 込むときは、確実に差し込んで< 
指示 ださい。 

火災、やけど、感電の原因となります。 

/■? f \ アダプタをコンセントやシガーラ 

V イタ-ソヶットから抜く場合は、 
指示 アダプタのコードを無理に引っ張 

5ず、電源プラグを持って抜いて 
ください。 

火災、やけど、感電の原因となります。_ 

C 長時間使用しない場合は、電源プ 

ラグをコンセントやシガーライ 
電源グをターソケットから抜いて<ださ 
抜くぃ。 

火災、やけど、感電の原因となります。 


€ 

電源プラグを 


C : 

電源プラグを • 


万が一、水などの液体が入った場 
合は、直ちにコンセントやシガー 
ライターソケットから電源ブラ 
m< グを抜いて < ださい。 

火災、やけど、感電の原因となります。 

お手入れの際は、電源ブラグをコ 
ンセントやシガーライターソ 

ケットから抜いて行って < ださ 

抜くぃ。 

火災、やけど、感電の原因となります。 























A ドコモ UIM カードを取り外す際は 

V 切断面にご注意ください。 

指示 

けがの原因となります。 


医用電気機器近くでの取り扱 
いについて 


本記載の内容は「医用電気機器への電波の影響を 
防止するための携帯電話端末等の使用に関する 
指針」(電波環境協議会)に準ずる。 

△警告 


医療機関の屋内では次のことを 
V 守って使用してください。 

指示 

• 手術室、集中治療室 ( ICU )、 冠状動脈疾患監視 
病室 ( CCU ) には FOMA 端末を持ち込まないで 
<ださい。 

• 病棟内では、 FOMA 端末の電源を切ってくだ 
さし、。 

• □ビーなどであっても付近に医用電気機器が 
ある場合は、 FOMA 端末の電源を切って < だ 
さし、 0 

• 医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止な 
どの場所を定めている場合は、その医療機関 
の指示に従ってください。 

• 自動的に電源が入る機能が設定されている場 
合は、設定を解除してから、電源を切ってくだ 
さい 0 

満員電車の中など混雑した場所で 
は、付近に植込み型心臓ぺ-フ 
J 旨ホ メーカおよび植込み型除細動器を 

装着している方がいる可能性があ 
りますので、 FOMA 端末の電源を 
切ってください。 

電波により植込み型心臓ぺーヌメーカおよび植 
込み型除細動器の作動に悪影響を及ぼす原因と 
なります。 


A 植込み型心臓ペースメーカおよび 
H 植込み型除細動器などの医用電気 
指示 機器を装着されている場合は、装 
着部から FOMA 端末は 22 cm 以上 
離して携行および使用してくださ 
い。 

電波により医用電気機器の作動に悪影響を及ぼ 
す原因となります。 

〇 自宅療養などにより医療機関の外 
で、植込み型心臓 ペース メーカお 
^ よび植込み型除細動器以外の医用 
電気機器を使用される場合には、 
電波による影響について個別に医 
用電気機器メーカなどにご確認く 
ださい。 

電波により医用電気機器の作動に悪影響を及ぼ 
す原因となります。 


はじめに 
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材質一覧 


使用箇所 

材質/表面処理 

FOMA 端末 
の表面 

表面 

ABS 樹脂/ UV 塗 
装 

ディスプレイ面 

強化ガラス/飛 
散防止フイルム 

左側、右側、裏側 

ガラス入りポリ 
アミド樹脂 / UV 
塗装 

カメラパネル 

アクリル樹脂/ 
八ードコート 

カメラ窓 

ABS 樹脂/ UV 塗 
装 

リアカバ- 

リアカバー 

ABS 樹脂/ UV 塗 
装 

無線対策シール 

1「1_12(磁性粉+ 
ウレタン樹脂)/ 
PET 

ピクチャーライト/赤外線 
ポート 

アクリル樹脂/ 
八ードコート 

操作ボタン 

PC 樹脂/八ード 
□一卜 

サイドボタン 

PC 樹脂/ハード 
コート 

フンセグアンテナ 

SUS / 焼付け塗 
装 

外部接続端 
子 

外部接続端子 

SUS / ニッケル 
メツキ 

カバー 

PC 樹脂/八ード 
コート 


使用箇所 

材質/表面処理 

HDK / H 端子 

HDMI 端子 

SUS / ニッケル 
メッキ 

カバー 

PC 樹脂/八ード 
コート 

microSD 力ードス□ット内 
部 

SUS / ニッケル 
メッキ 

ドコモ UIM 
力ードトし 
イ 

トレイ 

LCP 

トレイ上面 

SUS / ポリイミ 
ド樹脂コート 

電池収納面 

PET 

ガラスエポキシ 
基板 

電池収納部 

電池収納部周囲 

ガラス入りポリ 
アミド樹脂 

ネジ 

炭素鋼/ニッケ 
ルメッキ 

電池端子 

電池端子コネク 
夕本体 

LCP 

電池端子 

銅合金/金メッ 
キ 

電池パック 

電池パック本体 

PC 樹脂/放電加 
ェ 

端子部 

銅合金/全面 
ニッケル下地 
メッキ、金メッキ 

ヌトラップ 
取り付け口 

樹脂部 

ガラス入りポリ 
アミド樹脂 

金属部分 

SUS / ニッケル 
メッキ 
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取り扱い上のご注意 


共通のお願い 


春水をかけないで<ださい。 

FOMA 端末、電池パック、アダプタ、ドコモ UIM 
カードは防水性能を有しておりません。風呂 
場など、湿気の多い場所でのご使用や、雨など 
がかかることはおやめ < ださし、また身に付 
けてしヽる場合、汗による湿気により内部が腐 
食し故障の原因となります。調査の結果、これ 
らの水濡れによる故障と判明した場合、保証 
対象外となり修理できないことがありますの 
で、あらかじめご了承願います。なお、保証対 
象外ですので修理を実施できる場合でも有料 
修理となります。 

• お手入れは乾いた柔らかい布(めがね拭きな 
ど)で拭いて < ださい。 

• 乾いた布などで強く擦ると、ディスプレイ 
に傷がつ < 場合があります。 

• ディスプレイに水滴や汚れなどが付着した 
まま放置すると、シミになることがありま 
す。 

• アルコール、シンナー、ベンジン、洗剤など 
で拭 < と、印刷が消えたり、色があせたりす 
ることがあります。 


• 端子は時々乾いた綿棒などで清掃して<ださ 
い0 

端子が汚れていると接触が悪くなり、電源が 
切れたり充電不十分の原因となったりします 
ので、端子を乾いた綿棒などで拭いて < ださ 
い。 

また、清掃する際には端子の破損に十分ご注 
意 < ださい。 

• エアコンの吹き出し□の近<に置かないで< 
ださい。 

急激な温度の変化により結露し、内部が腐食 
し故障の原因となります。 

參 FOMA 端末や電池パックなどに無理な力がか 
からないよ^に使用して<ださい。 

多<のものが詰まった荷物の中に入れたり、 
衣類のポケットに入れて座ったりするとデイ 
ヌプレイ、内部基板、電池パックなどの破損、 
故障の原因となります。 

また、外部接続機器を外部接続端子(イャホン 
マイク端子)に差した状態の場合、コネクタ破 
損、故障の原因となります。 

• デイスプレイは金属などで擦ったり引っかい 
たりしないで < ださい。 

傷つ < ことがあり故障、破損の原因となりま 
す。 

• 電池パック、アダプタに添付されている個別 
の取扱説明書をよ<お読みください。 


FOMA 端末についてのお願い 


• タッチパネルの表面を強<押したり、爪や 
ボールペン、ピンなど先の尖ったもので操作 
したりしないで < ださい。 

タッチパネルが破損する原因となります。 

• 極端な高温、低温は避けて <ださい。 

温度は5 ° C 〜35° C 、 湿度は45%〜85%の範囲 
でご使用ください。 

參一般の電話機やテレビ•ラジオなどをお使い 
になっている近 < で使用すると、悪影響を及 
ぼす原因となりますので、なるべく離れた場 
所ァ 1 ご使闲ノ " g 戈し、 

• お客様ご自身で FOMA 端末に登録された情報 
内容は、別にメモを取るなどして保管して< 
ださるようお願いします。 

万が一登録された情報内容が消失してしまう 
ことがあっても、当社としては責任を負いか 
ねますのであらかじめご了承ください。 

• FOMA 端末を落としたり、衝撃を与えたりし 
ないで < ださい。 

故障、破損の原因となります。 

• 外部接続端子(イヤホンマイク端子)に外部接 
続機器を接続する際に斜めに差したり、差し 
た状態で引っ張ったりしないで<ださい。 
故障、破損の原因となります。 

• 使用中、充電中、 FOMA 端末は温かくなります 
が、異常ではありません。そのままご使用 < だ 
さい。 

• カメラを直射日光の当たる場所に放置しない 
で < ださい。 

素子の退色•焼付きを起こす場合があります。 


はじめに 
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• 通常は外部接続端子カバー、 HDMI 端子カバー 
をはめた状態でご使用ください。 

ほこり、水などが入り故障の原因となります。 
• リアカバーを外したまま使用しないで<ださ 
い。 

電池パックが外れたり、故障、破損の原因と 
なったりします。 

• microSD 力ードの使用中は、 microSD 力ード 
を取り外したり、 FOMA 端末の電源を切った 
りしないで < ださい。 

データの消失、故障の原因となります。 

春磁気カードなどを FOMA 端末に近づけないで 
<ださい。 

キヤッシュカード、クレジットカード、テレホ 
ンカード、フロッピーデイヌクなどの磁気 
データが消えてしまうことがあります。 

• FOMA 端末に磁気を帯びたものを近づけない 
で < ださい。 

強い磁気を近づけると誤動作の原因となりま 
す。 


電池パックについてのお願い 


参電池パックは消耗品です0 

使用状態などによって異なりますが、十分に 
充電しても使用時間が極端に短くなったとき 
は電池パックの交換時期です。指定の新しい 
電池パックをお買い求め<ださい。 

• 充電は、適正な周囲温度 （ 5 °C 〜 35° C ) の場所 
で行って < ださい。 

• 電池パックの使用時間は、使用環境や電池 
パックの劣化度により異なります。 

參電池パックの使用条件により、寿命が近づ< 
につれて電池パックが膨れる場合があります 
が問題ありません。 

• 電池パックを保管される場合は、次の点にご 
注意 <ださい。 

■ 満充電状態(充電完了後すぐの状態)での 
保管 

■ 電池残量なしの状態(本体の電源が入らな 
し、程消費している状態)での保管 
電池パックの性能や寿命を低下させる原因と 
なります。 

保管に適した電池残量は、目安として電池ア 
イコン表示が2本、または残量が40パーセン 
卜程度の状態をお勧めします。 


アダプタについてのお願い 


• 充電は、適正な周囲温度 （ 5 ° C 〜35° C ) の場所 
で行って < ださい。 

參次のよラな場所では、充電しないで<ださい。 
■ 湿気、ほこり、振動の多い場所 
■ —般の電話機やテレビ•ラジオなどの近< 
參充電中、アダプタが温か<なることがありま 
すが、異常ではありません。そのままご使用く 
ださい。 

• DC アダプタを使用して充電する場合は、自動 
車のエンジンを切ったまま使用しないで<だ 
さい。 

自動車のバッテリーを消耗させる原因となり 
ます。 

• 抜け防止機構のあるコンセントをご使用の場 
合、そのコンセントの取扱説明書に従って< 
ださい。 

• 強い衝撃を与えないで < ださい。また、充電端 
子を変形させないで<ださい。 

故障の原因となります。 






ドコモ UIM カードについてのお 
願い 


• ドコモ UIM カードの取り付け/取り外しに 
は、必要以上に力を入れないで < ださい。 

籲他の丨 C カードリーダー/ライターなどにド 
コモ UIM 力ードを挿入して使用した結果とし 
て故障した場合は、お客様の責任となります 
ので、ご注意 < ださい。 

• I C 部分はいつもきれいな状態でご使用<だ 
さい0 

• お手入れは、乾いた柔らかい布(めがね拭きな 
ど)で拭いて < ださい。 

• お客様ご自身で、ドコモ UIM 力ードに登録さ 
れた惰報内容は、別にメモを取るなどして保 
管して<ださるようお願いします。 

万が一登録された情報内容が消失してしまう 
ことがあっても、当社としては責任を負いか 
ねますのであらかじめご了承<ださい。 

• 環境保全のため、不要になったドコモ UIM 
カードはドコモショップなど窓口にお持ち< 
ださい。 

• I C を傷つけたり、不用意に触れたり、ショー 
卜させたりしないで<ださい。 

データの消失、故障の原因となります。 

• ドコモ UIM カードを落としたり、衝撃を与え 
たりしないで < ださい。 

故障の原因となります。 

• ドコモ UIM カードを曲げたり、重いものをの 
せたりしないで<ださい。 

故障の原因となります。 

• ドコモ UIM カードにラベルやシールなどを 
貼った状態で、 FOMA 端末に取り付けないで 
<ださい。 

故障の原因となります。 


Bluetooth ® 機能を使用する場 
合のお願い 


• FOMA 端末は、 Bluetooth 機能を使用した通信 
時のセキュリティとして、 Bluetooth 標準規格 
に準拠したセキュリティ機能に対応しており 
ますが、設定内容などによってセキュリティ 
が十分でない場合があります。 Bluetooth 機能 
を使用した通信を行ろ際にはご注意<ださ 
い。 

• Bluetooth 機能を使用した通信時にデータや 
情報の漏洩が発生しましても、責任を負いか 
ねますので、あらかじめご了承ください。 


參周波数帯について 

FOMA 端末の Bluetooth 機能が使用する周波 
数帯は次のとおりです。 

—①一②③ 

2.4FH1 


④ 

① 2.4:2.4 GHz 帯を使用する無線設備を表し 
ます。 

② FH : 変調方式が FH - SS 方式であることを示 
します。 

③ 1:想定される与干渉距離が 10 m 以下であ 
ることを示します。 

④ ■ 2400 MHz 〜2483.5 MHz の全帯 
域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を 

_回避不可であることを意味します。_ 

• Bluetooth 機器使用上の注意事項 
本製品の使用周波数帯では、電子レンジなど 
の家電製品や産業•科学•医療用機器のほか、 
工場の製造ラインなどで使用される免許を 
要する移動体識別用構内無線局、免許を要し 
ない特定小電力無線局、アマチュア無線局な 
ど(以下「他の無線局」と略します)が運用さ 
れています。 

1. 本製品を使用する前に、近<で「他の無線 
局」が運用されていないことを確認して 
<ださい。 

2. 万が一、本製品と「他の無線局」との間に 
電波干渉が発生した場合には、速やかに 
使用場所を変えるか、「電源を切る」など 
電波干渉を避けて<ださい。 

3. その他、ご不明な点につきましては、取扱 
説明書裏面の「総合お問い合わせ先」まで 
お問い合わせ < ださい。 


はじめに 
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FeliCa リーター/ライターに 
ついて 


• FOMA 端末の FeliCa リーダー/ライター機能 
は、無線局の免許を要しない微弱電波を使用 
しています。 

春使用周波数は13.56 MHz 帯です。周囲に他の 
リーダー/ライターをご使用の場合、十分に 
離してお使い < ださい。また、他の同一周波数 
帯を使用の無線局が近<にないことを確認し 
てお使い < ださい。 


注意 


參改造された FOMA 端末は絶対に使用しないで 
<ださい。改造した機器を使用した場合は電 
波法に抵触します。 

FOMA 端末は、電波法に基づ < 特定無線設備 
の技術基準適合証明などを受けており、その 
証として「技適マーク@」が FOMA 端末の銘 
版 シールに 表示されております。 

FOMA 端末のネジを外して内部の改造を行っ 
た場合、技術基準適合証明などが無効となり 
ます。 

技術基準適合証明などが無効となった状態で 
使用すると、電波法に抵触しますので、絶対に 
使用されないようにお願いいたします。 

拳自動車などを運転中の使用にはご注意<ださ 
い0 

運転中の携帯電話を手で保持しての使用は罰 
則の対象となります。 

ただし、傷病者の救護または公共の安全の維 
持など、や¢3を得ない場合は対象外となりま 
す。 

• Bluetooth 機能は日本国内で使用してくださ 
い0 

F 〇 M A 端末の Bluetooth 機能は日本国内での 
無線規格に準拠し認定を取得しています。 
海外でご使用になると罰せられることがあり 
ます。 

• FeliCa リーダー/ライター機能は日本国内で 
使用して < ださい。 

FOMA 端末の FeliCa リーダー/ライター機能 
は日本国内での無線規格に準拠しています。 
海外でご使用になると罰せられることがあり 
ます。 


はじめに 
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事刖(? 


モ UIM カードの取り付けかた 


ドコモ UIM 力ードは、お客様の電話番号などの情報が記憶さ 
れている丨 C 力ードです。 

❿本 FOMA 端末では FOMA 力ード(青色)はご使用になれません。 
FOMA 力ード清色)をお持ちの場合には、ドコモシヨップ窓□にて 
お取替え < ださい。 

j ツメに指などをかけて、トレイを引き出す （ D ) 

• 卜しイが止まるところまで、まっすぐ引き出します。 

2] ド コモ UIM 力ードの 丨 C (金色）面 切り J 欠き 
を上に向けて、トレイにセットす 1 ^ 


る （0) 


c (金色） 


J トレイを奥まで差し込む（日） 



' 無理に取り付けようとしだり、取り外そうとするとドコモ UIM 
カードが破損しだり、トレイが変形したりするおそれがあります 
ので、ご注意ください。 


基本の操作 
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電池パックの取リ付けかた 


• FOMA 端末の電源を切り、両手で持って行って < ださい。 


リアカバーの凸部を矢 
^印の方向 （ D ) へ押しな 
がら約 3 mm スライド 
させて（0)、リアカ 
パーを 取り外す（日） 

21 電池パックを取り付け 
る （0) 

• 電池パックのリサイクルマーク 
のある面を上に向けて 、 FOMA 
端末と電池パックのツメを合わ 
せて取り付けて < ださい。 



のある面を上 


ぶ リアカバーを約3 mm 
開けた状態で FOMA 端 
末のミゾに合わせ、矢印 
の方向 （0) へ押しなが 
らスライドさせて 
(0)、 リアカバーを取 
り付ける 












• 無理に取り付けだり、取り外したりすると、 FOMA 端末の電池パッ 
クとの接続端子(充電端子)が破損することがあります。 

• リアカバーはしっかりと閉めて < ださい。不十分だとリアカバー 
が外れ、振動で電池パックが外に飛び出すおそれがあります。 


充電のしかた 


AC アダプタを使って充電する 

• 必ず FOMA AC アダプタ 01/02( 別売)の取扱説明書を参照して< 
ださい。 

外部接続端子カバーを開き、 AC アダプタを外 
部接続端子に水平に差し込む ( D ) 



^ AC アダプタの電源プラグをコンセントに差 
し込むと、充電確認音が鳴リ、充電ランプが点 
灯して、充電が開始する 



充電確認音が鳴り、充電ランプが消灯すると、 
充電が完了する 

•コネクタを取り外すときは、コネクタの両側にあるリリースボ 
タンを押しだまま （ D )、 コネクタを水平に抜いてください 
(0)〇 



籲無理に差し込んだり抜いたりすると、外部接続端子やコネクタが 
破損や故障する場合がありますので、ご注意<ださい。 
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電源を入れる 


Jj ®(2 秒以上） 

• 初期設定が完了しているときは、待受画面が表示されます。 
• 電源を切るときも、■を2秒以上押します。 


• 端末暗証番号または位置提供可否が設定されていないときは、 
FOMA 端末の電源を入れるたびに、設定画面が表示されます。 

• ノーマルメニューで[本体設定] ► [その他設定] ► [初期設定]でも 
設定画面を表示できます。 

[日付時刻設定] ► 日付•時刻を設定 

2 ] [端末暗証番号設定] 卜 端末暗証番号を登録 

[キー確認音設定] ト キー確認音を設定 

A ] [文字サイズ設定] ► 文字サイズを一括設定 

[位置提供可否設定] 卜 GPS 位置提供可否を 
設定 

至] [終了] 


基本の操作 
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自分の電話番号を確認する 


允 ノーマルメニューで[プロフイール] 


自分の名前や画像を登録する 
立 ノーマルメニューで[プロフイール] 

21 [編集] ► 端末暗証番号を入力 
各項目を設定 卜 [登録] 


' 丨て S3 好： 



メールアドレス変更や迷惑メール対策の設定な 
どを行う 

メールアドレスの変更や迷惑メール対策などを行う i モードサイト 
に接続します。詳しい設定方法については、『ご利用ガイドプック 
( i モ _ K < FOMA > 編)』をご覧ください。 

ノー マルメニューで[メール] ► [メール設定] 
► [アドレス■迷惑メール設定] 

2 U はぃ] 













画面の説明 


ii 

i モード表示 

W 

ドコモ UIM 力ードエラー表示 

seif 

セルフモード表示 


Music& Video チヤネル番組予約表示 

I 

3G 表示 

m 

ベールビユー表示 

s 

USB 接続中表示 

m 

伝言メモ表示 

Sn 

ダイヤル発信制限表示 

空 

マナーモード表示 

♦油 

サイレント/バイブレータ表示 

A 

公共モード（ドライプモード)表示 

ss 敢 

microSD 力ード表示 

i<* 

ソフトウェア更新表示 

m 

1 C 力ード□ック表示 

圜 

Music&Video チヤネル表示 

a 

パーソナルデータロック表示 

fyls 

ワンセグ録画表示 



■ 

電池残量表示 

圓 — 圍4|1|4圍4|| ( 多—少） 

TJ 

電波状態表示 

U — T 』— I —T (強—弱） 

• [1 外]が表示されているときは、サービスエリア 
外、または電波の届かない場所にいます。 

■ 令佟 

ハンズフリー表示 

I O AUTD ふ 

BP5 BP5 GR5 叫 

GPS 表示 


i モードメール/ SMS / エリアメール/インフオ 
メーシヨン受信表示 

汉 圖焱國 

i ァプリ表示 


アラーム/ヌケジュール表示 

@ 

Bluet 00 th 表爪 

A 

赤外線通信表示 


基本の操作 
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ストックアイコンからお知らせ内容を確認する 

かかってきた電話に出られなかったときや新着メールがあるときな 
どに、待受画面にヌトツクアイコンを表示してお知らせします。 

• 待受アクセサリ設定の表示設定 ( o ^ P .24) によって、表示されるス 
トツクアイコンは異なります。 


アイコン 


表示設定が [blow UI ] のとき 表示設定が [ OFF ] のとき 

主な マークの 意味 
G / fi : 着信あり 
0 EJ / G 3: 伝言メモ 
_/企1:留守録音あり 
区！※/0:新着メールあり 

MENU ： ノーマルメニュ ー/ ベーシックメニュー/セレクトメニュー 
を表示 

※画像が添付されている新着メールがある場合、 [#] が小さいマーク 
で表示されます。 

j 待受画面にストックアイコン表示 
21 ストックアイコンを選ぶ 

• 内容を確認するとヌトックアイコンは消えます。 
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縦/横表示の切り替えについて 

FOMA 端末の上部を左側に傾けだときに画面の表示が切り替わりま 
す。 

• FOMA 端末が地面に対して水平に近い状態で向きを変えても、縦/ 
横表示は切り替わりません。 

• 利用中の機能や画面によっては切り替わらなし^場合があります。 

• 音やノ T イプレータが動作しているときは、切り替えが正し < 行われ 
ない場合があります。 

• 画面が点灯しだ直後や電源を入れだ直後は、縦横が正し <表示され 
ない場合があります。 

• 自動的に切り替わらないように設定することもできます。また、縦 
横切替 HOLD ボタンやサブメ ニユー から一時的に切り替わらないよ 
うにすることちでぎます。 

• 機能によって表示できる画面は異なります。 





























待受アクセサリを利用する 


待受画面上に表示されたアクセサリアイコンや シヨー トカットをタッチしてメニューやクイック設定などの機能を実行しま 
す。また、画面を左右に切り替えてすばや < 電話発信やメール作成をしたり、画像を表示したりすることができます。また、待受 
アクセサリ設定の表示設定 ( o ^ P .24) で待受アクセサリのデザインを変更することもできます。 

• 横表示のときは、 HOME 画面と静止画アクセサリ画面を利用できます。 

• 画面を切り替えだときは、!^]を押して HOME 画面(中央)に戻ることもできます。 



左にスライド 


右にスライド 



左にスライド 


右にヌライド 



左にヌライド 


右にヌライド 



静止画アクセサリ 
画面 


メール アクセサリ 
画面 


HOME 画面 


電話アクセサリ 
画面 


n メール 作成アイコン 
0 手書き/本文表示アイコン 
e フォルダ選択アイコン 
E1 サムネイルアイコン 
0 短縮登録 

• 電話番号/メールアドレヌを登録してお < と、上下にスライドす 
るだけで電話を発信しだり、メールを作成したりできます。 
a メール受信履歴/メール送信履歴 

• 重複したものを除き、最新のものから合わせて4件まで表示されます。 

H 短縮登録アイコン 

• 短縮登録を設定するときに選択します。 

0 送受信履歴アイコン 


0 送信履歴アイコン 
E 受信履歴アイコン 
ED i チやネルテロップ 

E アクセサリアイコン/シヨートカット貼り付けエリア 

參上下にヌライドすると、表示エリアを切り替えることができま 
す。約3画面/分切り替えることができます。 

E 着信履歴/リダイやル 

• 重複しだものを除き、最新のものから合わせて4件まで表示されます。 

E 発着信履歴アイコン 
E リダイやルアイコン 
咽 着信履歴アイコン 
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待受アクセサリを設定する 

^ ノーマルメニューで [本体設定] ► [画面■ディ 
スプレイ] ► [待受画面設定] ► [待受アクセサ 
リ設定] 

2 ] [表示設定] 卜 設定を選ぶ 
アクセサリアイコン/シ ヨー ト カツ トをリセ ツ 

卜する 

アクセサリアイコン/シヨートカツトを、お買い上げ時の状態に戻し 
ます。 

HOME 画面をロングタッチ 
21 [追加する] ►[リセット する] ► [0K] 


L 一の設定と選択 


機能の設定、変更、登録は、メニュー画面から行おことができ 
ます。 

本書では、ノーマルメニューから機能を呼び出す方法を基準に説 
明しています。 


各メニューを表示する 

待受画面で[メニュ ー] を選択すると、ノー マルメニュー、ベーシック 
メニュー、セレクトメニューを表示できます。 


基本の操作 
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[メニュ _] を選択しだときに 
表示されるメニューは変更す 
ることができます （ o ^ P .35)。 


待受画面 


[ペーシック] 



セレクトメ ニユー 


ベーシックメニユー 


V :く 


二^- •§ 日 

Hls=i®p 



















操作ガイダンスについて 


画面下部には、操作ガイダンスなどの各種ボタンが表示され 
ます。 

• 機能によって表示されるボタンは異なります。また、縦/横表示を 
切り替えるとコントロールボタンやサブメ ニユー として表示され 
る場合があります。まだ、コント□ー ルボタンの形や表示される文 
字などは、縦/横表示や操作などによって異なる場合があります。 


サフ'メニユ- 

受信トレイ 

送信 BOX 

全表示 

MULTl/l^ 

广 1 n 

Qja 


V- 1 

r\ 

idD 




n 操作ガイダンス 

• 操作ガイダンスメニューを選択/実行するときにタッチします。 

HMU じ n ボタン 

• マルチアシスタントを利用するときにタッチします。ロングタッ 
チすると、ベールビューを設定/解除することができます。 

0 CLR ボタン 

• 1つ前の画面に戻したり、入力した数字や文字を削除するときに 
タッチします。起動中の機能を終了して待受画面に戻るときには 
ロングタッチします。 

□縦横 切替 HOLD ボタン 

• FOMA 端末を傾けても一時的に縦/横表示が切り替わらないよ 
〇にするとぎにタツチします。 


操作カイダンスメニューについて 


操作ガイダンスには、利用してしヽる機能や状況に応じてメニユーが表 
示されます。 

主に表示される操作ガイダンスメニユー例を記載します。 


決定 

選択した項目を決定 

サブメニュー 

サブメニューを表示 

確認 

選択した画像や音楽などを確認 

戻る 

1つ前の画面に戻る 

全表示 

フォルダ分けしだファイルなどを一覧で表示 

中止 

メール受信などの動作を中止 

全選択/全解除 

選択できる項目のすべてを選択/解除 

閉じる 

サブメニュー画面などを閉じる 


一操作 


• 選択できる機能については i^P.89 

• ノー マルメニ ユーに 設定しだきせかえ ツールに よっては、機能の選 
択方法が異なる場合があります。 



基 

本 

の 

操 

作 
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サブメニュー 

•から機能を選択する 

[サブメニュー]や [1 


] を選択すると、その画面で使用できる機能 


(サブメニユ _) が表示されます。表示されたサブメニユーを選択して 
<ださい。 

サブメニユーに複数のぺージがある場合は、サブメニユーが表示され 
ている部分を上下にスライドしてページを切り替えます。 

* 待受メモでは、メモをロングタッチすると表示されます。 


基 

本 

の 

操 

作 


ツチパネルの使いかた 


タッチパネル(ディスプレイ）を直接指で触り、操作を行うこ 
とができます。 

• 本書では主に縦表示でのタッチパネルによる操作を記載していま 
す。 

❿ディヌプレイの表示が消えているときはタッチパネルを操作でき 
ません。画面を再表示してタッチパネルを操作する方法については 
ぽ P .27 


タッチパネル利用時のご注意 

• タッチパネルは指で軽<触れるように設計されています。指で強 
<押したり、先が尖つだもの(爪/ボールペン/ピンなど)を押し 
付けないでください。 

• 次の場合はタッチパネルに触れても動作しないことがあります。 
まだ、誤動作の原因となりますのでご注意 < ださい。 

■ 手袋をしたままでの操作 
■ 爪の先での操作 

■ 異物を操作面に乗せだままでの操作 
■ 保護 シー トやシールなどを貼っての操作 


タツチパネルの基本操作 


操作のしかた 

主な操作の目的 

タッチ 

選択•決定 

春画面に表示されるボタンを 

• タッチパネルに触れて、指を離 
します。 

タッチします。 

□ンクタッチ 

連続操作 

• タッチパネルに触れだままにし 

• 早戻し/早送りなど、画面に 

ます。 

表示されるボタンをロング 
タッチすると連続した操作 
に変わります。 

項目の選択 

• 画面に表示される項目を口 
ングタツチします。 

スライド 

画面のスクロール 

•サイト表示中など、上下左右 


にスライドします。 


選択の中止 

• メニューや項目に間違って 
触れたときは、メニューや項 

• タッチパネルに触れだまま、指 

目から離れるようにスライ 

を動かします。 

ドします。 


26 













操作のしかだ 

主な操作の目的 

すばや<スライド 

• すばや < スライドし、指を離し 
ます。 

ページ切替 

• メニュー画面などで左右に 
すばや < スライドします。 
前/次のデータを表示 
• 画像やメールなどを表示中 
に左右にすばや<ヌライド 
します。 

2本の指の間隔を広げる/狭める 

拡大/縮小 

• 画像表示中に2本の指の間 
隔を広げる/狭めます。 

參2本の指でタツチパネルに触 
れ、2本の指の間を広げるよう 
にヌライド、まだは狭めるよう 
にヌライドします。 


「CLR」 をタツチ 

中止/終了 

•「 CLR 」 をタッチします(表示 
されている場合)。 


タッチパネルをロックする 

デイスプレイの表示を消してタッチパネルをロックし、誤動作を防止 
することができます。 

立 ディスプレイ表示中に 

• 一定時間 FOMA 端末を使用しなかっだときも、デイヌプレイの 
表示が消えます。 

デイスプレイの表示が消えているとき 

• パネル□ック解除設定に従い、次の操作でタッチパネルを操 
作できるよラになります。 

■ 2ヌテップ解除:いずれかのボタン（〇(サイドボタン）を 
除 <) を押すとタッチノ \°ネルロック画面が表示されます。 
[fl] (UNLOCK) をタッチするか、固、 m を押してロック 
を解除すると、タッチパネルを操作できます。 

■ シンプル解除:いずれかのボタン（0(サイドボタン）を除 
<) を押すと画面が表示され、タッチパネルを操作できま 
す0 

• カメラ起動中や i モーション再生中など起動中の機能によって 
は、□ックできない場合があります。 

タッチパネルロックの解除方法を設定する 

Jj ノーマルメニューで[本体設定] ► [ロック■セ 
キュリティ] ► [パネルロック解除設定] 

設定を選ぶ 


基本の操作 
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音声クイック起動を利用する 


待受画面から音声で機能を呼び出して実行することができます。 
利用したい機能がメニューのどこにあるのかわからないとき 
や、利用したい機能をすばや<起動させることができます。 

j 待受画面で0(1秒以上） 

21 [それではどうぞ★★音声受付中 ★★] と表 
示されたら、送話口に向かって起動したい機 
能を話す 

籲約10秒以内で話してください。話し終わるか、約10秒経過する 
と音声入力が終了し、該当する機能を起動します。 

• 起動する機能を特定できないときは、使いかたガイドを起動し 
ます。 

• 次の場合は正し<認識できないことがあります。 

■ 声が大きすぎたり、小さすぎる場合 
■ 周囲の雑音が大きい場合 
■ 発声が明暸でない場合 
■ 発声が不自然だつだり、速度が速すぎる場合 


基本の操作 
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使いかたガイドを利用する 


FOMA 端末の操作方法がわからないときに 
利用してください。使いかたガイドが表示 
され、それぞれの機能の説明や操作方法な 
どを確認することができます。また、使いか 
たガイドから機能を直接起動することもで 
ぎます。 



Lf 索引 


フリーワード検索 
V ブックマーク 



允 ノーマルメニューで[便利ツール] ► [使いか 
たガイド] 


21 項目を選ぶ 











文字 


文字入力のしかた 


FOMA 端末には、電話帳ゃメールなど文字を入力して活用す 
る機能があります。 

12ボタン入カモードと QWERTY 入カモードを切り替えて、文 
字入力することができます。 

• 本書では、かな入力で文字を入力する方法を基準に説明していま 
す。 


入カモードの種類と切り替え 

入力する文字の種類に合わせて、入カモードを切り替えます。 


j 文字入力画面で[文字種] 



切り替え項目 



入カモ 

L '' -ir v 、、 

一卜を培 〆 5、 

漢 

漢字•ひらがな 

ア 

全角カタカナ 

ア 

半角カタカナ 

区 

区点コード 

a 

全角英字(小文字-大文字） 

a 

半角英字(小文字—大文字） 

1 

全角数字 

1 

半角数字 

A 

全角英字(大文字-> 小文字） 

A 

半角英字(大文字—小文字） 
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文字入力画面 


• 入力画面では次のタッチボタンを操作できます。 



例：漢字•ひらがな/縦表示 


ft 


n 操作ガイダンスボタン 




• 操作ガイダンスメニューを選択/実行するときなどにタッチし 
ます。 

0 入力切替ボタン 

❿〇 WERTY 入カモードに切り替えます。 

0 方向ボタン 

• 力ーソル移動や半角スペース入力のときなどにタッチします。 

H undo ボタン 

• 直前の操作を取り消します。 

• 文字入力後に表示されます。 

0 クリアボタン 

• 文字削除のときなどにタッチします。 

0 文字入カボタン 

參文字入力のときなどにタッチします。 


基本の操作 
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文字を入力する 

例：「電話」と入力するとき 

^文字入力画面で「でんわ」と入力 

• 「でんわ」と入力:[た] ( 4回） ► r 太/小 v ]( 1回） ►[わ] ( 3回） 
► [►] ►[わ] ( 1回） 

• 同じタッチボタンに割り当てられだ文字を連続して入力:文字 
を入力 ► [►] ►文字を 入力 

21 [変換] 

4 [確定] 











フリック入力を利用する 

フリック入力では、フリック入力に対応したタッチボタンを上下左右 
にすばやくヌライドして、割り当てられだ文字を入力したり、機能を 
利用したりすることができます。 

• あらかじめ、フリック入力を [ ON ] に設定しておいて<ださい。 

• フリック入力は縦表示でのみ利用できます。 



フリック入力に対応した 
タツチボタン 


入力時の操作について 


0 


凶— 0 



• 「か」と入力：[か] 

• 「き」と入力：[か]をすばやく左にスラ 
イト* 

• 「<」と入力：[か]をすばやく上にスラ 
仆 

• 「け」と入力：[か]をすばやく右にスラ 
仆 

• 「こ」と入力：[か]をすばやく下にスラ 
イト* 


例：「電話」と入力するとき 

j 文字入力画面で「でんわ」と入力 

• 「でんわ」と入力：[た]をすばやく右にスライド ► r 大/小 v ] 

► [わ]をすばやく上にスライド ► [►] ►[わ] 

• 同じタッチボタンに割り当てられだ文字を連続して入力:文字 
を入力 ► [►] ►文字を 入力 

21 [変換] 

[確定] 

間違い補正変換を利用する 

同じタッチボタンに割り当てられた文字の入力を間違えたときは、 
[間違い補正]が表示されることがあります。[間違い補正]を選ぶと補 
正されだ変換候補が変換候補欄に表示されます。 



間違い補正 
変換候補欄 
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絵文字/記号を入力する 

j 文字入力画面で[絵■記] 

• 絵文字へ切替：[絵文字] 

• デコメ絵文字®へ切替：[絵 D ] 

• 半角記号へ切替：[半角記号] 

• 全角記号へ切替：[全角記号] 

£1 候補を選ぶ 

定型文を利用する 

允 文字入力画面で[メニュー] ► [定型文■データ 
引用] ► [定型文] 

21 定型文を選ぶ 

顔文字を入力する 

文字入力画面で[メニュー] ► [絵文字-記号- 
顔文字] ► [顔文字] 

• メール本文入力のとき:文字入力画面で[メニュー] ► [定型 
文•データ引用] 卜 [絵文字•記号•顔文字] 卜 [顔文字] 

21 カテゴリを選ぶ ► 顔文字を選ぶ 


基本の操作 


32 


文字を コピーす る/切り取る 

文字入力画面で [メニュー] ►[コ ピー]/ 
[切り取り] 

• メール本文入力のとき：文字入力画面で[メニュー] ► 
[コピー•切取り•その他] ► [コピー]/[切り取り] 

21 始点に力ーソルを合わせる ► [確定] 

• メール本文入力のとき:始点に力ーソルを合わせる ► [開始] 

終点に カーソルを 合わせる ► [確定] 

❿メール本文入力のとき:終点に力ーソルを合わせる ► 
[コピー]/[切取] 

• 反転表示されている文字列が対象になります。 


文字を貼り付ける 

^文字入力画面で貼り付ける位置にカーソルを 
合わせる ► [メニュー] ► [貼り付け] 

• メール本文入力のとき：文字入力画面で[メニュー] ► 

[コピー•切取り•その他] ► [貼り付け] ►貼り付ける 位置に 
力ーソルを合わせる ► [貼付] 







音/画 


着信音を変える 


U ノ ーマルメニューで[本体設定] ► [音/バイ 
ブ/マナー] ► [着信音設定] 

21 項目を選ぶ 

♦[音声 電話]►項目を選ぶ 
♦[テレビ電話] 

♦ [メール] ►項目を 選ぶ 

@ 各項目を設定 ►[登録] 


着信音の音量を変える 


立] ノーマルメニューで[本体設定][音/バイ 
プ/マナー ]► [音量設定] 

^ 項目を選ぶ 

♦ [着信音量] ► 項目を選ぶ ► 音量バーをタツチした 
まま上下にスライド 

♦ [メ ール•メ ツセー ジ着信音量] ► 音量 バーを タツチ 
したまま上下にスライド 


ディスプレイをタツチしたときの音量 
を変える 


ノーマルメニューで[本体設定] ► [音/バイ 
プ/マナー] 卜 [音量設定] 

21 [操作確認音量] ► 音量バーをタツチしたまま 
上下にスライド 


バイブレータを設定する 


着信時、 GPS 測位時、アラーム鳴動時、 i アプリ利用時、タッチ 
操作時の振動を設定できます。 

ノーマルメニューで[本体設定] ► [音/バイ 
ブ/マナー] ► [バイブレータ設定] 

項目を選ぶ 

バイブレータを選ぶ 

• パイプレータを設定したとき、机の上などに FOMA 端末を置いて 
おくと、振動によって落下するおそれがありますので、ご注意 < だ 
さし、0 
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マナーモー ドを利用する 


FOMA 端末から音を出さないように、切り替えることができ 
ます。 

• マナーモード設定中も、次の音は鳴ります 〇 
■ カメラのシヤツター音 
■ カメラの撮影開始音/停止音 
■ ボイヌレコーダーの開始音/停止音 
• マナーモード設定中に緊急地震速報を受信すると、マナーモードの 
設定にかかわらずバイブレータは動作します。また、オリジナルマ 
ナーモードで、次のいずれかの音を鳴らす設定になっているときは 
専用警報音(ブザー音)も鳴ります。 

■タッチ音 ■キー確認音 ■ 電話着信音量 

■ メール 着信音量 ■ アラーム 音 ■ 電池 アラーム 音 

ノー マルメニューで[本体設定] ► [音/バイ 
ブ/マナー] ► [マナーモード選択] 

種類を選ぶ 

♦[通常 マナーモード] 

♦[オリジナル マナーモード] ►各項 目を設定 ► 
[登録] 

♦[サイレン トマナーモード] 

• マナーモードを設定すると、 [罗] が表示されます。 
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E — シヨンサイレントで着信音やア 
ラーム音を止める 


マナーモードを設定していないときでも、 FOMA 端末を裏返 
して一時的に着信音やアラーム音、タイマー音などを止める 
ことができます。 

着信中や アラー ム鳴動中などに FOMA 端末を 
裏返す 



モーションサイレントを利用する 

^jj ノ _ マルメニュ _ で[本体設定] ► [音/バイ 
ブ/マナー] ► [モーションサイレント] 

21 設定を選ぶ 






画面の設定を変える 


待受画面の表示を変える 

立 ノーマルメニューで [本体設定] ► [画面■ディ 
スプレイ] ► [待受画面設定] ► [待受画面選 
択] 

21 項目を選ぶ 

♦[縦 画面設定]►項目を選ぶ 
♦[横 画面設定]►項目を選ぶ 


周リの人からディスプレイを見えにくくする 

デイスプレイにパターン（囡柄やアニメーシヨン）を表示させて、周り 
の人から見えに< くします。 

f ノーマルメニューで [ MULTI / IZI ] をロング 
タッチ 

參ベールビューを設定すると、 [驪] が表示されます。 

ベールビューを解除する 

• ノー マルメニユーで [mu じ n/izi] をロングタツチ 


メニューの 表示を変える 

待受画面表示中に[メニュー]を選択しだとき表示されるメニューを 

設定できます。 

j ノーマルメニューで [本体設定] ► [画面 ■ディ 
ス プレイ] ► [メニュー 設定] 

2 ] [表示メニュー設定] ► メニューを選ぶ 

❿設定できるメニューは次のとおりです。 

■ ノーマルメ ニュー： あらかじめ登録されているきせかえ 
ツール （ o ^ P .36) を選んで設定することができます。きせか 
えツールは、それぞれ異なつだ機能やデザインで構成され 
ています。サイトなどからきせかえツールをダウンロード 
して利用することもできます。 

■ ベーシックメニュ ー： メニ ューに 表示されるアイコンを選 
んで、機能を呼び出すことができます。 

■ セレクト メニュー： よく使う機能や人物•グループを登録し 
てオリジナルメニューを作成することができます。 

文字のサイズを変える 

ノーマルメニューで [本体設定] ► [文字表 
示/入力] ► [文字サイズ設定] 

21 項目を選ぶ 卜 文字サイズを選ぶ 
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マチキャラの設定を変える 

7チキヤラを設定すると待受画面にキヤラクタが表示されます。 

允 ノーマルメニューで [本体設定] ► [画面 ■ディ 
スプレイ] ► [マチキャラ設定] 

2 ] [表示設定] ► 各項目を設定 卜 [登録] 

マチキャラと会話できるように設定する 

音声クイック起動を利用するときにマチキヤラの音声を出力するか 
どうかを設定できます。 

❿お買い上げ時にプリインストールされている[メイちやん]、[セイ 
リアン]はマチキヤラおしやペリ設定に対応しています。 

U ノー マルメニューで[本体設定] ► [音/バイ 
ブ/マナー] ► [マチキャラおしやべり設定] 

$ 設定を選ぶ 


きせかえ ツールを 設定する 


ノーマルメニュー画面や待受画面、メニューアイコン、着信音 
などをまとめて変更できます。 

允 ノーマルメニューで[本体設定] ► [画面■ディ 
スプレイ] ► [きせかえツール設定] 

之！ きせかえツールに力ーソルを合わせる ► 

[—括設定:^ [はい] 

• データの確認:きせかえツールを選ぶ（きせかえツール内 デー 
夕一覧画面を表示） ► データを選ぶ 


ンを設定する 


立 ノーマル メニューで [本体設定] ► [照明■イル 
ミネーシヨン] ► [イルミネーション設定] 


21 項目を選ぶ 
@ 各項目を設定 卜 [登録] 


/-\ 

イルミネーシヨンバターン、イル 

ミネーシヨンカラーを選択する 
ときに、パターン、色に力ーソル 
を合わせると、ィルミネーシヨン 
の点滅バターンゃ色を確認でき 
ます。 

















不在着信や新着メールを確認する 


允 ノーマルメニューで [本体設定] ► [画面■ディ 
スプレイ] ► [各種画面設定] 

21 [着信表示設定] ► 項目を選ぶ 

• 設定できる項目は次のとおりです0 

■ 電話/メール着信時 設定: 電話やメールの着信時に、電話番 
号や電話帳に登録している名前などをディスプレイに表示 
するかどうかを設定できます。 

■ 不在着信お知らせ: 不在着信や新着メールがあったときに 
ランプを約4秒間隔で点滅してお知らせします。 


eco モードを設定する 


ノーマルメニューで [本体設定] ► [電池] ► 
[ eco モート」 

參 eco モードに設定すると、 [0] が表示されます0 



スプレイの照明を設定する 


ノーマルメニューで[本体設定] ► [照明■イル 
ミネーシヨン] ► [照明設定] 

21 項目を選ぶ 

♦ [照明点灯時間設定] ► 項目を選ぶ ► 設定を選ぶ 

• 一定時間 FOMA 端末を使用しなかったときに、照明が点灯し 
ている時間を各機能ごとに設定できます。 

♦ [画面オフ時間設定] ► 時間を選ぶ 

• _定時間 FOMA 端末を使用しなかったときに、ディヌプレイ 
の表示を消します。 

♦[明るさ調整] ► [明 ▲]/[ 暗 ▼] 

• 5段階で調整できます。調整しながら明るさを確認できま 
す。 

• 明るさセンサーの ON/OFF: [チIック]/[解除] 

• 明るさセンサーを使用すると、周囲の明るさによって自動 
的にディスプレイの明るさを調整します。 
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各種暗証番号について 


FOMA 端末には、便利にお使いいただくための各種機能に、 Bi 
証番号の必要なものがあります。 


各種暗証番号に関するご注意 

• 設定する暗証番号は「生年月日丄「電話番号の一部丄「所在地番 
号や部屋番号丄1"1111丄「1234」などの他人にわかりやすい番 
号はお避けください。また、設定した暗証番号はメモを取るなど 
してお忘れにならないようお気をつけ<ださい。 

• 暗証番号は、他人に知られないように十分ご注意ください。万が 
一、 暗証番号が他人に知られ悪用された場合、その損害について 
は、当社は一切の責任を負いかねます。 

• 各種暗証番号を忘れてしまつだ場合は、契約者ご本人であるこ 
とが確認できる書類(運転免許証など)や FOMA 端末、ドコモ 
UIIVI 力ードをドコモショップ窓□までご持参いだだく必要があ 
ります。 

詳しくは取扱説明書裏面の「総合お問しヽ合わせ先」までご相談< 
ださい。 

• PIN ロック解除 コー ドは、ド コモ ショップでご契約時にお渡しす 
る契約申込書(お客様控え）に記載されています。ド コモ ショッ 
プ以外でご契約されたお客様は、契約者ご本人であることが確 
認できる書類(運転免許証など)とド コモ UIM 力ードをド コモ 
ショップ窓口までご持参いただ<か、取扱説明書裏面の「総合お 
問い合わせ先」までご相談 < ださい。 
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端末暗証番号 （ぉ買い上げ時: 000 0) 

• 端末暗証番号の入力を、5回連続して間違えると電源が切れます。 

端末暗証番号を変える 

左 ノーマルメニューで [本体設定] ► [ロック ■セ 
キュリティ] ► [端末暗証番号設定] 卜 現在の 
端末暗証番号を入力 

2] 新しい端末暗証番号を入力 

@ もう一度、新しい暗証番号を入力 
[登録] 

ネツ トワーク暗証番号 （ご契約時:任意の番号を設定） 

ドコモシヨップまだはドコモインフオメーシヨンセンターや「お客様 

サボート」でのご注文受付時に契約者ご本人を確認させていただ<際 

や各種ネットワークサービスご利用時などに必要な数字4桁の番号 

です。 

ネットワーク暗証番号を変える 

H ノーマルメニューで [ i モード/ web ] ► 

[i MenuA 検索] 卜 [お客様サボート] ► 

[各種設定(確認■変更■利用)] ►[ネット ワー 
ク暗証番号変更] 









i モードパスワード （ご契約時: 000〇) 

マイメニューの登録•削除、メッセージサービス、 i モードの有料サー 
ビスのお申し込み•解約などを行う際には4桁の r i モードパスワー 
ド」が必要になります（その他にも各情報サービス提供者が独自にパ 
スワードを設定していることがあります)。 

i モー ドパ スワー ドを変える 

H ノーマルメニューで [ i モー ド/ web ] ► 

[i Menu ■な検索] ► [お客様サポート] ► 

[各種設定(確認•変更•利用）] ► [ i モードパ 
スワード変更] 


PIN 1 コード _ PIN 2 コード （ご契約時:000 0) 

ドコモ UIM 力ードには、 PIN 1コード、 PIN 2 コードという2つの暗証番号 
を設定できます。 

PIN 1 コードは、第三者による無断使用を防ぐため、ドコモ UIM 力ードを 
FOMA 端末に差し込むたびに、まだは FOMA 端末の電源を入れるたび 
に使用者を確認するだめに入力する4〜8桁の暗証番号（コード）で 
す。 PIN 1 コ_ドを入力することにより、発着信および端末操作が可能 
となります。 PIN 2]- ドは、積算通話料金リセット、ユーザ証明書利用 
時や発行申請を行うときなどに使用する4〜8桁の暗証番号（コー 
ド)です0 

❿ PIN 1 コ ー ド、 PIN 2 コ ー ドの入力を3 回 連続して間違えると、 PIN 1 
コー ド、 PIN 2 コー ドがロックされます。 


PIN コードを設定する 

^ ノーマルメニューで [本体設定] ► [ロック •セ 
キュリティ] ► [ UIM 力ード （ FOMA 力ード）設 
定] 

$ 項目を選ぶ 

♦ [ PIN 1 コード変更] ► 端末暗証番号を入力 ► 現在の 
PIN 1 コードを入力 ►新しい PIN 1 コードを入力 ►も 
う一度、新しい PIN 1 コードを入力 ► [登録] 

• PIN 1 入力 ON / OFF 切替が [ OFF ] に設定されているとき、 

PIN 1 コードは変更できません。 

♦ [ PIN 2 コード変更]卜端末暗証番号を入力 ► 現在の 
PIN 2 コードを入力 ►新しい PIN 2 コードを入力 ►も 
う一度、新しい PIN 2 コードを入力 ► [登録] 

♦ [ PIN 1 入力〇 N/OFF 切替] ► [ ON ] ►PINI コードを 
入力 

• 電源を入れだときに PIN 1 コードを入力するように設定でき 
ます。 

PIN ロック 解除 コード 


お客様ご自身では変更できません。 

PIN □ック解除コードは、 PIN 1コード、 PIN 2 コードがロックされた状態 
を解除するだめの8桁の番号です。 

• PIN ロック解除コードの入力を、10回連続して間違えるとドコモ 
UIM 力ードが完全にロックされます。その場合は、ドコモショップ 
窓口にお問い合わせ<ださい。 
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各種ロック機能 


ロック機能 

動作•制限内容 

オ _ ル 
□ック 

電源 ON / OFF と音声電話/テレビ電話に応答する以 
外の操作ができないようにします。 

• 設定：ノーマルメニューで[本体設定] ► [ロック•セ 
キュリテイ] ► [ロック設定] ► [オールロック] ►端 
末暗証番号を入力 

• 解除:待受画面で[オールロック中] ►端末 暗証番号 
を入力 

おまかせ 

□ック 

FOMA 端末を紛失した際などに、ドコモにお電話でご 
連絡いだだ<だけで、個人データや丨 C カード機能に 
ロックをかけることができます。 

おまかせロックの設定/解除 

通. 0120 -524-360 受付時間24時間(年中無休） 

※一部の IP 電話からは接続できない場合があります。 

• パソコンなどで My docomo のサイトからも設定/ 
解除ができます。 

• おまかせロックの詳細については、『ご利用ガイド 
プック（基本編)』をご覧<ださい。 

セルフ 
モ ー K 

電話や i モードメール、 i モード 、 i C 通信、赤外線通 
信などで、通信ができないように設定します。 

參設定/解除：ノーマルメニューで[本体設定] ► 
[その他設定] ► [セルフモード] ►設定を 選ぶ ► 
[はい] 

パーソナル 
データ 
□ック 

メールや個人情報などを表示できないようにします。 

參設定/解除：ノーマルメニューで[本体設定] ► 
[ロック•セキュリテイ] ► [ロック設定] ► [パーソ 
ナルデータロック] ►端末 暗証番号を入力 ►設定を 
選ぶ 
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ロック機能 

動作•制限内容 

ダイヤル 
発信制限 

電話帳に登録していない相手への電話発信、 i モード 
メール/ SMS 送信ができないようにします。 

• 設定/解除：ノーマルメニューで[本体設定] ► 
[ロック•セキュリティ] ► [ダイヤル発信制限] ►端 
末暗証番号を入力 ► 設定を選ぶ 

画面オフ 
ロック設定 

ディスプレイの表示が消えてから設定した時間が経 
過すると、自動的にタッチパネルやボタンを操作でき 
ないようにします。 

• 設定/解除：ノーマルメニューで[本体設定] ► 
[ロック•セキュリティ] ► [ロック設定] ► [画面才 
フロック設定] ►端末 暗証番号を入力 ►各項 目を設 
定 ► [登録] 

• 一時解除:いずれかのボタン（0(サイドボタン）を除 
<) を押してディスプレイを表示 ► 端末暗証番号を 
入力 

1 C 力ード 
□ック 

1 c カード機能を利用できないよラにロックします。 

❿設定/解除：ノーマルメニューで[おサイフケータ 
イ] ► [ 1 C 力ード□ック設定] ►[ 1 C 力ード□ッ 
ク] ► 端末暗証番号を入力 ► 設定を選ぶ 















電話の着信制限をする 


発信者番号のわからない着信への対応を設定する 

発信者番号が通知されなしヽ着信があったとき、非通知理由によって異 
なる着信動作を設定できます。 

• 非通知理由には次の種類があります。 

■ 非通知設定 ■ 公衆電話 ■ 通知不可能 

立 ノーマルメニューで [本体設定] ►[ロック •セ 
キュリティ] ► [着信拒否設定] 卜 端末暗証番 
号を入力 

21 非通知理由の種類を選ぶ 
各項目を設定 ►[登録] 


電話帳未登録の相手からの電話を受けない 

j ノーマルメニューで [電話機能] ► [発着信•通 
話設定] ► [メモリ 着信拒否/許可] 

21 [メモリ登録外着信拒否] 卜 端末暗証番号を入 
力 ► 設定を選ぶ 


お買い上げ時の状態に戻す 


各種機能の設定をリセットする 

• 各種設定リセットでお買い上げ時の状態に戻る項目については 
I 3" P .89 

ノーマルメニューで [本体設定] ► [その他設 
定] ► [各種設定リセット] 

$ 端末暗証番号を入力 

項目を選ぶ ►[リセット] ► [はい] 

登録データを一括して削除する 

お客様が登録されたデータを削除し、各種機能の設定内容をお買い上 
げ時の状態に戻します。 

• FOMA 端末の保護されているデータも削除されます。 

H ノーマルメニューで [本体設定] ► [その他設 
定] ► [データー括削除] 

端末暗証番号を入力 ► [はい] 
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電話/テレビ電話をかける 


• 本 FOMA 端末は、内側にカメラを搭載しておりませんので、相手に 
送る画像はキヤラ電、静止画まだは背面のカメラで撮影中の映像と 
なります。 

• ドコモのテレビ電話は、「国際基準の 3 GPP で標準化された、 
3 G -324 M 」 に準拠しています。異なる方式を利用しているテレビ電 
話とは接続できません。 


電話番号を入力して電話をかける 

i 待受画面で0 ► 電話番号を入力 

• 市外局番から入力して<ださい0 

21 [，](音声電話)/ [テレビ電話] 

音声電話中の操作ガイダンス 

• トリプル < つきり卜ークの設定/解除：[クッキリ ON ]/ 
[クッキリ OFF ] 

通話が終わったら度] 


つながる 
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電話帳から電話をかける 

ノーマルメニューで [電話機能] ► [電話帳] ► 
[電話帳検索] 

£1 検索方法を選ぶ 

@ 名前を選ぶ 

^ [/*] (音声電話)/[テレビ電話] 

リダイヤル/着信履歴を利用して電話をかける 

ノーマルメニューで [電話機能] ► [発着信履 
歴] 卜 [着信履歴]/[リダイヤル] 

21 履歴を選ぶ 

@ [/*] (音声電話)/ [テレビ電話] 










相手に自分の電話番号を通知する 

音声電話やテレビ電話をかけるときに、相手の電話機(ディスプレイ） 
に自分の電話番号(発信者番号)を表示させることができます。 

• 発信者番号通知をお願いする旨のガイダンヌが聞こえた場合は、発 
信者番号を通知する設定にするか H86」 を付けてからおかけ直し< 
ださい。 

j ノーマルメニューで [電話機能] ► [発着信•通 
話設定] ► [発信者番号通知] 

0 [設定] ►設定を 選ぶ ► [0K] 


国際電話をかける 

WORLD CALL は、ドコモの携帯電話からご利用いだだける国際電話 
サービスです。 

FOMA サービヌをご契約のお客様は、ご契約時にあわせて WORLD 
CALL もご契約いただいています（ただし、不要のお申し出をされた方 
を除きます)。 

• WORLD CALL の料金は每月の携帯電話の通話料金と合わせてご請 
求いたします。 

• 申込手数料•月額使用料は無料です。 

• WORLD CALL については、取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ 
先」までお問い合わせください。 

• ドコモ以外の国際電話サービス会社をご利用になるときは、各国際 
電話サービヌ会社に直接、お問い合わせください。 

• 一部ご利用できない料金プランがあります。 

j 待受画面で「+」（[〇/ + ]をロングタッ 
_チ)、国番号、地域番号(市外局番)、電話番号を 
入力 

• 地域番号(市外局番)が r 〇」で始まる場合は、 r 〇」を除いて入力 
して <ださい（ィタリアなど一部の国•地域では、 r 〇」が必要な 
場合があります)。 

21 [，](音声電話)/[テレビ電話] 

盔 [はぃ] 


つながる 
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電話/テレビ電話を受ける 


電話がかかってくると、着信音が鳴り、着信ラ 
ンプが点滅する 

• 発信者番号が通知されないときは、非通知理由が表示されま 
す0 

• [非通知設定]:発信者の意思により発信者番号を通知しない 
で発信したとき 

• [公衆電話]:公衆電話などから発信しだとき 
• [通知不可能]:海外からの着信や一般電話から各種転送サー 
ビスを経由しての着信など、発信者番号を通知できない相手 
から発信したとき 

っ 21S 

な ぷ 通話が終わったら® 


相手の声の大きさを変える 


通話中に [a ⑽] ► 音量バーをタツチしたまま 
上下にスライド 
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電話に出られないときは 


伝言メモ/テレビ電話伝言メモを設定する 

伝言メモを設定しておくと、電話に出られないときに K5MA 端末が応 
答して伝言を預かることができます。 

ノーマルメニューで [電話機能] ► [伝言 メ 
モ /音声 メモ] ► [伝言 メモ 設定] 

2l [ON] 

• FOMA 端末の故障.修理やその他取り扱いによって録音/録画内 
容が消失するときがあります。当社としては、責任を負いかねます 
ので、万が一に備え、音声電話伝言メモ、テレビ電話伝言メモの内 
容は、メモなどに控えをお取りくださるようお願いします。 

伝言メモを再生する 

ノーマルメニューで [電話機能] ► [伝言 メ 
モ/ 音声 メモ] ► [伝言 メモ ー覧] 

21 メモを選ぶ 

立! [ぃぃぇ] 












公共モード（ドライブモード）を設定する 

公共モード（ドライブモード）を設定すると、電話をかけてきた相手に 
運転中もし<は通話を控える必要のあるような場所にいるだめ、電話 
に出られない旨のガイダンスが流れ、通話を終了します。 

• お客様の FOMA 端末に音声電話やテレビ電話がかかってきても、着 
信音は鳴りません。デイスプレイにストックアイコン [G] / [B] が 
表示され、着信履歴に記憶されます。 

j 待受画面で[クイック設定] ► [公共モード] 

公共モード（ドライプモード）を解除する 
• 待受画面で[クイック設定] ► [公共モード] 


公共モード（電源 OFF ) を設定する 

公共モード(電源 OFF) を設定すると、電源を〇 FF にしている場合の着 
信時に、電話をかけてきた相手に電源を切る必要がある場所にいるだ 
め、電話に出られない旨のガイダンスが流れ、通話を終了します。 

允 待受画面で0 ► 「)(25251」を入力 ► [，] 

公共モード(電源 OFF ) を解除する 
• 待受画面で 1 Z 1 ► 「)(25250」を入力 ► [/•] 


各種ネットワークサービスを利用する 


• FOMA 端末では、次のようなドコモのネツトワークサービスをご利 
用いだだけます。 


サービス名称 

お申し込み 

月額使用料 

留守番電話サ ビヌ 

要 

有料 

電源 OFF • 圏外時着信お知らせ 
サービス 

不要 

無料 

キヤッチホン 

要 

有料 

転送でんわサ ビヌ 

要 

無料 

迷惑電話ヌトップサービヌ 

不要 

無料 

発信者番号通知サービス 

不要 

無料 

番吾通知お願し ''サ ビス 

不要 

無料 

2 in 1 

要 

有料 

公共モード（ドライプモード） 

不要 

無料 

公共モード(電源 OFF ) 

不要 

無料 

デュアルネットフークサービヌ 

要 

有料 

英語ガイダンス 

不要 

無料 

マルチナンバー 

要 

有料 

OFFICEED 

要 

有料 

メ□デイ コール 

要 

有料 


•サービヌエリア外や電波の届かなし\場所ではネットワークサービ 
スはご^]用できません。 

•「0 FFICEED 」 は申し込みが必要なサービスです。ご不明な点はド] 
モの法人向けサイト ( http :// www . docomo . biz / html / service / 
officeed /) をご確認ください。 

• 詳細は『ご利用ガイドプック（ネットワークサービヌ編)』をご覧く 
ださい。 

• お申し込み、お問い合わせについては、取扱説明書裏面の「総合お問 
い合わせ先」までお問い合わせください。 
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留守番電話サービスを設定する 

j ノーマルメニューで [電話機能] ► [留守番電 
話サービス] 

21 [開始] ► [はい] ► [はい] ► 呼出秒数を入力 
► [0 K ] 


キヤツチホンを設定する 

j ノーマルメニューで [電話機能] ► [その他 
ネツトワークサービス] ► [キヤツチホン] 

つ 21 [開始] ►[はい] ► [ 0K ] 

^ 転送でんわ サービスを 設定する 
る ^ ノーマルメニューで[電話機能] ►[その他 
ネツトワークサービス] ► [転送でんわ] 

21 [開始] ► [はい] ► [はい] ► 電話番号を入力 
► [完了] ► [はい] ► 呼出秒数を入力 ► [0 K ] 
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緊急通報 


緊急通報 

電話番号 

警察への通報 

110 

消防•救急への通報 

119 

海上での通報 

118 


• 本 FOMA 端末は、「緊急通報位置通知」に対応しております。 

110番、119番、118番などの緊急通報をかけだ場合、発信場所の情 
報(位置情報)が自動的に警察機関などの緊急通報受理機関に通知 
されます。お客様の発信場所や電波の受信状況により、緊急通報受 
理機関が正確な位置を確認できないことがあります。 

位置情報を通知しだ場合には、画面に通報した緊急通報受理機関 
の名称が表示されます。 

なお、 r 184」を付加してダイヤルするなど、通話ごとに非通知とし 
だ場合は、位置情報と電話番号は通知されませんが、緊急通報受理 
機関が人命の保護などの事由から、必要であると判断した場合は、 
お客様の設定によらず、機関側が位置情報と電話番号を取得する 
ことがあります。まだ、「緊急通報位置通知」の導入地域/導入時期 
については、各緊急通報受理機関の準備状況により異なります。 

• FOMA 端末から110番、119番、118番通報の際は、携帯電話からか 
けていることと、警察•消防機関側から確認などの電話をする場合 
があるため、電話番号を伝え、明確に現在地を伝えて < ださい。 
また、通報は途中で通話が切れないように移動せず通報し、通報後 
はすぐに電源を切らず、10分程度は着信のできる状態にしておい 
てください。 

• かけだ地域により、管轄の消防署•警察署に接続されない場合があ 
ります。 

• FOMA 端末から110番、119番、118番へテレビ電話発信しだ場合は 
切断されます。音声自動再発信を [ON] に設定している場合、自動 
的に音声電話に切り替えて再発信します。 

















海外で利用する 


国際□-ミング (WORLD WING ) とは、日本国内で使用してい 
る FOMA 端末を電話番号やメールアドレスはそのままに、ド 
コモと提携している海外通信事業者のサービスエリアで利用 
いだだけるサービスです。音声電話、 SMS 、 i モードメールは 
設定の変更なくご利用になれます。 

対応エリアについて 

本 FOMA 端末は 3 G ネットワークのサービスエリアでご利用いだだけ 
ます。まだ、 3 G 850 MHz に対応した国•地域でもご利用いただけます。 
ご利用可能エリアをご確認ください。 GSM ネットワーク / GPRS ネッ 
トワークのサービスエリアでは、本 FOMA 端末をご利用いだだけませ 
ん〇 

海外で本 FOMA 端末をご利用いただ < 前に、以下をあわせてご覧 <だ 
さい 0 

■ データ BOX の[マイドキュメント]にプリインストールされている 
「海外ご利用ガイド」 

■ 『ご利用ガイドプック（国際サービス編)』 

■ ドコモの「国際サービス ホー ムページ」 

ご契約について 

• WORLD WING のお申し込み状況をご確認ください。詳細は取扱説 
明書裏面の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせ < ださい。 
料金について 

• 海外でのご利用料金(通話料、バケット通信料)は日本国内とは異な 
ります。 

❿国際□—ミング中に電話がかかってきだときは、日本からの国際転 
送となります。発信者には日本までの通話料がかかり、着信側には 
着信料がかかります。 


お問い合わせについて 

• FOMA 端末やドコモ UIM 力ードを海外で紛失•盗難された場合は、現 
地からドコモへ速やかにご連絡いただき利用中断の手続きをお取 
りください。お問い合わせ先については、取扱説明書裏面の「総合お 
問い合わせ先」をご覧ください。なお、紛失•盗難されたあとに発生 
した通話•通信料もお客様のご負担となりますのでご注意くださ 
い。 


海外で利用できる サービス 


通信サービス 

3 G 

音声電話※1 

〇 

テレビ電話 ％ 1 

〇 

SMS ^ 2 

〇 

i モード、※ 3 

〇 

i モードメール 

〇 

i チヤネル※^※斗 

〇 

i コンシェル※ 5 

〇 

i ウィジェット※ 6 

〇 

パソコンと接続して行うパケット通信 

〇 

GPS の 現在地確認※ 7 

〇 


※1 2 in 1 利用時は B ナンパーでの発信はできません。マルチナンパー 
利用時は付加番号での発信はできません。 

※之宛先が FOMA 端末の場合は、日本国内と同様に相手の電話番号を 
そのまま入力します。 

※3 i モード海外利用設定が必要となります。 

※斗 i チヤネル海外利用設定が必要となります。ベーシックチヤネル 
の情報の自動更新もパケット通信料がかかります（日本国内では 
i チヤネル利用料に含まれます)。 

※已 i コンシェルの海外利用設定が必要となります。インフオメー 
シヨンの受信ごとにパケット通信料がかかります。 
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※6 i ウイジェット海外利用設定が必要となります。 i ウイジェット 
画面を表示すると複数のウイジェットアプリが通信する場合が 
あり、この場合1通信ごとにバケット通信料がかかります。 

※了 GPS 測位は無料です。だだし、位置情報から地図を表示しだ場合 
などはバケット通信料がかかります。 

• 接続する海外通信事業者やネットワークにより利用できないサー 
ビスがあります。 

接続可能な国•地域および海外通信事業者については、『ご利用ガ 
イドブック（国際サービス編)』またはドコモの「国際サービス ホー 
ムページ」をご覧ください。 


滞在国外（日本を含む）に電話をかける 


滞在国から日本または他の国へ電話をかけます。 

^ 待受画面で0 ►「+」（[ 0 / + ] をロングタッ 
チ)、国番号、地域番号(市外局番)、相手先電話 
番号を入力 

• 地域番号(市外局番)が r 〇」で始まる場合は、 r 〇」を除いて入力 
して <ださい(イタリアなど一部の国•地域では、 r 〇」が必要な 
場合があります)。 

(音声電話)/ [テレビ電話] 
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滞在国内に電話をかける 

滞在国で国内電話をかけるときは、日本国内にいるときと同様の操作 
で電話をかけることかできます。 

待受画面で0 ► 電話番号を入力 
2 ] [/*] (音声電話)/[テレビ電話] 


海外にいる WORLD WING 利用者に電話をかける 

海外で WORLD WING 利用中の相手に電話をかけるときは、滞在国内外 
にかかわらず、日本への国際電話として電話をかけます。 

待受画面で「+」（[〇/ + ]をロングタツ 
_チ)、日本の国番号「81」、先頭の r 〇」を除いた 
相手先携帯電話番号を入力 

21 [，](音声電話)/[テレビ電話] 









i モードを契約するだけで、 i モード端末間はもちろん、イン 
夕ーネットを経由して e-mail のやりとりができます0 
テキスト本文に加えて、合計2 M バイト以内のファイル(写真 
や動画ファイルなど）を10個まで添付することができます。 
また、デコメール®にも対応しており、メール本文の文字の色 • 
大きさや背景色を変えられるほか、デ]メ絵文字®も使えて、 
簡単に表現力豊かなメールを送ることができます。 

さ5にメッセージや画像を挿入した Flash 画像のデコメアニ 
メ®にも対応しております。 

❿ i モードメールの詳細については、『ご利用ガイドプック （i モード 
<FOMA> 編)』をご覧ください。 


モー ドメールを 送信する 


D ノーマルメニューで[メール] ► [新規 メール 
^作成] 

TO 欄を選ぶ ►宛先を 入力 
@ SUB 欄を選ぶ ►題名を 入力 
4 : [本文]►本文を入力 
[ 送信 ] 


ル 



i モードメール作成時、本文の色や文字サイブを 
変更しだり、 Flash 画像などの画像を挿入する、背景 
に色を付けるなどの装飾を行うことができます。 


尤 本文入力画面で[メニュー] ► [デコレーション] 
21 装飾する 


パレツト 


字色の変更 


• パレツトやサブメニューから装飾方法を選び、装飾内容を設定 
して本文を入力します。 



フ■レど 1- ぬ 9423 

マウリンク穴龕 f 

今週の土曜日 

鹄 の 

を用意しています 
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デコメアニメ®を作成する 



デコメアニメ®とは、デコメアニメ®テンプレート 
を利用し、メッセージや画像を挿入した Flash 画像 
を使った表現力豊かなメールサービスです。 


ノーマルメニューで[メール] ► [新規 デコメ 
アニメ 作成] ► [編集] 

テンプレートに力ーソルを合わせる ► [決定] 

編集項目を選ぶ 

♦[珍] ►•項目を選ぶ ►編集す る 

♦ ra ] ►編集する 

♦ [#] ► [画像選択] ►画像に 力ーソルを合わせる ► 
[決定] 


4| [編集終了] 
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かんたんデコメを利用する 

メール本文を入力して変換すると、文章から予測して自動的に絵文字 
やデ]メ絵文字®が入力され、文字色、文字サイ X 背景色も変更され 
ます。 

また、変換パターンを変更することで、女性向けや男性向けなど、変換 
候補の表現を変更できます。 

• i Menu 内のサイト [ SH-M 〇 DE ] からダウンロードした変換パター 
ンも利用できます。 

j 本文入力後、メール作成画面で[かんたんデコ 
メ] 

21 候補を選ぶ 

• 変換候補を一時的に保存：[―0寺保存] 

• 保存していだ変換候補に戻す：[読み出し] 

• 変換パターンの変更：[設定] ► [変換パターン] ►変換 パター 
ンを選ぶ 

• 絵文字の入力箇所を変える：[設定] ► [絵文字挿入] ►設定を 
選ぶ 

• 自動的に文字色/文字サイブ/背景色を変える：[設定] ►変 
換項目を選ぶ ►設定を 選ぶ 

• [_]& 選択するだびに設定し S 変換項目に従って変更され 
ます。 








フォントチェンジを利用する 

メール本文を入力して変換すると、フォントを変えることができま 
す。 

❿ i Menu 内のサイト [ SH - MODE ] からダウン□—ドしたフォントも 
利用できます。 

本文入力後、メール作成画面で[メールチェン 
ジ] ►[フ ォントチェンジ] 

2 U はい] 

@ 候補を選ぶ 

• フォントの種類を選ぶ：[フォントリスト] ►フォントを 選ぶ 


受信した i モー ド メールを 見る 


i モードメールを自動的に受信 

21 受信終了後、受信完了画面が表示され、丨モー 
~ドメール着信音が鳴る 

• 受信完了画面で、何も操作しないでそのままにしておくと、約 
15秒後、自動的に受信前の画面に戻ります。 

基[メール]►メールを選ぶ 

• 本文の文末には [- END -] が表示されます。受信可能文字数を超え 
S ときは、 [/] まだは [//] か表示され、超えた部分が自動的に削除 
されます。 


受信/送信/未送信 BOX のメールを見る 

D ノーマルメニューで[メール] 

21 BOX を 選ぶ 
@ メールを 選ぶ 
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i モー ドメールに返信する 

受信メール詳細画面で[サブメニュー] ► 
[返信/転送] 

£1 返信方法を選ぶ 
♦ [返信] 

♦ [参照返信] 

♦[クイック 返信] ►本文を 選ぶ 
♦[デコ メアニメ返信] 

♦[参照 デコメアニメ返信] 

♦[引用 返信] 

つ i メールを 作成•送信 

^ i モー ド メールが 届いているか問い合わせる 

石 圏外、セルフモード中、電源が入っていないときなどに送られてきた 
i モードメールやメッセージ R / F は i モードセンターに保管されて 
います。 i モードセンターに問い合わせて受信できます。 

ノーマルメニューで[メール] ► [メール/ 
メッセージ問合せ] 
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i モー ド メールを 振り分ける 

ユーザフォルダに振分け条件を設定すると、条件に合った i モード 
メールや SMS を自動的に振り分けることができます。 

j フォルダに カーソルを 合わせる ► [サブメ 
&ニュー]►[振分け条件設定] 

21 登録先を選ぶ 

@ 振分け条件を設定 

複数の振分け条件を設定するときは、操作 
2〜3を繰り返す 

亙 [完了] 


メールに フラグを設定する 

メールに力ー ソルを合わせる ► [サブ メ 
+ニュー] ► [保護/フラグ] ► [フラグ ON ]/ 
[フラグ OFF ] 


21 設定方法を選ぶ 










緊急速報「エリアメール」 


気象庁から配信される緊急地震速報などを受信することがで 
きるサービスです。 

• i モードを契約しな<ても、エリアメールの受信ができます。 


エリアメールを受信する 

エリアメ ー ルを自動的に受信 

21 受信すると、専用警報音(ブザー音）またはエ 
リアメ ー ル専用着信音が鳴り、着信ランプが 
点滅 

• エリアメールには、受信完了後に本文が自動表示されるもの 
と、[エリアメールを受信しましだ]と表示されるものがありま 
す0 

• [エリアメールを受信しました]と表示されだときは、約30秒 
経過すると自動的に受信前の画面に戻ります。 


エリア メールの 設定をする 

ノー マルメニューで[メール] ► [メール設定] 
► [緊急速報「エリアメール」設定] 

21 [受信設定] 卜 設定を選ぶ 


SMS を利用する 


携帯電話番号を宛先とする SMS を利用できます。 

SMS を送信する 

立] ノーマルメニューで[メール] ► [新規 SMS 作 
一成] 

2l TO 欄を選ぶ ►宛先を 入力 
^ [本文] ►本文を 入力 
[送信] 

受信した SMS を見る 

jjSMS を自動的に受信 

2] 受信終了後、受信完了画面が表示され、 SMS 
着信音が鳴る 

3] [メール] >SMS を選ぶ 
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FOMA 端末電話帳とドコモ UIM 力ード電話帳の両方を使用で 
ぎます。 


電話帳に登録する 


• 1件の電話帳に登録できる内容は次のとおりです。 

■ FOMA 端末電話帳:メモリ番号、名前、フリガナ、画像•動画、グ 
ループ、電話番号、メールアドレス、誕生日、テキストメモ、郵便番 
号/住所、位置情報、会社名、所属、役職名 、 URL 
■ド]モ UIM 力ード電話帳:名前、フリガナ、グループ、電話番号、 
メールアド'レヌ 

• フリガナは名前を入力すると自動的に入力されます。 


新しい電話番号/メールアドレスなどを登録する 

j ノーマルメニューで [電話機能] ► [電話帳] ► 
[電話帳登録]/ [ UIM 力ード （ FOMA 力ード） 
操作] 

21 各項目を設定 ►[登録] 


リダイヤル/着信履歴から電話帳に登録する 

ノーマルメニューで [電話機能] ► [発着信履 
歴] 卜 [着信履歴]/[リダイヤル] 

21 電話番号に力—ソルを合わせる ► [サブメ 
+ニュー] ► [登録]卜[電話帳新規登録] 

@ 電話帳に登録 


電話帳を修正する 


電話帳リスト画面で名前に力ーソルを合わせ 
+る ► [サブメニュー] ► [編集/設定] ► [編集] 

21 電話帳を修正 ► [登録] 

電話帳に登録 
♦[上書き 登録] 

♦ [新規登録] 


電話帳を削除する 


i \ 電話帳リスト画面で名前にカーソルを合わせ 
る ► [サブメニュー] ► [電話帳削除] 

21 削除方法を選ぶ 












モードサイトを表示する 


i モードでは、 i モード対応 FOMA 端末(以下 i モード端末） 

のデイスプレイを利用して、サイト接続、インターネット接 

続、 i モードメールなどのオンラインサービスをご利用いた 

だけます。 

• i モードはお申し込みが必要な有料サービスです。 

• i モードの詳細については、『ご利用ガイドプック （ i モード 
< FOMA > 編)』をご覧 < ださい。 

i モードのご利用にあたって 

• サイトやインターネット上のホームページの内容は、一般に著作権 
法で保護されています。これらサイトやインターネットホームぺ一 
ジから i モード端末に取り込んだ文章や画像などのデータを、個人 
として楽しむ以外に、著作権者の許可な <一部あるいは全部をその 
まま、または改変して販売、再配布することはできません。 

• 別のドコモ UIM 力ードを差し替えだり、ドコモ UIM 力ードを未挿入 
のまま電源 ON にした場合、機種によってサイトから取り込んだ静 
止画•動画•メロデイやメールで送受信しだ添付ファイル(静止画* 
動画•メロデイなど)、「画面メモ」および「メッセージ R / F 」 などを表 
示•再生できません。 

• ドコモ UIM 力ードにより表示•再生が制限されているファイルを待 
受画面•指定着信音などに設定している場合、別のドコモ UIM 力一 
ドを差し替えたり、 ドコモ UIM 力ー ドを未挿入のまま電源 ON にする 
と、設定内容は初期状態にリセットされます。 


7ルフラウザ 


ノーマルメニューで [i モー 

ド/ web] ► [ i Menu:<X 検索] 


$ 項目を選ぶ 


e 


cr ^ W 




パソコン向けのホームページを表示する 


フルブラウザを利用すると、 i モードに対応していないサイ 
卜をパソコンと同じように FOMA 端末で表示することができ 
ます。 

• 画像を多 < 含むホームページの閲覧、データのダウン□—ドなど、 
データ量の多い通信を行うと通信料金が高額になりますのでご注 
意 < ださい。 

ノーマルメニューで [ i モード/ web] ► 

[フルブラウザホーム] 


-情報量の多いサイトは、正しく表示されない場合があります。 
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ブラウザを切り替える 


i モードのとき 

fj i モードでサイト表示中に[サブメニュー] ► 
- [フルブラウザ] ► [フルブラウザ切替] 

フルブラウザのとき 

フルブラウザでサイト表示中に[サブメ 
ニュー] ► [ i モードブラウザ] ► [ i モードブ 
ラウザ切替] 

• i モードとフルブラウザでは通信料金が異なりますので、切り替 
えるときはご注意ください。 


サイトの見かたと操作 


リンクを選んで画面を移動する 

リンクが設定されている文字列は、通常、青色で表示されます。選択さ 
れているリンクは、反転表示されます。 

• 画像にリンクが設定されていることもあります。選択すると画像が 
実線で囲まれます。 

サイト表示中にリンクを選ぶ 
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前の ページに 戻る/次の ページに 進む 

サイトなどを表示してきた経路を記憶しています。通信を行わず 
[—戻る]/[進お—]をタツチして表示することができます。これを 
「キャッシュ」といいます。 




我が家の* 

が来ました 

[卜戻る] 

— 

A 

* 

[進む—] 

j なたぼつこしています， 




• キャッシュに記憶されたぺージを表示するときは、以前入力しだ文 
字や設定などの情報は表示されません。 

• キャッシュの 情報は、 i モード/フルブラウザを終了するとリセ ツ 
卜されます。 


• i モードからフルブラウザに切り替えだときは、 [<- 戻る]をタツ 
チして i モードで表示していたぺージに戻ることができます。同 
様に、フルブラウザから i モードに切り替えたときでも、[―戻る] 
をタツチしてフルブラウザで表示していたページに戻ることがで 
き■ます。 



















よく見るサイトを登録する 


よく見るサイトやインターネツトホームページの URL を 
Bookmark に登録しておくと、すく'に見たいぺージを表示で 
ぎます。 

サイト表示中に[サブメニュー] ► 
[ Bookmark ] ► [ Bookmark 登録] 

2l [OK] 

g フォルダを選ぶ 
Bookmark からサイトを表示する 

ノーマルメニューで [ i モード/ web ] ► 
[ Bookmark ] 

Bookmark を選ぶ 

• Bookmark — 覧は利用しだ順に表示されます。 

• i モードの Bookmark は i モード接続し、フルブラウザの 
Bookmark はフルブラウザ接続します 0 


サイトの内容を保存する 


お好きなサイトなどの画面を、 FOMA 端末や microSD 力ード 
に画面メモとして保存してお〈ことができます。 

サイト表示中に[サブメニュー] ► [画面メモ] 
► [画面メモ保存] 

2 保存先を選ぶ 卜 [はい] 

• 画面メモが保存されます。 

• ヌクリーンキヤプチヤのみ保存:保存先を選ぶ ► [表示のみ保 
存] 

• ぺージサイズが0バイトのサイトや画面メモ保存不可の指定をし 
ているサイトなど、サイトによっては画面メモに保存できない場 
合があります。 

画面メモを表示する 

d ノーマルメニューで [i モー ド/ web ] ► 

[画面メモ] 

$ 画面メモを選ぶ 

❿画面メモ内のリンクを選んだ場合、 i モードの画面メモでは 
i モード接続し、フルブラウザの画面メモではフルブラウザ接 
続します。 
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ニュースや天気などの情報が i チヤネル対応端末に配信され 
るサービスです。自動的に受信した最新の情報が待受画面に 
テロップとして流れます。また、 i チやネルテロップを選択す 
ることで最新情報がチやネルー覧に表示されます。 
i チヤネルはお申し込みが必要な有料サービスです(お申し 
込みには i モード契約が必要です)。 

また、 i チヤネルにはドコモが提供する「ベーシックチヤネ 
ル」と IP (情報サービス提供者)が提供する「おこのみチヤネ 
ル」の2種類があります。「ベーシックチヤネル」は、配信され 
る情報の自動更新時にバケット通信料はかかりません。お好 
きなチヤネルを登録し利用できる「おこのみチやネル」は、惰 
報の自動更新時に別途バケット通信料がかかります。「ベー 
シックチヤネル」、「おこのみチやネル」共に、詳細情報を閲覧 
する場合は別途バケット通信料がかかりますのでご注意<だ 
さい0 

国際□—ミングサービスご利用の際は、自動更新•詳細情報の 
閲覧共にバケット通信料がかかります。 
i チヤネルの詳細については、『ご利用ガイドプック （ i モー 
ド < FOMA > 編)』をご覧ください。 
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i チャネルを表示する 

D ノーマルメニューで [ i モー 
ド/ web ] ► [ i チャネル] ► 

[ i チャネルー覧] 

チヤネノレを選名く 

❿[ボタン ON ] を選択して、ガイドボタン 
で操作して < ださい。 

i チャネルの表示について設定する 

待受画面に i チャネルテロップを表示するかどうかを設定します。 

ノーマルメニューで [ i モード/ web ] ► 

[ i チャネル] ►[テロ ップ表示設定] 

2 各項目を設定 卜 [登録] 





• FOMA 端末の故障、誤動作、あるいは停電などの外部要因(電池切れ 
を含む）によって、測位(通信)結果の確認などの機会を逸しただめ 
に生じだ損害などの純粋経済損害につきましては、当社は一切その 
責任を負いかねますので、あらかじめご了承 < ださい。 

• FOMA 端末は、航空機、車両、人などの航法装置として使用できませ 
ん。そのため、位置情報を利用して航法を行うことによる損害が発 
生しても、当社は一切その責任を負いかねますので、あらかじめご 
了承ください。 

• 高精度の測量用 GPS としては使用できません。そのだめ、位置の誤 
差による損害が発生しても、当社は一切その責任を負いかねますの 
で、あらかじめご了承 < ださい。 

• GPS は米国国防総省により運營されておりますので、米国の国防上 
の都合により、 GPS の電波の状態がコント□—ル(精度の劣化、電波 
の停止など)されることがあります。 

• 位置提供や現在地通知のご利用にあたっては、情報提供者やドコモ 
のホームページなどのお知らせをご確認 <ださい。まだ、これらの 
機能の利用は有料となる場合があります。 

• FOMA 端末が圏外のときは現在地確認を除き、 GPS 機能をご利用い 
だだけません。 


地図を利用する 

GPS 対応 i アプリを起動して、現在地や指定した場所の地図を見るこ 
とができます。 

H ノーマルメニューで [地図/海外] ► [地図] 

_籲現在地の測位終了後、 GPS 対応 i アプリが起動します。 


GPS 


ナビを利用する 

GPS 対応 i アプリを起動して、ナビゲーシヨンの機能を利用すること 
かできます。 

1 ノーマルメニューで [地図/海外] ► [ナビ] 

現在地を確認する 

現在地を測位して、自分がしヽる場所を確認します。測位した位置情報 
を利用して地!！を表示したり、位置情報を URL 化しメールに貼り付け 
て送信するなどの操作を行うことができます。 

• 現在地確認した際の通信料は無料です。だだし、位置情報から地図 
を表示した場合などは、別途パケット通信料がかかります。 

1 ノーマルメニューで [地図/海外] ► [現在地確 
^認/通知] ► [現在地確認] 


現在地確認中 


現在地確認 | 




蹲"” 


lj $ lSd 9 P 

1 利用」で現在の測位結 
果を使用します 


GPS アブリ ー!！ 

メール貼り付け 

測位レベル： 


電話帳新規登録 

電話帳更新登録 
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オート GPS を利用する 


お客様の居場所に合わせて、天気情報や店舗情報などの周辺 

情報や観光情報をお知らせするサービスなど、さまざまな 

サービスをご利用いただけます。 

• 才一卜 GPS 機能を利用すると、お客様の移動状況に基づき自動的に 
現在地を測位して、サービス提供者に位置情報や歩数計情報を送信 
します(お客様の移動状況に応じて、おおむね5分に1回測位しま 
す)〇 

• 才ート GPS 機能に対応しているサービヌを利用するには、各サービ 
スの才ート GPS 機能対応 i アプリから才ート GPS サービフ情報を 
設定してください。ドコモが提供するサービスでオート GPS 機能を 
利用するには、ド]モ提供サービス設定を[利用する]に設定してく 
ださい。 

• 才一卜 GPS サービスは、ドコモが提供するサービスのほかに5件ま 
で登録できます。 

❿才ート GPS 機能のご利用にあたっては、 GPS サービヌ提供者やドコ 
モのホームぺージなどでのお知らせをご確認 <ださい。また、これ 
らのサービスの利用は有料となる場合があります。 

• 位置情報の送信にはバケツト通信料がかかる場合があります。 

• お客様のご利用状況によっては定期的に通信を行い、 FOMA 端末の 
消費電力が増加しますので、あらかじめご了承 < ださい。 
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オート GPS 機能を設定する 

ノーマルメニューで [地図/海外] ► [地図- 
GPS 設定/履歴] ► [才ート GPS ] 

21 [才ート GPS 動作設定] 卜 設定を選ぶ 


ドコモが提供するサービスを利用する 

ドコモのオート GPS サービヌを利用すると、 FOMA 端末の位置情報を 
ドコモに定期的に自動送信し、 i コンシェルやドコモが提供する各種 
サービスと連動しだサービスを受けることができます。 

• 各種サービスは別途お申し込みや利用設定が必要となります。 

立 ノーマルメニューで[地図/海外] ► [地図 ■ 
GPS 設定/履歴] ► [才ート GPS ] ►[ド コモ 
提供 サービス 設定] 

2] [利用する] ► [ OK ] 






撮影画面の見かたと操作 


撮影画面の見かた 


静止画撮影 


動画撮影 



n フォーカス枠 a マーク表示位置 

0 ブームバー □状態 表示 

a 残り時間 


撮影画面の主なタツチパネル操作 


静止画 

• コント□—ルボタンで次の操作ができます。 


E^| 

カメラギヤラリー※ 


ベストレンジズーム 


jm 


ボタンの表示/非表示 

3 

サイズ選択 


※撮影しだ動画を保存したあとは、ミニプレビューが表示されま 
す。 

• 静止画と同様に明るさ調整/ブーム調整のタツチ操作ができます。 


: d| 

シーン/モード設定変更 

a! 

Size 

サイズ選択 

巧 j 

Mode ■ 

撮影モード切替 

Jl| 

詳細設定 


撮影一時停止 

: I 

Slop ■ 

撮影停止 


喊 

カメラギヤラリー※ 

面 

S ' AVijwMcd ?： 

ボタンの表示/非表示 


フオーカス設定 

if 

Light 

ピクチヤーライト 

1=* 

Rec 

撮影開始 

圓 

撮影開始/再開 


ij 

フォーカス設定 




撮影モード切替 


ピクチヤーライト 


m 


詳細設定 

撮影 



※撮影した静止画を保存しだあとは、ミニプレビューが表示されま 


す0 

• 次のタッチ操作ができます。 


動画 

• コント□—ルボタンで次の操作ができます。 


明るさ調整 

上下にすばやくスライド 

ブーム調整 

左右にすばや<スライド 
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静止画/動画を撮影する 


❿カメラは非常に精密度の高い技術で作られていますが、常時明る< 
見える画素や線、暗 < 見える画素や線もあります。まだ、特に光量が 
少ない場所での撮影では白い線などのノイズが増えますので、ご了 
承 < ださい。 

• カメラのレンズに直射日光が長時間当だると、内部のカラーフイル 
ターが変色して映像が変色することがあります。 

• 太陽やランプなどの強い光源が含まれる撮影環境で被写体を撮影 
しようとすると、画像が暗 < なつだり画像が乱れることがあります 
ので、ご注意ください。 

• 太陽を直接撮影すると、 CCD の性能を損なうときがありますので、 
ご注意 < ださい。 

• 電池残量が少ないときは、撮影した静止画や動画を保存できない場 
合があります。 

静止画を撮影する 

ノーマルメニューで [カメラ/ TV / MUSIC ] 
►[カメラ] ► [静止画 撮影] 

• 静止画撮影を起動すると撮影ランプが点灯します。 

• カメラギヤラリー：[ギヤラリー] 

參動画撮影に切替：[動画] 

• ベストレンジブーム：[ベストレンジ] 

• ブーム調整：圆 /m 

• フォーカヌロック： 0/ IZK 1 秒以上） 

〇(サイ ドボタン） 

• 静止画を撮影します0 

• お買い上げ時は自動保存モードが [ ON ] に設定されているだ 
め、自動的に静止画が保存され、操作が完了します。 
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@0( サイドボタン) 

• 静止画を保存します0 


動画を撮影する 

ノーマルメニューで [カメラ/ TV / MUSIC ] 
►[カメラ]►[動画 撮影] 

• 動画撮影を起動すると撮影ランプが点灯します。 

• カメラギヤラリー：[ギヤラリー] 

• 静止画撮影に切替：[静止画] 

• シーン/モード設定：[シーン/モード] 

• ブーム調整：圆 /m 
• フォーカスロック： 0/0(1 秒以上） 

21〇( サイドボタン） 

• 中央の被写体に自動的にピントを合わせて撮影します。 

• 撮影一時停止/再開：[一時停止]/[再開] 

@ 撮影を止めるときは0(サイドボタン） 

❿お買い上げ時は自動保存モードが [ ON ] に設定されているだ 
め、自動的に動画が保存され、操作が完了します。 

[保存] 






撮影した静止画/動画を見る 


撮影した静止画を見る 

ノーマルメニューで[デー タ BOX ] ► [マイピ 
クチャ] 

21 [カメラ]フォルダ ► 静止画を選ぶ 

• 待受画面などに設定:静止画に力ーソルを合わせる ► [サブメ 
ニュー] ► [画面設定] ►項目を 選ぶ 

撮影した動画を見る 

ノーマルメニューで[データ BOX ] ► [ i モー 
シヨン ■ムービー] 

^ [カメラ]フォルダ ► 動画を選ぶ 

• 待受画面などに設定:動画に力ーソルを合わせる ► [サブメ 
ニュー] ► [音■映像設定] ►項目を 選ぶ 



光量の足りない場所でも、明る <、ぶれの少ない写真が撮影できます。 

静止画撮影画面で[メニュー] ► [詳細設定] ► 
[撮影メニュー] ► [ ISO 感度] 

21 設定を選ぶ 


シーン別撮影 

自然な色合いやピントで撮影できるよ〇、撮影環境や被写体に応じ S 
撮影モードを設定できます。 

撮影画面で[メニュー] ► [詳細設定] ► [撮影 
メニュー] ► [シーン別撮影] 

モ- ドを選ぶ 

❿設定できるモードは次のとおりです。 

■ 自動認識: 被写体に合わせて自動的に[標準]/ [人物]/ 
[夜景]/ [夜景+人物]/ [風景]/ [料理]/ [文字]のいずれ 
かのモードに切り替えます。撮影環境や被写体によっては 
正しいモードにならない場合があります。 

■ 標準: 標準的な設定で撮影します。 

■ 人物: 人物の撮影に適しています。 

■ 夜景: 夜景の撮影に適しています。 

■ 夜景+人物: 夜景を背景にしだ人物の撮影に適しています。 
■ 風景: 風景の撮影に適しています。 

■ ヌポー ツ:動<被写体の撮影に適しています。 

■ 料理: 料理の撮影に適しています。 

■ 文字： 白い背景の文字の撮影に適しています。 

■ 逆光: 逆光での撮影に適しています。 

フォーカス設定 

?皮写体に合わせて、 AF (才ートフオーカス）モードの切り替えかできま 
す。 

撮影画面で [メニュー] ► [[ af ]] 

項目を選ぶ 
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顔登録 

顔の画像を撮影して顔情報として登録し ft り、登録した顔情報名と 
フォーカスマークを静止画撮影画面で表示し撮影できます。 

静止画撮影画面で[メニュー] ► [詳細設定] ► 
[顔登録] 

[新規登録] 

顔を検出する 卜0( サイドボタン） 

• 顔が検出されるとガイド枠が赤色になります。 

各項目を設定 
d [完了] 卜 [はい] 

• 登録しだ顔情報名は分類登録[アルバム]内で表示される項目にな 
り、データ検索から画像を検索することができます。 

ェフェクトカメラ 

撮影する静止画や動画にエフェクトを設定し、色合いやタッチを変え 
て撮影できます。 

❿静止画撮影の場合、撮影サイブが「3 M :1536 X 2048丄「フル HD : 
1080 X 1 920丄「待受: 480 X 854丄 「 VGA : 480 X 640丄 「QVG A : 

240 X 3201 T QCIF ： 176 X 1 44」のときにエフェクト撮影できます。 
• 動画撮影の場合、次の設定のときにエフェクト撮影できます。 

■ 撮影サイズ: rQVGA ： 320 X 240丄 「 QCIF :176 X 144」 

■ B 央像•音声切替：[映像+音声]、[映像のみ] 

■ 共通再生モード： [ OFF ] 

■ シーン別撮影：[標準] 

■ 顔認識フ ォーカス： [ OFF ] 

■ チェイスフォーカス： [ OFF ] 
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ノーマルメニューで[カメラ/ TV / MUSIC ] 

► [カメラ] ► [アレンジカメラ] ► [エフ ェク 
トカメラ] ► [エフ ェク ト] 

• 撮影画面で[メニュ ー] ► [詳細設定] ► [撮影メニュー] ► 
[エフェクト撮影]でも操作できます。 

21 ェフェクトの種類を選ぶ 

❿設定できるエフェクトの種類は次のとおりです。 

■ 〇 FF : エフェクトを解除します。 

■ ミニチュア※ 1 : 実際の風景をミニチュア模型で再現したか 
のよラに表現できます。 

■ 魚 眼: 魚眼レンズでの効果を表現できます。 

■ モノクロ： モノトーンで濃淡を表現できます。 

■ セピア： セピア色で濃淡を表現できます。 

■ きらきら： 光輝部をさらに輝かせる効果を表現できます。 

■ 色 えんぴつ: 色つきの線画で表現できます。 

■ 円ソフトフレーム ％ 1 :画面の周りにぼかしの効果を付ける 
ことができます。 

■ 残像 :動きの残像を表現できます。 

■ 波紋: 波紋効果を付けることができます。 

■ 万華鏡※ 1 、 万華鏡 (太)※ 2 、 万華鏡 W 〇※ 2 :万華鏡の効果を 
表現できます。 

※1動画撮影では設定できません。 

※之動画撮影のみ設定できます。 

(サイドボタン） 

• 撮影します0 




連写カメラ 

連続撮影をし ft り、連続撮影した静止画からお好みの写真を選んで保 
存できます。 

ノーマルメニューで [カメラ/ TV / MUSIC ] 
►[カメラ] ► [連写カメラ] 

21 設定を選ぶ 

• 設定できる項目は次のとおりです。 

■ 〇 FFX : 連続撮影を利用しません。 

■ 通常(〇 N )/ ON ※：自動的に静止画を連続して撮影できま 
す。 

■ オススメフォト： 連続撮影しだ写真から選定モードで設定 
しだモードをもとに自動で1枚選択して表示します。 

■ ブラケット： 明るさの異なる3枚の静止画を連続して撮影 
できます。 

■ ベストセレクト フォト： シャッター操作をする直前から連 
続して撮影できます。 

■ ストロボフォト ：約0.13秒間隔で連続して撮影し、それらを 
合成した1枚の画像を作成できます。 

■ マニュアル： 自分の シャッ ター操作で静止画を連続して撮 
影できます。 

※サブメニューから操作しだときのみ設定できます。 


@0( サイドボタン） 

• 1枚目が撮影され、以降自動的に撮影されます。 

• マニュアル撮影のときは、連続撮影最大枚数まで〇(サイドボ 
タン）を押します。 

• お買い上げ時は自動保存モードが [ ON ] に設定されているだ 
め、自動的に全件保存されます。 

• [オスヌメフオト]の場合は、自動保存モードを設定できませ 
ん〇 

g 画像を保存する 

通常 ( ON ) / ON / プラケ ッ ト/ベストセレクトフオト/マニュ 
アルの場合 

參画像を保存:画像を選ぶ ► 0(サイドボタン） 

オヌスメフオトの場合 

• 表示された画像のみ保存:0(サイドボタン） 

• 選定モードを変更：[選定モード] ► モードを選ぶ 
スト□ボフオトの場合 

參表示された画像のみ保存:0(サイドボタン） 
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ワンセク 


ワンセダのご利用にあたつつ 


フンセグは、テレビ放送事業者(放送局)などにより提供され 
るサービスです。映像、音声の受信には通信料がかかりませ 
ん。なお、 NHK の受信料については、 NHK にお問い合わせくだ 
さし、 0 

※「データ放送サイト」 ri モードサイト」などを閲覧する場合は、パ 
ケット通信料がかかります。 

サイトによっては、ご利用になるために情報料が必要なもの 
( i モード有料サイト）があります。 

※「フンセグ」サービスの詳細については、下記のホームぺージなどで 
ご確認 < ださい。 

社団法人デジタル放送推進協会 
パソコンから http :// www . dpa . or . jp / 

I モードから http :// www . dpa . or . jp / 1 seg / k / 

放送波について 

ワンセグは、放送サービスの1つであり、 FOMA サービスとは異なる電 
波(放送波）を受信しています。 

次のような場所では、受信状態が悪 < なったり、受信できな < なっだ 
りする場合があります。 

■ 放送波が送信される電波塔から離れている場所 

■ 山間部やビルの陰など 

■ トンネル、地下、建物内の奥まった場所など 

受信状態を良くするだめには、ワンセグアンテナを十分伸ばしてくだ 

さしヽ。また、アンテナの向きを変えたり、 R 3 MA 端末を体から離したり 

近づけたり、場所を移動することで受信状態が良<なることがありま 

す。 


電池残量について 

電池残量が少ないときに録画を開始した場合、または録画中に電池残 
量が少な <なった場合は、録画ができない旨のメッセージが表示さ 
れ、録画が終了します。 

• しばら<の間何も操作しないと、自動的にワンセグが終了します。 

はじめてワンセグを利用する場合の画面表示 

お買い上げ後、はじめてワンセグを利用する場合、免責事項の確認画 
面が表示されます。 

表示される内容を確認して [0 K ] を選択してくださしヽ。以後、同様の確 
認画面は表爪されません。 

ワンセダをご利用になる前に 

• 充電しながらワンセグの視聴を長時間行うと、電池パックの寿命が 
短 <なることがあります。 

• FOMA 端末の故障 • 修理やその他取り扱いによって、保存内容が消 
失•変化しても、当社としては責任を負いかねますので、あらかじめ 
ご了承 < ださい。 

なお、 FOMA 端末を機種変更や故障修理する際に、端末内に保存し 
た情報(ワンセグから録画したビデオや静止画、テレビリンク、放送 
用保存領域に保存された情報など)は移し替えできません。 
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ンネルを設定する 


ワンセグを利用するには、あらかじめチヤンネル設定を行い、 
チヤンネルリストを1つ選択してお<必要があります。 

• 自動チヤンネル設定は、地上デジタルテレビ放送サービスのエリア 
内でワンセグアンテナを十分伸ばしてから行ってください。 

ノーマルメニューで[カメラ/ TV / MUSIC ] 

► [ワンセグ] ► [チャンネルリスト] 

• 確認画面が表示されたとき：[はい] ►操作 3へ 

[サブメニュー] ► [新規作成] 

登録方法を選ぶ 

♦[プリ セットから設定] 

• あらかじめ用意されている各地域の放送局の情報から、ご利 
用になる都道府県/地区を選んでチヤンネルリストに登録 
します。 

♦[自動 チャンネル設定] ► [はい] 

• 自動的に放送局を検索してチヤンネルリストに登録します。 
• 地域を選択しないとき：[いいえ] ►操作 6へ 

< 地域を選ぶ 

都道府県/地区を選ぶ 
@ [はぃ] 


ワンセダを見る 


ノーマルメニューで[カメラ/ TV / MUSIC ] 

► [ワンセグ] ► [ワンセグ視聴] 

• S ュ-卜/解除: 13 
• マルチアシスタント起動: ( ZK 1 秒以上） 

❿ワンセグの終了：度] ► [はい] 

❿ビデオ録画： [©/ 録画]をロングタッチ 
• 録画停止：[録画停止] 

• 静止画録画：[间/録画] 

• 画面表示の切替：[画面切替] 

嫌番組表 i アプリ起動：[番組表] 

• 簡易番組表起動：[番組表]をロングタッチ 
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視聴画面の見かたと操作 


ワンセグ視聴画面の見かた 



I 


□映像 
B データ 放送 
0 放送局•番組名 


0 字幕 

H チヤンネル番呈 
0 マーク表示位置 
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ワンセグ視聴画面の主なタツチパネル操作 


• コント□—ルボタンで次の操作ができます。 


IHI 

静止画録画※ 1 

國 

録画停止 

1:1 

字幕設定 ON/OFF 

m \ 

画面表示の切替 


ワンタッチ選局 

LIJJI 

KSE1SS3® 

番組表 i アプリ起動％ 3 


※1ロングタッチすると、ビデオ録画を開始します。 

※之ロングタッチすると、チヤンネルビユーを表示します。 
※ヨロングタッチすると、簡易番組表を起動します。 

• 映像領域で次のタッチ操作ができます。 


音量バーを表示 

タツチ/上下にすばや<スライド 

UP / D 〇 WN 選局 

左右にすばや<スライド 


• データ放送領域で次のタッチ操作ができます。 


画面を上下にスク 
□-ル 

上下にスライド 

前ページに戻る/ 

次ページに進む※ 

左右にヌライド 

画面の一部を拡大/ 
縮小 

2本の指の間隔を広げる/狭める 


※データ放送サイト表示中に操作できます。 



























ワンセダの視聴や録画を予約する 


ノーマルメニューで[カメラ/ TV / MUSIC ] 
►[ワ ンセグ ] ► [予約/予約リスト] 

[サブメニュー] ► [新規予約] ► [視聴予約]/ 
[録画予約] 

各項目を設定 ►[登録] ► [登録] 

參[録画予約]の場合、電波状況などによっては録画が正常に行わ 
れなし〗可能性がある旨の確認画面が表示されます。 


録画したビデオを再生する 


ノーマルメニューで[デー タ BOX ] ► [ワンセク''] 
[ビデオ]フォルダ ► ビデオを選ぶ 
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音楽 データの 取り扱い について 

• 本書ではミユ ージックプレーや一 で再生する着うだフル®と WMA 
(Windows Media® Audio) ファイルを合わせて「音楽データ」と記載 
しています。 

• 「着うだフル」は株式会社ソ ニー •ミ ユー ジックエンタテインメン 
卜の登録商標です。 

• FOMA 端末では、著作権保護技術で保護されだ WMA ファイルや着 
うだフル®を再生できます。 

•インターネット上のホームぺージなどから音楽データをダウン 
口ードする際には、あらかじめ利用条件(許諾、禁止行為など)をよ 
<ご確認の上、ご利用 < ださい。 

• 著作権保護技術で保護された WMA ファイルは、 FOMA 端末固有の 
情報を利用して再生しています。故障や修理、機種変更などで 
FOMA 端末固有の情報が変更されだ場合、変更前に保存した WMA 
ファイルは再生できなくなることがあります。 

• CCCD (コピーコントロール CD) の取り扱いや、音楽データを WMA 
ファイルとして保存できない場合については、当社としては責任を 
負いかねますので、あらかじめご了承 < ださい。 

• FOMA 端末や microSD 力ード内に保存した音楽データは、個人使用 
の範囲内でのみ使用することができます。ご利用にあだっては、著 
作権などの第三者の知的財産権その他の権利を侵害しないよう十 
分ご配慮ください。また、 FOMA 端末や microSD 力ード内に保存した 
音楽データは、バソコンなど他の媒体に複製まだは移動しないで< 
ださい。 
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Music&Video チヤネルについて 


Music&Video チヤネルとは、事前にお好みの音楽番組などを 

設定するだけで、夜間に最大1時間程度の番組が自動配信さ 

れるサービスです。 

• N / lusic&Video チヤネルはお申し込みが必要な有料サービスです(お 
申し込みには i モード契約および i モードパケット定額サービス 
のご契約が必要です)。 

• Music&Video チヤネルのサービス利用料のほかに、番組によって別 
途情報料がかかる場合があります。 

• Music&Video チヤネルにご契約いただいたあと、 Music&Video チヤ 
ネル非対応の FOMA 端末にドコモ UIM 力ードを差し替えだ場合、 
K / lusic&Video チヤネルはご利用いただけません。ただし、 
Music&Video チヤネルを解約されない限りサービス利用料がかか 
りますのでご注意 < ださい。 

• 国際口ーミング中は番組設定や取得は行えません※。海外へお出か 
けの際は、事前に番組の配信を停止して <ださい。まだ、帰国された 
際は、番組の配信を再開して < ださい。 

※国際口ーミング中に番組設定や取得を行おうとした場合、 i モー 
ド接続を行うためパケット通信料がかかりますのでご注意くだ 
さし、 0 

• i モードまたは Music&Video チヤネルの解約やマイメニユー登録 
の削除を行うと、配信番組フォルダ内の番組データが削除されるこ 
とがあります。 

• Music&Video チヤネルの詳細については、『ご利用ガイドプック 
( i モード < F 0 MA > 編)』をご覧ください。 





番組を設定する 


ノーマルメニューで[カメラ/ TV / MUSIC ] 

► [ Music & Video チヤネル] ► [番組設定] 

21 画面の指示に従って番組を設定 

• 番組配信の12時間前になると、待受画面に [晒)] が表示されま 
す0 

番組の取得は夜間に自動的に 行われます。 取得に成功すると、 
[睏] が表示され ます。 取得に失敗した場合は、 [§1] が表示され 
ます。 この場合は、手動で取得して < ださい。 


番組を再生する 


ノーマルメニューで[カメラ/ TV / MUSIC ] 
► [ Music & Video チヤネル] 

番組を選ぶ 


ミュージックプレーヤー画面の見かた 
と操作 


ミュージックプレーヤー画面の見かた 





D ジゃケット画像 
B アーティスト名 
0 再生状態 
H うた文字エリア 
@ 音量 


0 タイトル名 
E ! スライダ 
0 マーク 表示位置 
0 再生時間/総再生時間 
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ミュージックプレーヤー画面の主なタツチパネ 
ル操作 


た 

の 
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• コント□—ルボタンで次の操作ができます。 



前の曲に戻す(頭出し:^ 1 

I»j 

一時停止/再生※ 2 

■基 

次の曲を再生※ 1 

El 

停止 


フォルダー覧画面を表 
示 

n 

再生対象の音楽データ 
一覧画面を表示 


画像/歌詞の保存 5 * 3 


次の画像/歌詞を表示 

※巳※斗 


※1ロングタッチすると、早戻し/早送りになります。 

※之ロングタッチすると、クイックプレイリストに登録できます。 
※3画像/歌詞を表示中に表示されます。 

※斗画像/歌詞が複数ある場合に表示されます。 

• 次のタッチ操作ができます。 


音量調節 

上下にすばや < C スライド 

卜/解除 

音量アイコンをタッチ 

次の曲を再生/前の曲に戻す 
(頭出し) 

左右にすばや<スライド 

次/前の画像/歌詞を表示％ 

左右にすばやくスライド 


※画像/歌詞が複数ある場合、画像/歌詞を表示中に操作できま 
す。 


• 前の曲に戻す(頭出し)の操作を行つだ場合、再生経過時間が約2 
秒未満のときは前の曲に戻り、約2秒以上のときは頭出しになり 
ます。 


72 


着うたフノレ®をダウンロー ドする 


サイトから着ろたフル®をダウン□—ドして保存できます。 

• 5 M パイトまでの着うだフル®をダウン□ー ドできます。 

サイト表示中に着うたフル®を選ぶ 
[保存] 卜 保存先を選ぶ 


音楽データを再生する 


ノーマルメニューで[デー タ BOX ] ► [ミュー 
ジック] 

音楽 データを 選ぶ 

❿ミュート/解除: [ Z ] 

❿ミュージックプレーヤーの終了：[はい] 



























アプリ/ 


アプリを起動する 


r i アプリ」とは、 i モード対応携帯電話用のソフトです。 
i モードサイトからさまざまなソフトをダウン□—ドすれ 
ば、自動的に株価や天気情報などを更新させたり、ネットフー 
クに接続していない状態でもゲームを楽しんだり、 FOMA 端 
末をより便利にご利用いただけます。 

• 海外でご利用の場合は、国内でのバケット通信料と異なります。 

• I アプリの詳細については、『ご利用ガイドプック （ i モード 
< FOMA > 編)』をご覧ください。 

• お買い上げ時に登録されているソフトを削除後 
にもう一度ご利用になるときは、 i Menu 内のサ 
イト [ SH - MODE ] からダウン□—ドできます。 

[i Menu ] ► [メニューリスト] ► [ケータイ電話 
メーカー] ► [ SH - MODE ] 

• ダウン□—ドには別途パケット通信料がかかり 
ます。 

ノーマルメニューで [ i アプリ] ► [ソフ I 
覧] 

起動するソフトを選ぶ 



サイト接続用 


ットアプリを起動する 


i ウイジェットとは電卓•時計や、メモ帳、株価情報など頻繁 
に利用する任意のコンテンツおよびツール（ウイジェットア 
プリ）を簡単にアクセスすることができる便利な機能です。 

ウイジェットアプリはサイトからダウン□—ドすることによ 
り、追加することが可能です。 

i ウイジェット画面に貼り付けると、次回すぐに利用できま 
す0 

• i ウイジェット画面を表示すると、複数のウイジェットアプリが通 
信することがあります。 

• 詳細情報を閲覧する場合は別途バケット通信料がかかります。 

• i ウイジェットの詳細については、『ご利用ガイドプック （ i モード 
< FOMA > 編)』をご覧ください。 

待受画面で [ i ウイジ x ット] 

• i ウイジェット画面が表示されます0 

ウイジェットアプリを選ぶ 
J [戻る] 

• i ウイジェット画面にウイジェットアプリが貼り付けられま 
す。 

• ウイジェットアプリを終了：[アプリ終了] ► [ YES ] 
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i モーシ E 

サイトから i モーションを取得して再 
生する 


i モーションとは、映像や音声、音楽のデータです。 i モー 
ション対応サイトなどから、 FOMA 端末に取得し、再生するこ 
とができます。 

• 再生できる i モーシヨンは次のとおりです。 


タイプ 

説明 

標準タイプ(保存可” 

データを取得してから再生します。 

データを取得しながら再生します。 

ストリーミングタイプ 
(保存不可） 

データを取得しながら再生します。 


※丨モーションによっては、標準タイプでも保存できないものがあ 
ります。 

• 保存しだ i モーションは、 i モーションプレーや一で再生できま 
す。 

サイト表示中に i モーションを選ぶ 

• i モーションを保存： i モーションの再生/—時停止中に 
[サブメニュー] ► [保存] ►フ ォルダに力ーソルを合わせる ► 
[確定] 

• i モーションの再生が終了しだとき：[保存] ►フォルダに 
力ーソルを合わせる ► [確定] 
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サイトからムービーを取得して再生する 


インターネット上のボータル系サイトや動画専門サイトなど 
で提供されている動画(ムービー）は、 FOMA 端末のインター 
ネットムービープ レー や一で再生できます。 

• インター ネットムービープレ ー や一は Windows Media Video、 
Windows Media Audio の再生に対応しています。 

• フルブラウザでの容量制限のないストリーミングタイプのムー 
ビーなど、送受信データが大きい場合はパケット通信料が高額にな 
りますので、ご注意 < ださい。 

• 再生できるムービーは次のとおりです。 


タイプ 

配信方式 

説明 

ストリ ーS ング 
タイプ 

ライプ配信 

ムービーがリアルタイムで配信さ 
れます。 

オンデマン 
ド配信 

あらかじめサーバ上に用意された 
ムービーが配信されます。 


サイト表示中にムービーを選ぶ ► [はい] 

❿ microSD 力ードのインポートフオルダのムービーを再生：ノー 
マルメニユーで[便利ツール] ► [microSD] ► [インポート] ► 

[i モーション•ムービー] ►ムー ビーを選ぶ 
















おサイフ 


おサイフケータイ/トルカについて 


おサイフケータイは、丨 C 力ードが搭載されておりお店など 
の読み取り機に FOMA 端末をかざすだけで、お支払いやクー 
ボン券、スタンプラリーなどがご利用いただける機能です。 

さ5に、読み取り機に FOMA 端末をかざしてサイトやホーム 
ページにアクセスしたり、通信を利用して最新のクーポン券 
の入手、電子マネーの入金や利用状況の確認などができます。 
また、安心してご利用いただけるよ〇、セキュリティも充実し 
ています。 

トルカとはおサイフケータイで取得できる電子力ードで、チ 
ラシやレストランカード、クーボン券などの用途で便利にご 
利用いただけます。 

• FOMA 端末の故障により、 I C 力ード内データ（電子マネー、ポイン 
卜など含む)が消失•変化してしまう場合があります(修理時など、 
FOMA 端末をお預かりする場合は、データが残っだ状態でお預かり 
することができませんので、原則データをお客様自身で消去してい 
ただきます)。データの再発行や復元、一時的なお預かりや移し替え 
などのサポートは 、 i C お引っこしサービスによる移し替えを除 
き、おサイフケータイ対応サービヌ提供者にご確認ください。重要 
なデータについては必ずバックアップサービスのあるサービヌを 
ご利用 < ださい。 

籲故障、機種変更など、いかなる場合であっても、丨 C 力ード内のデー 
夕の消失•変化、その他おサイフケータイ対応サービヌに関して生 
じだ損害について、当社としては責任を負いかねます。 

• FOMA 端末の盗難、紛失時は、すぐにご利用のおサイフケータイ対 
応サービヌの提供者に対応方法をお問い合わせください。 


読み取り機にかざす 


FOMA 端末の;^マークを読み取り機にかざして、電子マネーや乗車券 
として利用したり、トルカを取得したりできます。 

• 読み取り機にかざすときは、次のことに注意して < ださい。 

■ FOMA 端末を読み取り機にぶつけない 

■ マークと読み取り機を平行にかざす 

国；！)マークはできるだけ読み取り機の中心位置にかざす 
■ 読み取り機に認識されないときは、；3マークを前後左右にずら 
してかざす 

■ マーク面に金属物などを付けない 
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r i コンシェル」とは、執事やコンシェルジュのように、お客様 
の生活をサボートするサービフです。お客様のさまざまな 
データをお預かりし、メモやスケジュールの内容、生活エリア 
やお客様の居場所、趣味嗜好にあわせた情報を適切なタイミ 
ングでお届けします。 i コンシェルの情報は、待受画面上でマ 
チキャラ(待受画面上のキャラクタ）がお知らせします。 

❿ i コンシェルはお申し込みが必要な有料サービスです(お申し込み 
には i モードの契約が必要です)。 

• ケータイデータお預かりサービヌのご契約をされていないお客様 
が、 i コンシェルを新たにご契約になる場合、同時にケータイデ_ 
夕お預かりサービスにもご契約いただいだことになります。 

• コンテンツ（インフオメーシヨン、 i ヌケジユールなど）によって 
は、 i コンシェルの月額使用料のほかに、別途情報料がかかる場合 
があります。 

籲インフオメーシヨンの受信には一部を除いて別途ノ \°ケット通信料 
がかかります。 

• 詳細情報のご利用には別途バケット通信料がかかります。 

籲国際□—ミングサービスご利用の際は、受信 • 詳細情報の閲覧共に 
パケット通信料がかかります。また、海外でご利用の場合は、国内で 
のバケット通信料と異なります。 

• i コンシェルを海外でご利用になる場合は海外利用設定が必要と 
なります。 

• i スケジュール•メモ•トルカ•電話帳の自動更新時には別途バケッ 
卜通信料がかかります。 

• i コンシェルの詳細については、『ご禾翻ガイドプック （ i モードく 
FOMA > 編)』をご覧く:ださい。 
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ル 


ポップアップメッセージが表示されたときは 


インフォメーションを受信したり、今日の予定通知設定時刻、スケ 
ジュールアラーム設定時刻になると、待受画面にポップアップメッ 
セージを表示してお知らせします。 


j 待受画面にポップアップ 
メ ッセージ 表示 

盞ポ ップアップメッセージを 

'BB V 、、 

培，:)、 



「ひつじのしつじくん®」 
©NTT DOCOMO 


i コンシェル画面を表示する 

H ノーマルメニューで [i コン シェル] 
21 機能アイコンを選ぶ 









便利て 


スケジュールを利用する 


• 日付と件名は必ず設定して<ださい0 
ノーマルの場合 


d ノーマルメニューで[便利ツール] ► [スケ 
ジュール] ► [サブメニュー] ► [新規作成] 


21 各項目を設定 ►[登録] 


アラームを利用する 


ノーマルメ ニューで [便利ツール] ►[アラー 
厶] 


I 闵■館の休 SB は毎遇月明日 


• ••ア 


2 ] 登録先を選ぶ 
g 各項目を設定 ►[登録] 

參項目の切替:タブを選ぶ 


ードリーダーを利用する 


ノーマルメ ニューで[カメラ/ TV / MUSIC ] 

► [カメラ] ► [読取りカメラ] ► [バーコード 
リーダー] 

0 ディスプレイの中央に読み取るバーコードを 
表示 ►()(， 〆 ドボタン） 

❿バーコード ( JAN コード、 QR コード）の真正面からカメラまで 
を1 0 cm 以上離して、パー]-ドや FOMA 端末をできるだけ固 
定すると認識されやす<なります。 

g 読み取り結果を利用する 


Bluetooth 機能 


FOMA 端末と Bluetooth 機器をワイやレスで接続できます。 

• すべての Bluetooth 機器とのワイやレス通信を保証するものではあ 
りません。 

• Bluetooth 機器が発信する電波は、電子医療機器などの動作に影響 
を与える可能性があります。場合によっては事故を発生させる原因 
になりますので、次の場所では FOMA 端末の電源および周囲の 
Bluetooth 機器の電源を切ってください。 

■電車内 ■ 航空機内 ■ 病院内 

■ 自動ドアや火災報知機から近い場所 
■ ガソリンスタンドなど引火性ガヌの発生する場所 
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Bluetooth 機器を FOMA 端末に登録する 


❿ Bluetooth 機器の登録には、 Bluetooth パスキーの入力が必要になり 
ます。登録を始める前にお好きな4〜16桁の数字を決めておき、 
FOM A 端末 • 相手の Bluetooth 機器で同じ数字を入力します。 

* あらかじめ相手の auetooth 機器を登録待機状態にしておいて<だ 
さい 0 

jj ノーマルメニューで [便利 ツール] ► 
[ Bluetooth ] ► [機器リスト■接続■切断] 

• 登録済みの機器があるときは、機器リスト画面が表示されま 
す。[サーチ]を選択して操作3に進みます。 


上 

U 

便 

利 

に 



21 [はい] 

ぶ 登録する Bluetooth 機器に力ーソルを合わせ 
る ► [サブメニュー] ► [機器登録] 

^ Bluetooth パスキーを入力 

• 相手の Bluetooth 機器によっては、 Bluetooth パスキーの入力が不 
要な場合もあります。 

Bluetooth 機器と接続する 

_,fj ノーマルメニューで [便利 ツール] ► 

一 [ Bluetooth ] ► [機器リスト■接続■切断] 

21 接続する Bluetooth 機器を選ぶ 
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登録待機/接続待機にする 

待受画面で、他の Bluetooth 機器からの登録要求/接続要求を受けられ 
る状態にします。 

il ノー マルメニューで[便利ツール] ► 
[ Bluetooth ] ► [接続待機] 

• 待機状態を解除する場合は、 Bluetooth 電源を OFF にしてくだ 
さい。 


FOMA 端末の Bluetooth 電源を ON/OFF にする 

• Bluetooth 電源を〇 FF にすると、接続中まだは接続待機中のすべての 
サービヌが停止します。 Bluetooth 電源を〇 N にすると、前回接続ま 
だは接続待機にしていたサービスや、登録機器のラち接続しだこと 
のあるサービヌが接続待機になります。 

ノー マルメニューで[便利ツール] ► 
[ Bluetooth ] ► [Bluetooth 電源オン]/ 
[Bluetooth 電源オフ] ► [はい] 











microSD カードを利用する 


FOMA 端末内の電話帳やメ ール、 Bookmark などのデータを 
microSD 力ードに保存したり、 microSD 力ード内のデータを 
FOMA 端末に取り込むことができます。 
microSD 力ードをご利用になるには、別途 microSD 力ードが 
必要となります。 

microSD 力ードおよび microSD 力ードアダプタをお持ちでな 
い場合は、家電量販店などでお買い求めいただけます。 

• SH-05C では市販の 2 G バイトまでの microSD 力ード、 16G バイトま 
での microSDHC 力ードに対応しています (201 1 年 1 月現在)。 
microSD 力ードの製造メーカや容量など、最新の動作確認情報につ 
し\ては次のサイトをご覧ください。また、揭載されている microSD 
力ード以外については、動作しない場合がありますのでご注意くだ 
さい。 

■ i モードから [SH-M0DE] (201 1 年 1 月現在） 

[i Menu] ► [メニユー リスト] ► [ケー タイ電話 メーカー ] ► 
[SH-M0DE] 

■ パソコンから 

http://k-tai.sharp.co.jp/support/d/sh-05c/ 

なお、掲載されている情報は動作確認の結果であり、すべての動作 
を保証するものではありませんので、あらかじめご了承ください。 

• FOMA 端末の電源を入れたままの状態で microSD 力ードを取り付け 
たり、取り外しだりしないでください。データが壊れだり、正常に動 
作しなくなることがあります。 


>管理 


> FOMA 端末に microSD 力ードを挿入した直後や、 microSD 力ード内 
のデータ編篥中に、 microSD 力ードを取り外したり、電源を切らな 
いでください。データが壊れたり、正常に動作しな < なることがあ 
ります。 

' 初期化されていない microSD 力ードを使うときは、 FOMA 端末で初 
期化する必要があります。パソコンなどで初期化しだ microSD 力一 
ドは、 FOMA 端末では正常に使用できないことがあります。 

' 他の FOMA 端末やパソコンなどで初期化した microSD 力ードを使う 
ときは、表示されるフォルダ名が異なることがあります。 

'microSD 力ードの種類によっては、著作権保護機能に対応していな 
いため、初期化できないことがあります。その microSD 力ードは 
FOMA サボート対象となっていないため、データの保存やコピーな 
どの保証はいだしかねます。 

' 他の FOMA 端末やパソコンなどで使用していた microSD 力ードを挿 
入しだときは、使用できないことがあります。 

'microSD 力ードに保存されだデータはバックアップをとるなどし 
て別に保管してくださるようお願いします。万が一、保存された 
データが消失まだは変化しても、当社としては責任を負いかねます 
ので、あらかじめご了承 < ださい。 
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microSD カードを取り付ける/取り外す 

jjmicroSD カードの金属端子面を下に向けて 
ゆっくりと挿入する 

• 「カチッ」と音がするまで、ゆっくり指で押し込んでください。 
• 取り外すときは、軽く押し込んでから引き抜きます。 



• 無理な力を加えると、 FOMA 端末 • microSD 力ードが破損するおそ 
れがありますので、ご注意 < ださい。 

• microSD 力ードス□ットを顔の方に向けて、挿入したり、取り外し 
上 たりしないでください。急に指を離すと microSD 力ードが飛び出 

^ J し危険です。 

便 microSD カードを初期化する 

^'■1 • 初期化を行うと、 microSD 力ードの内容がすべて消去されますので 

L ご注意 < ださい。 

■ U ノーマルメニューで[便利ツール] ► [ microSD ] 
► [初期化] 

21 端末暗証番号を入力 ► [はい] 
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データを microSD カー ド/ FOMA 端末へ コピー 
する 

例： i モーションのとき 

ノー マルメ ニューで[データ BOX ] ► [ i モー 
ション •厶ービー] ( ► [— microSD ] う※ 

※保存場所が microSD 力ードのとき 

2] i モーションに力ーソルを合わせる ►[サブ 
メニュー] ► [移動/コピー] ► [ microSD へコ 
ピー]/[本体へコピー] 

@ コピー方法を選ぶ 

データを microSD カードにバックアップする 

電話帳、メ ールなどのデータと各種設定情報が、一括してバックアッ 
プされます。 

ノーマルメニューで[便利ツール] ► 
[ microSD ] ► [バックアップ/復元] 

2] [ microSD へバックアップ] ► 端末暗証番号を 
入力 ►[はい] 

籲電話帳をバックアップするときは、プ□フイールの保存確認画面 
が表示されます。 













赤外線通信を使ってデータを送受信する 



• 受信側と送信側の FOMA 端末の赤外線ポートが約 20 cm 以内に向き 
合うようにして < ださい。 


データを送信する 

例：電話帳のとき 

電話帳リスト画面で名前に力ーソルを合わせ 
る ► [サブメニュー] ► [データ送信] ► [赤外 
線送信] 

2 送信方法を選ぶ 

♦ [送信] 

♦ [全件送信] ► 端末暗証番号を入力 ► 認証パスワー 
ドを入力 

盞 [はい] 


データを受信する 

il ノ ー マルメ ニューで [便利ツール] ► [赤外 
線/ i C 通信] ► [赤外線受信] 

^ 受信方法を 選ぶ 
♦[受信] ► [はい] 

♦[全 件受信]►端末暗証番号を入力 ►送信 側と同じ 
認証パスワードを入力 ► [はい] 


j [はい] 



〇マ-ク 


• 受信側と送信側の FOMA 端末の；3マークを重ね合わせてご利用< 
ださい。 
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データを送信する 

例：電話帳のとき 

電話帳リスト画面で名前にカーソルを合わせ 
る ► [サブメニュー] ► [データ送信] ► [ i C 
送信] 

2 送信方法を選ぶ 
♦ [送信] 

♦ [全件送信] ► 端末暗証番号を入力 ► 認証パスワー 
ドを入力 

盞 [はい] 

^ 相手の FOMA 端末と；3マークを重ね合わせ 
上 る 

^ データを受信する 

||j 1 待受画面で相手の FOMA 端末と；3マークを 

に 重ね合わせる 

画 [はぃ] 
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パソコンと接続する 


FOMA 端末とパソコンを接続して、 microSD 力ード内の WMA 
ファイルや画像などをやりとりすることができます。 

また、インターネットに接続して、データ通信を行うこともで 
き■ます。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02(別売)または FOMA USB 
接続ケープル(別売)が必要です。 

• データ通信を行うには、付属の CD - ROM から FOMA 通信設定ファイ 
ルをインストールする必要があります。 

詳しくは付属の CD - ROM 内の「パソコン接続マニュアル」をご覧< 
ださい。 








サボ 


故障かな？と思った 


• まずはじめに、ソフトウェアを更新する必要があるかをチェックして、必 
要な場合にはソフトウェアを更新してください（ぽ P .86)。 

• 気になる症状のチェック項目を確認しても症状が改善されないときは、 
取扱説明書裏面の「故障お問い合わせ先丄またはドコモ指定の故障取扱 


窓□までお気軽にご相談ください。 


電源 


FOMA 端末の電源が入らない 

• 電池パックが正し<取り付けられていますか。 

P .18 

• 電池切れになっていませんか0 

- 


充電 


充電ができない(充電ランプが点灯しない、まだは点滅する) 


• 電池パックが正し<取り付けられていますか。 

P .18 

• アダプタの電源プラグがコンセントまたはシガーライターソ 
ケットに正し<差し込まれていますか。 

P .19 

• アダプタと roMA 端末が正しくセットされていますか。 

P .19 

• AC アダプタ（別売）をご使用の場合、 AC アダプタのコネクタ 
が FOMA 端末にしっかりと接続されていますか。 

P .19 

• 充電しながら通話や通信、その他機能の操作を長時間行うと、 
FOMA 端末の温度が上昇して充電ランプが点滅する場合があ 
ります。その場合は、 FOMA 端末の温度が下がってから再度充 
電を行って < ださい。 

- 


端末操作 


操作中•充電中に熱くなる 

• 操作中や充電中、また、充電しながら i アプリやテレビ電話、 
ワンセグ視聴などを長時間行った場合などには、 FOMA 端末 
や電池/ック、アダプタの温度が高 < なることがありますが、 
安全上問題ありませんので、そのままご使用<ださい。 

一 

電池の使用時間が短い 

• 圏外の状態で長い時間放匾されるようなことはありません 
か。 

圏外時は通信可能な状態にできるよう電波を探すため、より 
多<の電力を消費しています。 

- 

• 電池パックの使用時間は、使用環境や劣化度により異なりま 
す 0 

- 

• 電池パックは消耗品です。充電を繰り返すごとに、1回で使え 
る時間が次第に短くなっていきます。 

十分に充電しても購入時に比べて使用時間が極端に短<なっ 
た場合は、指定の電池パックをお買い求めください。 

一 


電源断•再起動が起きる 


• 電池パックの端子が汚れていると接触が悪くなり、電源が切 
れることがあります。汚れたときは、電池パックの端子を乾い 
た綿棒などで拭いてください。 

- 

參ドコモ UIM カードの1 CSB 分が汚れていませんか。 

P .18 


タッチしだり、ボタンを押しても動作しない 


參オールロックを設定していませんか0 

P .40 

• FOMA 端末の電源が切れていませんか0 

P .20 

ドコモ UIM カードが認識しない 

• ドコモ UIM カードを正しい向きで挿入していますか。 

P .18 

• FOMA カード清色)を挿入していませんか。 

P .18 
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時計がずれる 

• 長い間電源を入れた状態にしていると時計がずれる場合があ 
ります。 

自動時刻•時差補正が[〇 N ] に設定されているかを確認し、電 
波のよい場所で電源を入れ直して<ださい。 

- 

通話 

ダイヤル発信できない 

• オールロックを設定していませんか。 

P .40 

• ダイヤル発信制限を設定していませんか。 

P .40 

• セルフモードを設定していませんか0 

P .40 

通話ができない(場所を移動しても[圏外]の表示が消えない、電波の状 
態は悪<ないのに発信または着信ができない） 

• 電源を入れ直すか、電池パックまたはドコモ UIM カードを入 
れ直して < ださい。 

P .18 

P .20 

• 電波の性質により、「圏外ではない」「電波状態は [ TJ ] を表示 
している」状態でも発信や着信ができない場合があります。場 
所を移動してかけ直して<ださい。 

P .21 

• メモリ別着信許可、メモリ別着信拒否など着信制限を設定し 
ていませんか。 

- 

• 電波の混み具合により、多 < の人が集まる場所では電話や 
メールが混み合い、つながりにくい場合があります。その場合 
は[しばらくお待ちください]と表示され、話中音が流れます。 
場所を移動するか、時間をずらしてかけ直してください。 

- 


おサイフケータイ 


おサイフケータイが使えない 


• 電池パックを取り外したり、おまかせロックを起動したりす 
ると、丨 C カードロックの設定にかかわらず丨 C カード機能 
か利用できな < なります。 

P .40 

• 1 C カードロックを設定していませんか0 

P .40 

• FOMA 端末の;2マークがある位置を読み取り機にかざして 
いますか。 

P .75 
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保証と アフターサー 


保証について 


• FOMA 端末をお買い上げいただくと、保証書が付いていますので、必ずお 
受け取り < ださい。記載内容および「販売店名•お買い上げ日」などの記載 
事項をお確かめの上、大切に保管して < ださい。 

必要事項が記載されていない場合は、すぐにお買い上げいただいた販売 
店へお申し付け<ださい。 

■料保証期間は、お買い上げ日より1年間です。 

• この製品は付属品を含め、改良のため予告な < 製品の全部または一部を 
変更することがありますので、あらかじめご了承ください。 


アフターサービスについて 


調子が悪い場合は 

修理を依頼される前に、本書または本 RDMA 端末に搭載の「使いかたガイ 
ド」の「故障かな？と思ったら」をご覧になってお調べください。 

それでも調子が良くないときは、取扱説明書裏面の「故障お問い合わせ先」 
にご連絡の上、ご相談ください。 

お問い合わせの結果、修理が必要な場合 

ドコモ指定の故障取扱窓□にご持参いただきます。ただし、故障取扱窓□の 
営業時間内の受付となります。なお、故障の状態によっては修理に日数がか 
かる場合がございますので、あらかじめご了承 < ださい。 

保証期間内は 

• 保証書の規定に基づき無料で修理を行います。 

• 故障修理を実施の際は、必ず保証書をお持ち < ださい。保証期間内であっ 
ても保証書の提示がないもの、お客様のお取り扱い不良(液晶•コネクタ 
などの破損)による故障•損傷などは有料修理となります。 

• ドコモの指定以外の機器および消耗品の使用に起因する故障は、保証期 
間内であっても有料修理となります。 


































以下の場合は、修理できないことがあります。 

• 故障取扱窓口にて水濡れと判断した場合(例:水濡れシールが反応してい 
る場合） 

• お預かり検査の結果、水濡れ、結露 • 汗などによる腐食が発見された場合 
や内部の基板が破損•変形していた場合(外部接続端子(イヤホンマイク 
端子）•液晶などの破損や筐体亀裂の場合においても修理ができない可能 
性があります） 

※修理を実施できる場合でも保証対象外になりますので有料修理となりま 
す。 

保証期間が過ぎた場合は 
ご要望により有料修理いたします。 

部品の保有期間は 

FOMA 端末の補修用性能部品(機能を維持するために必要な部品)の最低保 
有期間は、製造打ち切り後6年間を基本としております。ただし、故障箇所 
によっては修理部品の不足などにより修理ができない場合もございますの 
で、あらかじめご了承 < ださい。 

お願い 

• F 〇 MA 端末および付属品の改造はおやめ<ださい。 

■ 改造の内容によっては故障修理をお断りする場合があります。 
以下のような場合は改造とみなされる場合があります。 

• 液晶部やポタン部にシールなどを貼る 
• 接着剤などにより FOMA 端末に装飾を施す 
• 外装などをドコモ純正品以外のものに交換するなど 
■ 改造が原因による故障 • 損傷の場合は、保証期間内であっても有料修 
理となります。 

❿ F 〇 MA 端末に貼付されている銘版シールは、はがさないでください。 

■ 銘版シールの内容が確認できないときは、技術基準適合の判断ができ 
ないため、故障修理をお受けできない場合がありますので、ご注意願 
います。 

I 技術基準適合認証品 I 


• 各種機能の設定や積算通話時間などの情報は、 FOMA 端末の故障•修理や 
その他お取り扱いによってクリア（リセット）される場合があります。 

■ お手数をおかけしますが、この場合は再度設定を行って < ださるよう 
お願いいたします。 

• 修理を実施した場合には、故障箇所に関係なく、 Bluetooth アドレスが変 
更される場合があります。 

• FOMA 端末の下記の箇所に、磁気を発生する部品を使用しています。 
キャッシュカードなど、磁気の影響を受けやすいものを近づけますと 
カードが使えな < なることがありますので、ご注意ください。 

■ 使用箇所:スピーカ、受話□部 

• FOMA 端末内部が濡れたり湿気を帯びてしまった場合は、すぐに電源を 
切って電池パックを外し、お早めに故障取扱窓□へご来店ください。ただ 
し、 FOMA 端末の状態によって修理できないことがあります。 


モード故障診断サイト 


ご利用中の FOMA 端末において、メール送受信や画像•メロデイのダウ 
ン□ー ドなどが正常に動作しているかを、お客様ご自身でご確認いた 
だけます。ご確認の結果、故障と思われる場合は、取扱説明書裏面の 
「故障お問い合わせ先」までお問い合わせください。 

r i モード故障診断サイト」への接続方法 
i モードサイト： [ i Menu ] ► [お知らせ] ► [サポート情 
報] ► [お問い合わせ] ► [故障•電波状況お問い合わせ先] 

► [ i モード故障診断] 

• 海外からのアクセスの場合は有料となります。 

サイト接続用 
QR コード 
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L ア更新 


FOMA 端末のソフトウェアを更新する必要があるかど〇か 

ネットワークに接続してチェックし、必要な場合にはバケッ 

卜通信を使ってソフトウェアの一部をダウン□—ドし、ソフ 

トウェアを更新する機能です。 

• ソフトウェア更新が必要な場合は、ドコモのホームページおよび 
i Menu の「お客様サボート」にてご案内いたします。更新方法には、 
「自動更新」、「即時更新丄「予約更新」の3つの方法があります。 

• ソフトウェア更新は、 FOMA 端末に登録された電話帳、カメラ画像、 
ダウン□—ドデータなどのデータを残しだまま行うことができま 
すが、お客様の FOMA 端末の状態(故障 • 破損 • 水濡れなど)によって 
はデータの保護ができない場合がございますので、あらかじめご了 
承願います。必要なデータはバックアップを取っていただくことを 
おすすめします。だだし、ダウンロードデータなどバックアップが 
取れないデータがありますので、あらかじめご了承願います。 

ご利用にあたって 

• ソフトウェア更新中は電池パックを外さないで<ださい。更新に失 
敗することがあります。 

❿ソフトウェア更新を行う際は、電池をフル充電しておいてください。 

• ソフトウェア更新（ダウン□—ド、書換え）には時間がかかることが 
あります。 

• ソフトウェア更新中は、電話の発信、着信、各種通信機能および、そ 
の他機能を利用できません（ダウン□—ド中は音声着信が可能で 
す)〇 

籲ソフトウェア更新は、電波が強<、アンテナマークが3本表示され 
ている状態で、移動せずに実行することをおすすめします。ソフト 
ウェアダウンロード中に電波状態が悪 < なっだり、ダウン□—ドが 
中止された場合は、再度電波状態のよい場所でソフトウェア更新を 
行って < ださい。 
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參ソフトウェア更新の際、お客様の FOMA 端末固有の情報(機種や製 
造番号など)が、自動的にサーバ(当社が管理するソフトウェア更新 
用サーバ)に送信されます。当社は送信された情報を、ソフトウェア 
更新以外の目的には利用いだしません。 

• ソフトウェア更新に失敗しだ場合、[書換え失敗しましだ]と表示さ 
れ、一切の操作ができな < なります。その場合には、大変お手数です 
がドコモ指定の故障取扱窓口までお越しいだだきますようお願い 
いたします。 


アイコンからソフトウェアを更新する 

ソフトウェアが自動でダウンロードされると、待受画面に [か] が表示 
されます。 

j 待受画面に [如] 表示 ►[如] を選ぶ 
21 書換え方法を選ぶ 

• 設定の確認： [0 K ] 

• 設定の変更：[時刻変更] 

• 書換え開始：[今すぐ書換え] 


メニューからソフトウェアを更新する 

ノーマルメニューで [本体設定] ► [その他設 
定] ► [ソフトウェア更新] 

21 端末暗証番号を入カ ト [更新実行] 

@ 更新方法を選ぶ 










FOMA 端末に取り込んだデータやプ□グラムについて、デー 
夕を検知して、障害を引き起こす可能性を含むデータの削除 
やアプリケーションの起動を中止します。 

• スキヤン機能は、ホームページの閲覧やメール受信などの際に 
RDMA 端末に何らかの障害を引き起こすデータの侵入から一定の 
防衛手段を提供する機能です。各障害に対応しだパターンデータが 
FOMA 端末にダウンロードされていない場合、まだは各障害に対応 
しだパターンデータが存在しない場合、本機能にて障害などの発生 
を防ぐことができませんのであらかじめご了承ください。 

_バターンデータは FOMA 端末の機種ごとにデータの内容が異なり 
ます。当社の都合により端末発売開始後3年を経過した機種向けパ 
ターンデータの配信は、停止することがありますのであらかじめご 
了承 < ださい。 


パターンデータを 更新す る 


• まずはじめに、バターンデータの更新を行い、バターンデータを 
最新にして <ださい。 


ノーマルメニューで [本体設定] ►[ロック ■セ 
キュリティ] ► [スキャン機能] ► [パターン 
データ 更新] 

21 [はい] ► [はい] 

^ バターンデータ更新が完了したら [0 K ] 


スキャン結果の表示について 


スキャンされた問題要素の表示について 


問題要素一霓 

BehaviorLv4 

BehaviorLv3 

BehaviorLv2 

BehaviorLvl 

BehaviorLvS 

以下省略、紇数 6 


• 警告画面で[詳細]を選択すると、問題要素名が表 
示されます。バターンデータの内容によって問題 
要素名がない場合、[詳細]は表示されません。 

• 問題要素名は最大5個まで表示されます。6個以 
上検出しだ場合は、6個目以降の問題要素名は省 
略され、検出されだ問題要素の総数が表示されま 
す。まだ、同じ問題要素を複数検出しだ場合は、1個のみ表示されま 
す。 

スキヤン結果の表不について 


警告レベル0 


警告レベル1 


警告レベル2 




問題要素が検出され ま 
した 

正常に動作できない場 
合があるため終了し ま 
す 


[0 K ] :表示/起動/ 
発信 


[いいえ]:表示/起 
動/発信 

[はい]:動作の中止 


[0 K ]: 終了 


警告レベル3 


警告レベル4 





[はい]:データ削除 
[いいえ]:データを削 
除しないで終了 


[0 K ]: データ削除 
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ン•関連機器のご紹介 


FOMA 端末にさまざまな別売りのオプション機器を組み合わ 
せることで、パーソナルからビジネスまでさらに幅広い用途 
に対応できます。 

なお、地域によってはお取り扱いしていない商品もあります。 
詳しくは、ドコモショップなど窓□へお問い合わせください。 
また、オプションの詳細については、各機器の取扱説明書など 
をご覧ください。 

• FOMA AC アダプタ〇ドパ/〇之※ 1 
• 電池パック SH 26 

• リアカバー SH 48 

❿イヤホンターミナル poor 》 2 

❿平型ステレオイヤホンセット POI 5 ^ 3 

•平型スイッチ付イヤホンマイク P 01^3 / / p 0 2^3 

• ヌテレオイヤホンセット POOI ^ 2 

• スイッチ付イヤホンマイク卩〇〇ドヱ/卩〇〇之※ 2 

• イヤホンマイク01 

• ヌテレオイヤホンマイク01 

• イヤホンジャック変換アダプタ P 001《 3 

• 外部接続端子用イヤホン変換アダプタ01 

• イヤホン変換アダプタ01 

• FOMA USB 接続ケーブル※ 4 
• ワイやレヌイヤホンセツト02 

• RDMA 海外兼用 AC アダプタ01※ 1 

• FOMA DC アダプタ01/02 

• FOMA 室内用補助アンテナ※ 5 
• 車載ハンズフリーキット〇彳※ 6 

• RDMA 車載ハンズフリー接続ケープル01 
• 車内ホルダ01 
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• FOMA 乾電池アダプタ01 
• キヤリングケース L 01 

• キヤリングケース02 
• 骨伝導レシーバマイク0ザ 3 /02 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02《 4 

• FOMA 補助充電アダプタ01/02 

• FOMA 室内用補助アンテナ（スタンドタイプ)※ 5 

※1 AC アダプタでの充電方法については、 P .19 をご覧 <ださい。 

※之外部接続端子用イヤホン変換アダプタ01とイヤホンジャック変 
換アダプタを接続しないとご利用になれません。 

※3外部接続端子用イヤホン変換アダプタ01を接続しないとご利用 
になれません。 

※斗 USB HUB を使用すると、正常に動作しない場合があります。 

※ら日本国内でご利用ください。 

※6 SH -05 C を充電するだめには、 FOMA 車載ハンズフリー接続ケ_ 
プル01が必要です。 






• I I の項目は、各種設定リセット（ぽ P .41) でお買い上げ時の状態に戻 

る項目です。 

• 項目の中には、お買い上げ時の状態に戻らない機能を含んでいる場合 
があります。 


ノーマルメニュ ー/ ベー シック メニュ ーー 覧 


• ノーマルメニューに 設定されているきせかえ ツールに よっては、機能名 
の表記が異なる場合があります。 

メールメニュー 



メール 

メール設定 

女信設 

表示設定 

署名編菓設定 

定型文/単語登録 

メール/メッセージ問合せ設定 

返信設定 

プ□グ / SNS 投稿先設定 

メールグループ 

アドレス•迷惑メール設定 

編集時自動保存設定 

SMS 設定 

緊急速報「エリアメール」設定 

メール送受信履歴 

メール送信履歴 

メール受信履歴 


その他 
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i モー ド/ web メ ー ュ ー 


1 モート / web 

i MenuA 検索 

Bookmark 

画面 メモ 

サイト閲覧履歴 

UR 1_ 入力 

URL 入力 

URL 入力履歴 

i チヤネル 

i チヤ ネルー 覧 

テロップ表示設定 

i チヤネル初期化 

RSS リーダー 

i モード/ web 設定 

i モードブラウザ設定 

フルブラウザ設定 

共通設定 

i モード設定確認 

i モード設定リセット 

フルブラウザ ホーム 


i アプリメニュー 


i アプリ 

ソフトー覧 

i アプリ コール 履歴 

i アプリ実行情報 

自動起動失敗履歴 

異常終了履歴 

セキュリティ エラー 履歴 

ト レーフ 情報 

i アプリ設定 

i アプリ音量 

ソフト情報表示設定 

自動起動設定 

i ウィジェット設定 

オート GPS 優先設定 

ソフトの並べ替え 

照明点灯時間設定 

パイプレータ設定 

i アプリ省電力設定 

i アプリ コール ダウン□—ド設定 

i アプリについて 


その他 
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カ メラ/ TV/MUSIC メニュー 


カメラ/ TV/MUSIC 

カメラ 

静止画撮影 

動画撮影 

アレンジカメラ 

連写カメラ 

読取りカメラ 

メイクデコカメラ 

ゴルフヌイングビデオカメラ 

静止画アルバム 

動画再生 

フンセグ 

ワンセグ視聴 

番組表 

録画した番組 

予約/予約リヌト 

録画予約履歴 

テレビリンク 

チヤンネルリヌト 

ユーザ 設定 

ミュージックプレーヤー 

Music & Video チヤネル 


データ BOX メニュー 


データ BOX 

マイピクチヤ 

ミュージック 

Music & Video チヤネル 

i モーシヨン•ムービー 

メ □ディ 

マイドキユメント 

きせかえ ツール 

マチキヤラ 

キヤラ電 

フンセグ 

その他 

デ—夕検索 

アルバム 


そ 

の 

他 
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便利ツールメニュ ■ 


便利ツール 


バーコードリーダー 


電卓 


パラーム 


赤外線/ ic 通信 


赤外線受信 


赤外線全件送信 


C 全件送信 


データ送受信設定 


ヌケジュール 


メモ 


お知らせタイマー 


ボイス レコーダー 


HDM 膀続 


HDMI 接続開始 


出力解像度設定 


映像鮮鋭化設定 


ガイド自動表示設定 


AQUOS ファミリンク設定 


Bluetooth 


クイックランチヤ 


接続待機 


Bluetooth 受信 


Bluetooth 全件送信 


機器リスト•接続•切断 


新規機器登録 


Bluetooth 電源オン/ Bluetooth 電源才 
フ 

送信予約データ削除 _ 

Bluetooth 設定 

機能検索 _ 

電話帳検索 


その他 
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便利ツール 

ウェルネス 

歩数確認 

プロフィール登録 

設定 

フークアウト 

ヘルプ 

手書き 

マンガ•ブックリーダー 

ドキユメントビユーア 

ケータイデータお預かりサービ 
ス 

データ確認/ダウン□ード 

電話帳等を更新 

画像を更新 

設定情報を更新 

詳細設定/通信履歴 

microSD 

データ BOX 

PIM 

トルカ 

i アプリ使用データ 

現在地通知先 

デコメアニメテンプレート 

マンガ•プックリーダー 

バックアップ/復元 

その他 

個別バックアップ/復元 

インポート 

使いかたガイド 

クイック検索 

定型文/単語登録 

定型文 

単語登録 

ダウンロード辞書 

ドコモへのお問合せ 

ドコモ総合案内•受付 

ドコモ故障問合せ 




































































電話機能メニュ- 


電話機能 

電話帳 

電話帳検索 

電話帳登録 

UIM カード ( F 〇 M A カード)操作 

グループ登録 

伝言メモ/音声メモ 

伝言メモー覧 

音声メモー覧 

音声メモ録音 

伝言メモ設定 

発着信履歴 

着信履歴 

リダイヤル 

発着信•通話設定 

迷惑電話ストップ 

番号通知お願いサービス 

発信者番号通知 

通話中の着信動作 

発信詳細設定 

着信詳細設定 

通話中詳細設定 

イヤホン機能設定 

着信拒否設定 

着信通知 

電話発着信設定 

メモリ着信拒否/許可 

テレビ電話設定 

テレビ電話発信設定 

テレビ電話着信設定 

パケット通信中着信設定 

テレビ電話動作設定 

テレビ電話画像選択 

テレビ電話切替機能通知 

通話時間•料金 

通話料金表示 

通話時間表示 


電話機能 

通話時間•料金 

通話料金自動リセット設定 

通話料金上限通知 

上限通知アイコン消去 

着もじ 

メッセージ作成 

メッセージ表示設定 

2 in 1 

2 in 1 モード切替 

電話帳 2 in 1 設定 

モード別待受画面設定 

番号別発着信設定 

2 in 1 機能 OFF 

着信回避設定 

メ□デイ]ール 

留守番電話サービス 

開始 

呼出時間 

停止 

設定確認 

メッセージ再生 

設定 

メッセージ問合せ 

件数增加鳴動設定 

表示消去 

テレビ電話設定 

その他ネットワークサービス 

転送でんわ 

キャッチホン 

英語ガイダンス 

遠隔操作設定 

マルチナンバー 

デュアルネットワーク 

追加サービス 

OFFICEED 


その他 
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本体設疋メニュ- 


本体設定 


画面•デイヌプレイ 


きせかえ ツール 設定 


待受画面設定 


カラーテーマ 設定 


表示画質設定 


ペールビユー 設定 


各種画面設定 


マチキヤラ設定 


メニュー 設定 


縦横画面自動切替 


音/バイプ/マナー 


着信音設定 


その他音設定 


音里設定 


スピーカーブースター 設定 


バイブレータ設定 


マナーモード 選択 


モーションサイレント 


音楽再生音優先設定 


マチキヤラおしやべり設定 


照明•イルミネーシヨン 


照明設定 


イルミネーシヨン設定 


文字表示/入力 


文字サイズ設定 


フォント選択 


文字入力設定 


Select language 


時計 


日付時刻設定 


時計表示設定 


自動電源〇 N/OFF 


その他 
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本体設定 

□ツク •セキユリテイ 

ロック設定 

パネルロック解除設定 

シークレットモード 

プライバシー設定 

電話/メ ル着信時設定 

ダイヤル発信制限 

着信拒否設定 

端末暗証番号設定 

手書き認証設定 

UIM カード ( FOMA カード)設定 

ヌキヤン機能 

電池 

ecot — 卜 

自動 eco モード設定 

電池残量 

電池アイコン設定 

電池マーク％—時表示 

外部接続 

USB モード 

Bluetooth 

フエムトセル 

デ 夕送受信設定 

その他設定 

セルフモード 

初期設定 

端末クリーンアップ 

データー括削除 

各種設定リセット 

ソフトウェア更新 

リモート機能設定確認 

メモリ確認 

きせかえ/ライフスタイル 

卜ータルカスタマイズ 

ライフスタイル設定 
































































地図/海外メニュー 


地図/海外 

地図 

ナビ 

イマドコサーチ 

イマドコかんだんサーチ 

イマドコサーチ 

i エリア-周辺情報- 

GPS アプリー覧 

現在地確認/通知 

現在地確認 

現在地通知 

地図 * GPS 設定/履歴 

位置履歴 

地図設定 

クイック設定動作 

位置提供可否設定 

才一卜 GPS 

測位モード設定 

現在地通知先一覧 

サービス利用設定 

サービス利用/接続先設定 

点灯色/鳴動音設定 

海外ネットワークサーチ 

ネットワークサーチ設定 

優先ネットワーク設定 

オペレータ名表示設定 

在圏状態表示 

再検索アイコン表示設定 


地図/海外 

海外設定 

お問合せ(海外） 

□—ミング時着信規制 

□—ミング着信通知 

□ S ングガイダンス 

国際ダイヤルアシヌト 

i モードサービス利用設定 

メール/メッセージ利用設定 

ネットフークサービス 

海外ご利用ガイド 


i コンシェルメニュー 


i □ンシェル 

i コンシェル 

プロフィールメニュー 

プ□フィール 

プロフィール 


その他 
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おサイフケータイメ ー ュー 

おサイフ クー タイ 

Ic カードー覧 
DCMX 
トルカ 

I C カード ロック 設定 [l C カード ロック 

IC カードオート□ック設定 
IC カードロック解除予約 
電源〇 FF 時丨 C ロック設定 
設定 IC カードからトルカ取得 

ワンセグからトルカ取得 
トルカ重複チェック 
トルカ自動読取チェック 
トルカ自動表示 
丄トルカサウンド設定 

Ic オーナー確認 
Ic オーナー変更 
i モードで探す 

その他の機能 

クイック設定 

セレクト メニュー_ 

受話音量調節 
テレビ電話 
マナーモード 
おまかせ□ック 
かんたんデコメ 

文字入力 |入力設定 


その他 
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主な仕様 


本体 


品名 

SH -05 C 

サイズ 

高さ約11 9 mm X 幅約 59 mm X 厚さ 
約1 5.7 mm (最厚部:約1 6.6 mm ) 

質量 

約 139 g (電池パック装着時） 

連続通話時 
間※ 1 X 2 

F 0 MA /3 G 

音声電話時:約210分 

テレビ電話時:約 M 0 分 
(代替画像表示時） 

連続待受時 

間※ 2 X 3 

F 0 MA /3 G 

移動時:約390時間 

静止時:約580時間※ 5 

ワンセグ視聴時間 

約360分 

充電時間 

AC アダプタ：約140分 

DC アダプタ：約140分 

デイスプレ 
イ 

方式 

NEW モバイル ASV 液晶 

16,777,216色 

サイズ 

約 3.7 inch 

画素数 

409,920画素 (480 X 854ドット） 

撮像素子 

種類 


サイズ 

1/2.3 inch 

カメラ部 

有効画素数 

約1410万画素 

記録画素数(最大時） 

約1400万画素 

ズーム 

最大約 75.6 倍 

ピクチャーライト光源 LED 特性 

a ) 連続発光 

b ) 波長 

白 ：400-700 nm 

c ) 最大出力 

白： 1.2 mW (本体内部 4.3 mW ) 
































































記録部 

静止画記録枚数 

約1500枚※ 7 ※ 8 

約60000枚 (microSD 力ード （ 2 G バ 
ィト)保存時)※ 7 

静止画連続撮影 

14 M ： 3枚/ 10 M : 3枚/5 M : 3 
枚/ 3 M : 3枚/フル HD : 6枚/待 
受： 8枚/ VGA : 10枚/ QVGA : 40 
枚/ QCIF : 40枚 

静止画ファイル形式 

JPEG 

動画録画時間 

1件あたり約26分ス 9 

1件あたり約60分 ( microSD カード 
(2 G バィト)保存時)※ 9 

動画ファイル形式 

MP 4 

音楽再生 

連続再生時間 

i モーション：約510分※ 10 

着うたフル®(バックグラウンド再 
生対応）：約4620分※ 10 

WMA ファイル（バックグラウンド 
再生対応）：約3680分※ 11 

Music & Video チヤネル(音声）（バッ 
クグラウンド再生対応）：約510分 

Music & Video チヤネル（動画）： 

約510分 

保存容量 

着うた® 

着うたフル® 

約 173 M バイト※ 12 


• 「着うた」は株式会社ソニー•ミュージックエンタテインメントの登録商 
標です。 


^1連続通話時間とは、電波を正常に送受信できる状態で通話に使用でき 
る時間の目安です。 

^•2 データ通信やマルチアクセヌ実行時およびカメラ起動時も、前述の通 
話時間や待受時間より短くなります。 

^•3 連続待受時間とは、電波を正常に受信できる状態で移動したときの目 
安です。なお、電池パックの充電状態、機能設定状況、気温などの使用 
環境、利用場所の電波状態(電波が届かない、または弱い)などにより、 
通話•待受時間は半分程度になることがあります。 i モード通信を行 
うと通話(通信）•待受時間は短くなります。また、通話や i モード通信 
をしなくても、ワンセグの視聴、 i モードメールの作成、 Bluetooth 機 
能、ダウン□ードした i アプリ、 i アプリ待受画面を起動させると通 
話(通信) • 待受時間は短くなります。 

※•斗電波を正常に受信できるエリア内で「静止丄「移動」と「圏外」を組み合 
わせた状態での平均的な利用時間です。 

^•5 電波を正常に受信できる静止状態での平均的な利用時間です。 

6 CCD (charge coupled device : 電荷結合素子）とは、銀塩カメラのフイ 
ルムに当たる部分を構成する撮像素子です。 

※了画像サイズ: QVGA (240 X 320 ドット）/画質：ノーマル/ファイルサ 
イズ :25 K バイト 

^•8 お買い上げ時に登録されているデータ（削除可能なデータ）を削除し 
ていなし^場合の撮影枚数です。 

^•9 画像サイズ: QCF 076 X 144ドット）/画質：ノーマル/ファイルサイ 
ズ制限:制限なし/種別:0央像+音声 
10ファイル形式: AAC 形式 

^•11 ファイル形式: WMA 形式 

^•12 静止画、動画、ミュージック、メロデイ、マイドキュメント、きせかえ 
ツール、マチキヤラ、キヤラ電、 i アプリ、電子書籍/電子辞書/電子 
コミック、 Music&Video チヤネル、ビデオ、トルカを保存している場合 
には、着うた®/着うたフル®の保存容量は少なくなります。 


その他 
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FOMA 端末 

保存件数 

最大99件 

録画時間 

最長約5 5分 

microSD 力ード （ 1 6 G / H 卜：)※ 

最大99件 

最長約5120分 


※1 回あたりの録画サイズは2 G バイト（約640分)までです。2 G バイトを 
超える microSD 力ードを使用し、空き容量があっても録画を終了します。 



電池パック 


品名 

電池パック SH 26 

使用電池 

リチウムイオン電池 

公称電圧 

DC 3.7 V 

公称容量 

900 mAh 


ビデオの保存件数と録画時間の目安 


その他 
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FOMA 端末の保存 • 登録 ■ 保護件数 


種別 

保存•登録可能件数 

保護可能 
件数 

電話帳 

2000^ 1 2 

- 

フンセグ 

テレビリンク 

50 

- 

視聴予約/録画予約 

10〇※3 

- 

チヤンネルリスト 

10 

- 

Music & Video チヤネルの番組 

つ之※2 

- 

ミュージック 

着うたフル® 

5 了※2 

- 

うた文字 

10〇※ 2 

- 

プレイリスト 

10 

- 

スケジュール 

スケジュール 

260〇※ 2 ^ 4 

- 

休日 

30 

- 

祝日 

5 ヌ5 

- 

メモ 

260〇※ 6 

- 

メール （ SMS と 
i モードメー 
ルの合計） 

受信メール 

250〇※2※了※8 

2500 

送信メール 

50〇※ 2 ※了 

500 

未送信メール 

50〇※ 2 

500 

エ 1 J アメール 

30 

- 

デコメ®テンプ 
レート 

デコメール® 

10〇※8 

- 

デコメアニメ® 

10〇※ 8 

- 

デコメ®アイテ 
ム 

変換パターン 

10 

- 

フオント 

5 

- 

メッセージ 

メッセージ R 

5〇※ 2 

25 

メッセージ F 

5〇※ 2 

25 

Bookmark 

200 

- 

画面メモ 

4◦〇※2 

400 

ダウン□ード辞書 

1〇※9 

- 

i アプリ 

湖※2抑 

- 

画像 

300〇※之※8※叩 

- 

動画/ i モーション 

20〇※2※8 

- 



















































種別 

保存•登録可能件数 

保護可能 
件数 

ぎせかえ ツール 

K 〇※2 ※ 8 

- 

マチキヤラ 

K 〇※2※8 

- 

キヤラ電 

〇※2※8 

- 

メ □デイ 

50 〇※ 2 

- 

PDF データ 

100^-2 5«8 

一 

Word 、 ヒ xcel、PowerPoint 

100 

- 

トルカ 

2 ◦〇※ 2 

- 

電子書籍/電子辞書/電子コミック 

! 000^2^8 

- 

ワンセグのビデオ 

99^ 2 

- 

フォント （ TTF ) 

3 

- 


※150 件までドコモ UIM カードに保存できます。 

※之メモリの使用状況によっては実際に保存できる件数が少な<なる場 
合があります。 

※3視聴予約と録画予約を合わせた件数です。 

※斗視聴予約、録画予約、メモも含みます。 

※5あらかじめ登録されている国民の祝日とは別に登録できます。 

※已スケジュールも含みます。 

※了 SMS の場合はさらに受信 メールと 送信 メールを 合わせて20件までド 
コモ UIM カードに保存できます。 

※巳お買い上げ時に登録されている削除可能なデータも含みます。 

※臼使用辞書には5件まで設定できます。 

※川ワンセグで録画した静止画も含みます。 


携帯電話機の比吸収率 ( SAR ) について 


この機種 SH -05 C の携帯電話機は、国が定めた電波の人体吸収に関する 
技術基準および電波防護の国際ガイドラインに適合しています。 

この携帯電話機は、国が定めた電波の人体吸収に関する技術基準く※1 ) な 
らびに、これと同等な国際ガイドラインが推奨する電波防護の許容値を遵 
守するよう設計されています。この国際ガイドラインは世界保健機関 
( WH 〇)と協力関係にある国際非電離放射線防護委員会 ( ICNIRP ) が定めた 
ものであり、その許容値は使用者の年齢や健康状況に関係な<十分な安全 
率を含んでいます。 

国の技術基準および国際ガイドラインは電波防護の許容値を人体頭部に吸 
収される電波の平均エネルギー量を表す比吸収率 ( SAR:Specific 
Absorption Rate ) で定めており、携帯電話機に対する SAR の許容値は 2.0 W / 
kg です。この携帯電話機の側頭部における SAR の最大値は1.030 W / kg です。 
個々の製品によって SAR に多少の差異が生じることもありますか、いずれ 
も許容値を満足しています。 

携帯電話機は、携帯電話基地局との通信に必要な最低限の送信電力になる 
よう設計されているため、実際に通話している状態では、通常 SAR はより小 
さい値となります。一般的には、基地局からの距離が近いほど、携帯電話機 
の出力は小さくなります。 

この携帯電話機は、側頭部以外の位置でも使用可能です。 NTT ドコモ推奨の 
キヤリングケーヌ等のアクセサリを用いて携帯電話機を身体に装着して使 
用することで、この携帯電話機は電波防護の国際ガイドラインを満足しま 
す(:※ 2) 0 NTT ドコモ推奨のキヤリングケース等のアクセサリをご使用に 
ならない場合には、身体から 1.5 cm 以上の距離に携帯電話機を固定でき、金 
属部分の含まれていない製品をご使用ください。 

世界保健機関は、モバイ j レ機器の使用に関して、現在の科学情報では人体へ 
の悪影響は確認されていないと表明しています。もし個人的に心配であれ 
ば、通話時間を抑えたり、頭部や体から携帯電話機を離して使用することが 
出来る八ンズフリー用機器を利用しても良いとしています。 

さらに詳しい情報をお知りになりたい場合には世界保健機関のホームベー 
ジをご参照 < ださい。 

http :/ / www . who . mt / docstore / peh-emf / publications / facts _ press / 
fact _ japanese.htm 

SAR について、さらに詳しい情報をお知りになりたい方は、下記のホーム 
ページをご参照 < ださい。 
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総務省のホームページ 

http://www.tele.soumu.go.Jp/j/sys/ele/mdex.htm 
社団法人電波産業会のホームページ 
http://www.arib-emf.org/mdex02.html 
ドコモのホームページ 
http://www.nttdocomo.co.jp/product/sar/ 

シヤープ株式会社のホームページ 

http://www.sharp.co.jp/products/menu/phone/cellular/sar/index.html 
《 1 技術基準については、電波法関連省令(無線設備規則第 14 条の 2) で規 
定されています。 

※之携帯電話機本体を側頭部以外でご使用になる場合の SAR の測定法に 
ついては、平成 22 年 3 月に国際規格 (IEC 62209 -2) が制定されました 
が、国の技術基準については、情報通信審議会情報通信技術分科会に 
設置された局所吸収指針委員会にて審議している段階です(平成 23 年 
I 月現在)。 

European RF Exposure Information 

Your mobile device is a radio transmitter and receiver. It is designed not to 
exceed the limits for exposure to radio waves recommended by 
international guidelines. These guidelines were developed by the 
independent scientific organization ICNIRP and include safety margins 
designed to assure the protection of all persons, regardless of age and 
health. 

The guidelines use a unit of measurement known as the Specific 
Absorption Rate, or SAR. The SAR limit for mobile devices is 2 W/kg and 
the highest SAR value for this device when tested at the ear was 0.998 
W/kg^ 

As SAR is measured utilizing the devices highest transmitting power the 
actual SAR of this device while operating is typically below that indicated 
above. This is due to automatic changes to the power level of the device 
to ensure it only uses the minimum level required to reach the network. 
The World Health Organization has stated that present scientific 
information does not indicate the need for any special precautions for the 
use of mobile devices. They note that if you want to reduce your 
exposure then you can do so by limiting the length of calls or using a 
hands-free device to keep the mobile phone away from the head. 

※ The tests are carried out in accordance with international guidelines 
for testing. 
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Declaration of Conformity 


(€0168 


Hereby, Sharp Telecommunications of Europe Ltd, declares 
that this SH-05C is in compliance with the essential 
requirements and other relevant provisions of Directive 
1999/5/EC. 

A copy of the original declaration of conformity can be found 
at the following Internet address: 
http://www.sharp.co.jp/k-tai/ 


FCC Notice 

• This device complies with part 15 of the FCC Rules. 

Operation is subject to the following two conditions: 

(1)This device may not cause harmful interference, and (2) this device 
must accept any interference received, including interference that may 
cause undesired operation. 

• Changes or modifications not expressly approved by the manufacturer 
responsible for compliance could void the user's authority to operate 
the equipment. 

Information to User 

This equipment has been tested and found to comply with the limits of a 
Class B digital device, pursuant to Part 15 of the FCC Rules. These limits 
are designed to provide reasonable protection against harmful 
interference in a residential installation. This equipment generates, uses 
and can radiate radio frequency energy and, if not installed and used in 
accordance with the instructions, may cause harmful interference to radio 
communications. 

However, there is no guarantee that interference will not occur in a 
particular installation; if this equipment does cause harmful interference to 
radio or television reception, which can be determined by turning the 
equipment off and on, the user is encouraged to try to correct the 
interference by one or more of the following measures: 

1. Reorient/relocate the receiving antenna. 

2. Increase the separation between the equipment and receiver. 











3. Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that 
to which the receiver is connected. 

4. Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

FCC RF Exposure Information 

Your handset is a radio transmitter and receiver. 

It is designed and manufactured not to exceed the emission limits for 
exposure to radio frequency (RF) energy set by the Federal 
Communications Commission of the U.S. Government. 

The guidelines are based on standards that were developed by 
independent scientific organisations through periodic and thorough 
evaluation of scientific studies. The standards include a substantial safety 
margin designed to assure the safety of all persons, regardless of age and 
health. 

The exposure standard for wireless handsets employs a unit of 
measurement known as the Specific Absorption Rate, or SAR. The SAR 
limit set by the FCC is 1.6 W/kg. 

The tests are performed in positions and locations (e.g., at the ear and 
worn on the body) as required by the FCC for each model. The highest 
SAR value for this model handset when tested for use at the ear is 0.863 
W/kg and when worn on the body, as described in this user guide, is 
0.684 W/kg. 

Body-worn Operation; This device was tested for typical body-worn 
operations with the back of the handset kept 1.5 cm from the body. To 
maintain compliance with FCC RF exposure requirements, use accessories 
that maintain a 1.5 cm separation distance between the user’s body and 
the back of the handset. The use of beltclips, holsters and similar 
accessories should not contain metallic components in its assembly. 

The use of accessories that do not satisfy these requirements may not 
comply with FCC RF exposure requirements, and should be avoided. 

The FCC has granted an Equipment Authorization for this model handset 
with all reported SAR levels evaluated as in compliance with the FCC RF 
emission guidelines. SAR information on this model handset is on file with 
the FCC and can be found under the Display Grant section of http:// 
www.fcc.gov/oet/ea/fccid/ after searching on FCC ID APYHRO 00134 
Additional information on Specific Absorption Rates (SAR) can be found 
on the Cellular Telecommunications & Internet Association (CTIA) Website 
at http://www.ctia.org/. 


輸出管理規制 


本製品及び付属品は、日本輸出管理規制（「外国為替及び外国貿易法」 
及びその関連法令 ) の適用を受ける場合があります。また米国再輸出 
規制 （Export Administration Regulations) の適用を受けます。本製品 
及び付属品を輸出及び再輸出する場合は、お客様の責任及び費用負担 
において必要となる手続きをお取りください。詳しい手続きについて 
は経済産業省または米国商務省へお問い合わせください。 


知的財産権 


著作権•肖像権について 


• お客様が本製品を利用して撮影またはインターネット上のホームページ 
からのダウンロードやテレビ、ビデオなどにより取得した文章、画像、音 
楽、ソフトウェアなど第三者が著作権を有するコンテンツは、私的使用目 
的の複製や引用など著作権法上認められた場合を除き、著作権者に無断 
で複製、改変、公衆送信などすることはできません。 

実演や興行、展示物などには、私的使用目的であっても撮影または録音を 
制限している場合がありますので、ご注意 < ださい。 

また、お客様が本製品を利用して本人の同意なしに他人の肖像を撮影し 
たり、撮影した他人の肖像を本人の同意なしにインターネット上のホー 
ムページに掲載するなどして不特定多数に公開することは、肖像権を侵 
害するおそれがありますのでお控え < ださい。 
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商標について 


• 「 FOMA 」、 「おサイフケータイ丄「トルカ」、「キヤラ電丄「デコメール®」、 
「デコメ ® 」、「デコメアニメ ® 丄「デコメ絵文字 ® 丄 r i アプリ」、 r 丨モー 
シヨン丄 r i モード 」、 r i チヤネル丄 「 DCMX 丄 rw 〇 RLD WING 丄「公共 
モード丄 「WORLD CALU 、 「デュアルネットワーク丄「セキュリテイヌ 
キヤン」、「メッセージ F 丄「マルチナンパ ' 一丄「おまかせロック」、「ケータ 
イデータお預かりサービス」、「着もじ丄 r i c お引つこしサービス丄「き 
せかえツール丄 「 OFFICEED」、r i エリア丄 「 2inU 「 Music8A/ideo チヤネ 
ル」、「メ □ デイコール丄「エリアメール丄「イマド ] サーチ丄「イマド]か 
んたんサーチ丄「マチキヤラ丄 r i コンシェル丄 r 丨ウイジェット丄 r 丨ア 
プリコール丄 r i ヌケジュール丄 「docomo PRO series 」 、「かんたんデコ 
メ丄 n-mode 」 ロゴ、 「 i-otppli 」 ロゴは NTT ド]モの商標または登録商標で 
す。 

❿本機には 、 Symbian Foundation Limited よりライセンス供与されたソフ 
トウェアが含まれています。 

Symbian は Symbian Foundation Limited の登録商標です。 

• キヤッチホンは日本電信電話株式会社の登録商標です。 

• マルチタスク / Multitask は、日本電気株式会社の登録商標です。 

• Microsoft® 、 Windows®、Windows Vista® 、 PowerPoint®、Windows 
Media® は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における 
商標または登録商標です。 

• Microsoft Excel、Microsoft Word は、米国の Microsoft Corporation の商 
品名称です。 

• QuickTime は、米国および他の国々で登録された米国 Apple Inc . の登録商 
標です。 

• QR コードは株式会社デンソーウエーブの登録商標です。 


microSDHC ロゴは SD-3C, LLC の商標です。 


m||ng 
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Powered by JBIend™ Copyright 2002 -2010 Aplix Corporation. 

All rights reserved. 

JBIend および JBIend に関する商標は、日本およびその他の国に 
おける株式会社アプリックスの商標または登録商標です。 
r axis フォント」は株式会社アクシヌの登録商標です。 

また、 「 AXIS 」 フォントはタイププロジェクト株式会社が制作したフォン 


JBIend 


卜です。 

この製品では、シャープ株式会社が液晶画面で見やす <、読みやすくなる 


よう設計した LC フォントが搭載されています。 LC フォント / LCF0NT お 
よび | ® は、シヤープ株式会社の登録商標です。 

McAfee ®、 マカフイ ー ® は米国法人 McAfee, Inc . またはその関係会社の 
米国またはその他の国における登録商標です。 

G ガイド、 G-GUIDE 、 G ガイドモバイル、 G-GUIDE MOBILE 、 

および G ガイド関連ロゴは、米 Gemstar-TV Guide ^S'ulllDE 

International, Inc . またはその関係会社の日本国内におけ 
る商標または登録商標です。 

Google, モバイル Google マップは、 Google, Inc. の登録商標です。 

OBEX™ 、 IrSimple™ 、 IrSS™ または IrSimpleShot™ は 、 Infrared Data 
Association® の商標です。 

「CROSS YOU 」 は、ソニー株式会社の商標です。 

はフェリカネットワークヌ株式会社の登録商標です。 

ドルビーラボラトリーブからの実施権に基づき製造されています。 

Dolby 、 ドルビー及びダプル D 記号はドルビーラボラトリーズの商標で 
す。 

FlashFX® Pro™ は、米国 Datalight, Inc • の商標または登録商標です。 
(U.SPatent Office 5,860,082/6,260,1 56) 

PhotoSolid® 、 PhotoScouter® 、 ImageSurf® 、 StroboPhoto®、T rackSolid ®、 
MovieSolid®、Morpho Smart Select™、Morpho Motion Sensor ™ は株式 
会社モルフォの商標または登録商標です。 

本製品には株式会社モルフォの Morpho Effect Library [PRETTY ] を採用 
しております。 

Morpho Effect Library [PRETTY] は株式会社モルフォの商標です。 







• 本製品は沖電気工業株式会社の顔認識エンジン . 戸ヨ国， 
FSE(Face Sensing Engine) を使用しています。 Faces^g 
FSE および FSE ロゴは沖電気工業株式会社の商 
標です。 

• 文字変換は、オムロンソフトウェア株式会社の iWnn を使用しています。 


iWnn©OMRON SOFTWARE Co., Ltd. 2008-2010 All Rights Reserved. 

• SNSF © J-DATA Co., Ltd.© OMRON SOFTWARE Co., Ltd. 2004-2009 
All Rights Reserved. 

• HDMI 、 HDMID ゴおよび高品位マルチメディアインターフェイヌは、 
HDMI Licensing LLC の商標または登録商標です。 

• 「らくらく瞬漢ルーペ ® 」及び「ラクラク瞬英ルーペ®」は株式会社アイエ 
ス ピーの 登録商標です。 

• 「ベールビュー丄 「Veil View 」、 「チェイヌフオーカヌ丄「 AQU 〇 S 」、 
「AQUOS SHOT 」、 「ベストセレクトフオト丄「クイック設定丄「トリプル 
くっきりトーク」はシャープ株式会社の商標または登録商標です。 

拳その他の社名および商品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。 
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❿ F e 丨 i C a は、ソニー株式会社が開発した非接触 I C カードの技術方 
式です。 Fe 丨 i C a は、ソニー株式会社の登録商標です。 

• 本製品は MPEG-4 Visual Patent Portfolio License に基づき、下記に該当 
するお客様による個人的で且つ非営利目的に基づく使用がライセンヌ許 
諾されております。これ以外の使用については、ライセンヌ許諾されてお 
りません。 

■ MPEG-4 ビデオ規格準拠のビデオ ( 以下 「 MPEG-4 ビデオ」と記載しま 
す）を符号化すること。 

■ 個人的で且つ営利活動に従事していないお客様が符号化した MPEG-4 
ビデオを復号すること。 

■ ライセンス許諾を受けているプロバイダから取得した MPEG-4 ビデオ 
を復号すること。 

その他の用途で使用する場合など詳細については、米国法人 MPEG LA ， 
LLC にお問い合わせください。 

• 本製品は MPEG-4 Systems Patent Portfolio License に基づき、 MPEG-4 
シヌテム規格準拠の符号化についてライセンヌ許諾されています。ただ 
し、下記に該当する場合は追加のライセンスの取得および□イヤリテイ 
の支払いが必要となります。 

■ タイトルペーヌで課金する物理媒体に符号化データを記録または複 
製すること。 

■ 永久記録および / または使用のために、符号化データにタイトルべ一 
ヌで課金してエンドユーザに配信すること。 

追加のライセンヌについては、米国法人 MPEG LA, LLC より許諾を受け 
ることができます。詳細については、米国法人 MPEG LA, LLC にお問い合 
わせ < ださい。 
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• 本製品は、 AVC ポートフォリオライセンスに基づき、お客様か個人的に、 
且つ非商業的な使用のために （i )AVC 規格準拠のビデオ ( 以下 「 AVC ビ 
デオ」と記載します）を符号化するライセンヌ、および / または （i i ) 
AVC ビデオ ( 個人的で、且つ商業的活動に従事していないお客様により 
符号化された AVC ビデオ、および / または AVC ビデオを提供することに 
ついてライセンス許諾されているビデオプ□バイダーから入手した 
AVC ビデオに限ります）を復号するライセンヌが許諾されております。 
その他の使用については、黙示的にも一切のライセンス許諾がされてお 
りません。さらに詳しい情報については 、 MPEG LA, L.L.C . から入手でき 
る可能性があります。 

HTTP://WWW.MPEGLA.C 〇 M をご参照ください。 

• 本製品は、 VC-1 Patent Portfolio License に基づき、お客様が個人的に、且 
つ非商業的な使用のために （i )VC-1 規格準拠のビデオ ( 以下 「 VC-1 ビデ 
才」と記載します）を符号化するライセンス、および / または （i i )VC-1 
ビデオ ( 個人的で、且つ商業的活動に従事していないお客様により符号化 
された VC-1 ビデオ、および / または VC-1 ビデオを提供することについて 
ライセンヌ許諾されているビデオプ □ バイダーから入手しだ VC-1 ビデ 
才に限ります）を復号するライセンスが許諾されております。その他の使 
用については、黙示的にも一切のライセンス許諾がされておりません。さ 
らに詳しい情報については 、 MPEG LA, L.L.C •から入手できる可能性があ 
ります。 

HTTR//WWW.MPEGLA.C 〇 M をご参照ください。 

• 本製品は Adobe Systems 

Incorporated の Adobe® Rash® Lite® 

および Adobe Reader® Mobile テク ノ 
□ ジーを搭載しています。 

Adobe Flash Lite Copyright © 2003-2010 Adobe Systems 
Incorporated. All rights reserved. 

Adobe Reader Mobile Copyright © 1993-2010 Adobe Systems 
Incorporated. All rights reserved. 

Adobe、Adobe Reader 、 Flash 、 および Flash Lite は Adobe Systems 
Incorporated ( アドビシヌテムズ社)の米国ならびにその他の国における 
登録商標または商標です。 


□ Powered by 

ADOBE 8 FLASH 8 
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• 本製品は、株式会社 ACCESS の NetFront Browser、NetFront Document 
Viewer 、 Neti-ront Sync Client、NetFront Browser DTV Profile One-seg 
Edition を搭載しています。 

ACCESS、ACCESS ロゴ、 NetFront は日本国、米国、およびその他の国にお 
ける株式会社 ACCESS の登録商標または商標です。 

Copyright © 2010 ACCESS CO., LTD. All rights reserved. 

本製品の一部分に Independent JPEG Group が開発したモジユールが含 
まれています。 

ACCESS™ NetFront 

• 本製品はジェスチヤーテックの技術を搭載しております。 

Copyright © 2006-2009, GestureTek, Inc. All Rights Reserved. 

• 本製品の Bluetooth ソフトウェア • ヌタックは、株式会社東芝が開発し、著 
作権を有する Toshiba Embedded Bluetooth Stack for Symbian を搭載し 
ております。 

• コンテンツ所有者は、 WMDRM(Windows Media digital rights 

management) 技術によって著作権を含む知的財産を保護しています 0 本 
製品は、 WMDRM ソフトウェアを使用して WMDRM 保護コンテンツにア 
クセスします。 WMDRM ソフトウェアがコンテンツを保護できない場 
合、保護コンテンツを再生またはコピーするために必要なソフトウェア 
の WMDRM 機能を無効にするよう、コンテンツ所有者は Microsoft に要求 
することができます。無効にすることで保護コンテンツ以外のコンテン 
ツが影響を受けることはありません。保護コンテンツを利用するために 
ライセンヌをダウンロードする場合、 Microsoft がライセンスに無効化リ 
ストを含める場合がありますのであらかじめご了承ください。コンテン 
ツ所有者はコンテンツへのアクセスに際し、 WMDRM のアップグレード 
を要求することがあります。アップグレードを拒否した場合、アップグ 
レードを必要とするコンテンツへのアクセスはできません。 

• 「 CP8 PATENT 」 

• 本書では各 OS ( 日本語版 ) を次のように略して表記しています。 

■ Windows 7 は、 Microsoft® Windows® 7 (Starter、Home Basic、Home 
Premium 、 Professional 、 Enterprise 、 Ultimate) の略です 0 

■ Windows Vista は 、 Windows Vista®(Home Basic、Home Premium 、 
Business 、 Enterprise 、 Ultimate) の略です。 

■ Windows XP は、 Microsoft® Windows® XP Professional operating 
system または Microsoft® Windows® XP Home Edition operating 
system の略です。 



• Bluetooth とその □ ゴマークは、 Bluetooth SIG, INC の登録商標で、株式会 
社 NTT ドコモはライセンヌを受けて使用しています。その他の商標およ 
び名称はそれぞれの所有者に帰属します。 

• 本製品に搭載している HMM 音声合成エンジンは、修正 BSD ライセンヌを 
使用しています。 

The HMM-Based Speech Synthesis System (HTS) 
hts_engine API developed by HTS Working Group 
http://hts-engine.sourceforge.net/ 

Copyright © 

2001 -2010 Nagoya Institute of Technology, Department of Computer 
Science 

2001 -2008 Tokyo Institute of Technology, Interdisciplinary Graduate 
School of Science and Engineering 
All rights reserved. 

Redistribution and use in source and Dinary forms, with or without 
modification, are permitted provided that the following conditions are 
met: 

• Redistributions of source code must retain the above copyright 
notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

• Redistributions in binary form must reproduce the above 
copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials provided 
with the distribution. 

• Neither the name of the HTS working group nor the names of its 
contributors may be used to endorse or promote products derived 
from this software without specific prior written permission. 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND 
CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FORA 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE 
COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, 
INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF 
SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; 
OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY 
THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, 
OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY 
WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 
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Quick Manual 


CAUTION 


Use only the battery packs and adapters specified by NTT DOCOMO for use 
with the FOMA terminal. 

May cause fires, burns, bodily injury or electric shock. 

Do not throw the battery pack into a fire. 

The battery pack may catch fire, explode, overheat or leak. 

Do not dispose of used battery packs in ordinary garbage. 

May cause fires or damage to the environment. Place tape over the terminals to 
insulate unnecessary battery packs, and take them to a docomo Shop, retailer or 
institution that handles used batteries in your area. 

Avoid using the handset in extremely high or low temperatures. 

Use the FOMA terminal within the range of a temperature between 5°C and 35°C 
and a humidity between 45% and 85%. 

Charge battery in areas where ambient temperature is between 5°C and 
35°C. 

Do not point the illuminated light directly at someone’s eyes. 

Do not use Picture Light near people's faces. Eyesight may be temporarily 
affected leading to accidents. 

EN 60825 -1:1 994 A1:2002 & A2:2001 



CAUTION-CLASS 2 
LED RADIATION WHEN 
OPEN DO NOT STARE 
INTO THE BEAM 


CAUTION: 

Use of controls, adjustments or performance of procedure other than those 
specified herein may result in hazardous radiation exposure. As the emission level 
from Picture Light LED used in this product is harmful to the eyes, do not attempt 
to disassemble the cabinet. Servicing is limited to qualified servicing station only. 
Picture light source LED characteristics 

a) Continuous illumination 

b) Wavelength 
White: 400-700 nm 

c) Maximum output 

White:1.2 mW (inside FOMA terminal 4.3 mW) 


Before Using 


Inserting UIM 


Hook a finger on the tab and pull out the tray (D) 

• Pull out the tray straight until it stops. 

Hold the UIM with the 1C (gold) turned up and set on ^ Notch 


the tray (B) 


3 Push the tray all the way in (B) 


-1C (gold) 



參 Note that inserting or removing the UIM forcibly may damage the UIM or 
deform the tray. 


Picture Light 
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Attaching battery pack 


Perform with the FOMA terminal turned off while holding with your both hands. 

Push the salient of the back cover in the 
direction of the arrow (D )， slide the back 
cover approximately 3 mm (B) and remove it 

(B) 


2 Attach the battery pack (Q) 

• Turn a recycle mark side of the battery pack 
up, match tabs and attach the battery pack. 



side up 


3 Place the back cover to the FOMA terminal 
slot with the back cover open approximately 
3 mm, push it 個 } and slide it (S) to the 
direction of arrow to insert 



• Using unnecessary force when attaching or removing the battery pack may 
damage the connector terminal for the battery pack (charger terminal) on the 
FOMA terminal. 

• Securely close the back cover. If not closed securely, the back cover may 
come off and the battery pack may fall out due to vibration. 


Charging 


Open the external 
connector terminal cover 
and insert the AC adapter 
horizontally into the 
external connector 
terminal (fl) 


Charging LED 


External connector 
terminal 



Connector ■ 

(Turn the side with External connector 

the arrows up) terminal cover 


2 When inserting the AC adapter power plug into 
an outlet, charge alert is heard, charging LED 
illuminates, and charging starts 


3 When charge alert is heard and charging 
LED turns off, charging is complete 

參 When removing the connector, always hold 
the release buttons on both sides (D) and 
unplug it horizontally (H). 




• Do not forcibly insert or remove. May cause damage to the external 
connector terminal and the connector or result in malfunction. 
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Part Names and Functions 


そ 

の 

他 




D Earpiece 

B Called/Charging LED 
B Speaker 

Q HDMI terminal (type D) 

S External connector terminal 
@ Brightness sensor 
Q Display/Touch panel 
KO [3 ： Start/Hands-free key 
百 固 : W key 
[B [T]: T key 
[B 度 ]: Power/End key 
E ISeg antenna 
E 0: Side key 
E Mouthpiece/Microphone 
E microSD Card slot 
IB Strap hole 
[B FOMA antenna 
E Picture Light 
E Camera 
幽 Back cover 
B1 /x) mark 
函 Infrared port 
^ Shooting LED 
S! Out-microphone for shooting 
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Viewing Display 



Main icons 


■ 

Battery level 

-» 圍一 》 瞧一 > 圃 ― 麵 (High ^ Low) 

IdqD 

Signal status 

TddI In I T (Strong -> Weak) 

• When [ 圈外 ] appears, the handset is outside the service area or 
in a place with no signal. 

呤佟 

Hands-free 

S' o Aura ^ 

EP5 GPS GPS 2 / 

GPS 

QEiKH 

i-mode mail/SMS/Area Mail/Information received 

R 画咖囫 

i-appli 

Qm 

Alarm/Schedule 

© 

Bluetooth 


Ir communication 

ii 

i-mode 

麗 

UIM error 

If 

Self mode 


Music&Video Channel program reservation 

I 

3G 

m 

VeilView 


Turning power on 

1 國 (for at least 2 seconds) 

參 Press ® for at least 2 seconds to turn the power off. 

Changing screen display to English 

1 In the Normal menu, [ 本体設定 ] (Setting) ^ [ 文字表示 / 入力 ] (Text display/ 
input} 卜 [Select language] 卜 [English] 

Making initial setting 

1[Date and time setting] ^ set the date and time 
Z. [Password] ► register a terminal security code 

3 [Keypad sound] \ set the keypad sound 

4 [Text size] \ set the font size collectively 

5 [Request permit/deny] \ set GPS location provision 

6 [Complete] 

Checking your own phone number 

1 In the Normal menu, [Profile] 



USB connection 

团 

Record message 


Keypad dial lock 


Manner mode 

■•油 

Silent/Vibrator 

A 

Public mode (Drive mode) 

S 3 笾 

microSD Card 

か 

Software update 


1C card lock 

睏關 

Music&Video Channel 


Personal data lock 

fyS 

ISeg recording 


Basic Operations 


その他 09 

1 
















































Character entry 

■ Switching entry modes 

1 In the character entry screen, [TxtMode] 

2 Select the entry mode 
_ Entering characters 
Ex.) When entering “ 電話 ” 

1 In the character entry screen, enter ‘‘ でんわ ’’ 

• To enter “ でんわ”： [ た ] (four times) ► 「太/小 P] (once) ►[ わ ] (three 
times) ►[►] ►[ わ ] (once) 

• To enter multiple characters assigned to the same touch button: Enter a 
character ► [►] ► enter a character 

2 [Convert] 

3 [Enter] 

■ Entering pictograms/symbols 

1 In the character entry screen, [Pic/Sym] 

• To switch to pictogram: [Pictog …] 

• To switch to Deco-mail pictogram: [Pic-D] 

• To switch to single-byte symbols: [Symbol-S] 

• To switch to double-byte symbols: [Symbol-L] 

2 Select a candidate 

■ Using phrases 

1 In the character entry screen, [Menu] ► [Quote phrase/data] ^ [Phrase] 

2 Select a phrase 

■ Entering emoticons 

1 In the character entry screen, [Menu ひ [Pict/Symbol/Smiley] ► [Smiley] 

• For a mail message: In the character entry screen, [Menu] ► [Quote phrase/ 
data] ► [Pict/Symbol/Smiley] ► [Smiley] 

2 Select a category ► select an emoticon 

Changing ring tone 

1 In the Normal menu, [Setting] _ [Sound/Vibration/Manner] 卜 [Ring tone] 

2 Select an item 

• [Call ring tone] ► select an item 

• [Videophone] 

• [Mail] ► select an item 

3 Set each item 卜 [Set]/[Registerl 
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Lock/Security 


Changing terminal security code 

1 In the Normal menu, [Setting] 卜 [Lock/Security] > [Change security 
code ] 丨 enter the current terminal security code 

2 Enter the new terminal security code 

3 Enter the new terminal security code again 

4 [Save] 

Changing network security code 

1 In the Normal menu, [i-mode/web] 卜 [iMenu-^Search] ^ [ お客様サボート】 
(user support) f [ 各種設定（確認 ■ 変更 ■ 利用 )] (settings (check/change/ 
use)) ^ [ ネットワーク暗証番号変更 ] (change network security code) 

Changing i-mode password 

1 In the Normal menu, [i-mode/web] 卜 [iMenu 众 Search] 卜 [ENGLISH] ^ 
[Options] ^ [Change i-mode Password] 

Setting PIN code 

1 In the Normal menu, [Setting] 卜 [Lock/Security] _ [UIM setting] 

2 Select an item 

♦ [Change PIN1 code] ► enter the terminal security code ► enter the current 
PIN1 code ► enter the new PIN1 code ► enter the new PIN1 code again ► 
[Save] 

♦ [Change PIN2 code] ► enter the terminal security code ► enter the current 
PIN2 code ► enter the new PIN2 code ► enter the new PIN2 code again ► 
[Save] 

♦ [PIN1 entry ON/OFF] ► [ON] ► enter the PIN1 code 

Various lock functions 

■ All lock 

1 In the Normal menu, [Setting] 卜 [Lock/Security] 卜 [Lock settings ] 卜 [All 
lock] ^ enter the terminal security code 

■ Omakase Lock 

Omakase Lock is a service to lock the personal data and 1C card functions in case 
of loss, etc. by only your request to DOCOMO via phone. 

• Refer to "Mobile Phone User’s Guide [Basic Usage]" for details on Omakase 
Lock. 


















Set/Release Omakase Lock 

涵0120 -524-360 Office hours: 24 hours (in Japanese only) (open all year 
round) 

Unavailable from part of IP phones. 

※ Omakase Lock can also be set/released from the My docomo website using 
PCs. 

■ Self mode 

1 In the Normal menu, [Setting] 卜 [Other setting] ^ [Self mode] ^ select the 
setting _ [Yes] 

■ Personal data lock 

1 In the Normal menu, [Setting] 卜 [Lock/Security ひ [Lock settings] 卜 

[Personal data lock] 卜 enter the terminal security code 卜 select the setting 

■ Keypad dial lock 

1 In the Normal menu, [Setting] 卜 [Lock/Security] 卜 [Keypad dial lock] ^ 
enter the terminal security code ^ select the setting 

■ Display off lock setting 

1 In the Normal menu, [Setting] 卜 [Lock/Security] ^ [Lock settings] 卜 
[Display off lock setting] _ enter the terminal security code 卜 set each 
item ^ [Save] 

■ 1C card lock 

1 In the Normal menu, [Osaifu-Keitai] 卜 [1C card lock setting] > [1C card 
lock] ^ enter the terminal security code 卜 select the setting 

Incoming call restriction 

■ Setting response to a call with no caller ID 

1 In the Normal menu, [Setting] 卜 [Lock/Security] i [Call rejection setting] 卜 
enter the terminal security code 

2 Select the reason 

3 Set each item ^ [Set] 

_ Rejecting a call from a caller unset in phonebook 

1 In the Normal menu, [TEL function] 卜 [Dial/Receive call setting] 卜 [Reject/ 
Accept call] 

2 [Unregistered caller] 卜 enter the terminal security code _ select the 
setting 


VoiceA/ideophone Calls 


Making a voice/videophone call 

1 In stand-by, H ► enter a phone number 

2 [/* *] (Phone)/[VP Call] 

3 1*1*1 to end the call 

Receiving a voice/videophone call 

1 When a call is received, the ring tone sounds and the called LED flashes 

2 H 

3 1^*1 to end the call 

Making a call with redials/received calls 

1 In the Normal menu, [TEL function] ^ [Dialed/Received calls】 卜 [Received 
calls]/[Redial] 

2 Select the history 

3 [/*] (Phone)/[VP Call] 

Using overseas 

■ Making a call to outside the country you stay in (including Japan) 

1 In stand-by, |VJ ► enter “+” (touch [0/+] for a while), country code, area 
code (city code) and other party’s phone number 

• When the area code (city code) begins with "0", omit the "0” when dialing 
(Include "0" when making a call to some countries or regions such as Italy). 

2 [/*] (Phone)/[VP Call] 

■ Making a call in country you stay 

1 In stand-by, [3 ► enter a phone number 

2 [/*] (Phone)/[VP Call] 

■ Making a call to WORLD WING user overseas 

When you make a call to a WORLD WING user overseas, you make a call as an 
international call to Japan regardless of your country of stay. 

1 In stand-by, \7} ► enter “+” (touch [0/+] for a while), country code “81” 
(Japan) and the other party’s mobile phone number excluding the first ‘‘0’’ 

2 [/*] (Phone)/[VP Call] 
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Mail 


Sending i-mode mail 

1 In the Normal menu, [Mail] ^ [Compose message] 

2 Select the TO field ^ enter a destination 

3 Select the SUB field 卜 enter a subject 

4 [Message] _ enter a message 

5 [Send] 

Checking new i-mode mail 

1 In the Normal menu, [Mail] ^ [Check new mail/message] 

Replying to i-mode mail 

1 In the received mail details screen, [Submenu] ^ [Reply/Forward] 

2 Select the reply method 

J Compose and send a mail 

Displaying a mail in Inbox/Outbox/Unsent box 

1 In the Normal menu, [Mail] 

2 Select a box 

3 Select a mail 


Phonebook 


Adding phonebook entries 


1 In the Normal menu, [TEL function】 卜 [Phonebook] ► [Add to phonebook]/ 
[UIM operation] 

2 Set each item V [Save] 



Shooting still pictures 


1 In the Normal menu, [CAMERA/TV/MUSIC] ► [Camera] ► [Still image 
shooting] 

2〇 (side key) 

3 0 (side key) 
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Shooting moving pictures 

1 In the Normal menu, [CAMERA/TV/MUSIC] ► [Camera] ► [Movie shooting] 

2 0 (side key) 

3 0 (side key) to end shooting 

4 [Save] 

Displaying shot still pictures 

1 In the Normal menu, [Data box] ► [My picture] 

2 [Camera] folder ► select a still picture 

Playing shot moving pictures 

1 In the Normal menu, [Data box] ► [i-motion/Movie] 

2 [Camera] folder ► select a moving picture 


Watching ISeg 


Performing channel setting 

1 In the Normal menu, [CAMERA/TV/MUSIC] ►[ISeg] ► [Channel setting] 

♦ When the confirmation screen appears: [Yes] ► proceed to step 3 

2 [Submenu] ^ [Create] 

3 Select the registration method 

♦ [Use preset] 

♦ [Auto setting] ► [Yes] 

• When you do not set the area: [No] ► proceed to step 6 

4 Select an area 

5 Select a prefecture/district 

6 [Yes] 

Watching ISeg 

1 In the Normal menu, [CAMERA/TV/MUSIC] ►[ISeg] ► [Activate ISeg] 


Playing recorded videos 


1 In the Normal menu, [Data box] 卜 [ISeg] 

2 [Video] folder 卜 select a video 

































Music Playback 


Using Music&Video Channel 

The Music&Video Channel service is provided in Japanese. 

1 In the Normal menu, [CAMERA/TV/MUSIC] ► [Music&Video Channel] 

2 Select a program 

Using MUSIC Player 

1 In the Normal menu, [Data box] ^ [MUSIC] 

2 Select music data 


Network Services 


Setting Voice Mail Service 

Voice Mail Service is a paid option (monthly fees apply) that requires subscription. 

1 In the Normal menu, [TEL function] 卜 [Voice mail service] 

2 [Activate] 卜 [Yes] ► [Yes] ► enter the ringing time 卜 [OK] 

Setting Call waiting service 

Call waiting service is a paid option (monthly fees apply) that requires subscription. 

1 In the Normal menu, [TEL function] 卜 [Other network service] ► [Call 
waiting] 

2 [Activate] ► [Yes] ► [OK] 

Setting Call Forwarding Service 

Call Forwarding Service is a free option (no monthly fees) that requires 
subscription. 

1 In the Normal menu, [TEL function] 卜 [Other network service] ► [Call 
forwarding] 

2 [Activate] > [Yes] ► [Yes] ► enter a phone number 卜 [Complete] i [Yes] ► 
enter the ringing time 卜 [OK] 


Osaifu-Keitai 


Hold the mark of the FOMA terminal over the scanning device to use as 
electronic money or railway tickets or to retrieve ToruCa. 

• When the FOMA terminal is stolen or lost, immediately contact your provider of 
Osaifu-Keitai compatible service for handling methods. 
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Bluetooth function 


• The Bluetooth word mark and logos are owned by Bluetooth SIG, Inc. and any 
use of such marks by NTT DOCOMO, INC. is under license. Other trademarks 
and trade names are those of their respective owners. 

Registering Bluetooth devices on FOMA terminal 

• Switch the other party's Bluetooth device to the registration stand-by status in 
advance. 

1 In the Normal menu, [Tool] ► [Bluetooth] ^ [List/cnnct/discnct] 

• The device list screen appears when registered device exists. Select 
[Search] and proceed to step 3. 

2 [Yes] 

3 Point the cursor to the Bluetooth device to register 卜 [Submenu] 卜 
[Register Devices] 

4 Enter the Bluetooth passkey 

Connecting with Bluetooth devices 

1 In the Normal menu, [Tool] ► [Bluetooth] i [List/cnnct/discnct] 

2 Select a Bluetooth device to connect to 


General Notes 


Introduction of options and related devices 

■ Battery Pack SH26 ■ FOMA AC Adapter 01 for Global use 

■ FOMA AC Adapter 01/02 


Main specifications 


Size 

119(H)x 59 (W) x 15.7 (D) mm 
(16.6 at thickest point) 

Weight 

139 g (with battery pack attached)* 

Continuous 
talk time 

FOMA/3G 

Voice call: 210 min* 

Videophone:140 min 
(with substitute image)* 

Continuous 
stand-by time 

FOMA/3G 

When mobile: 390 hr* 

At rest: 580 hr* 

Charge time 

FOMA AC Adapter 01/02 

140 min* 

FOMA DC Adapter 01/02 

140 min* 


その他 








































Specific Absorption Rate (SAR) of Mobile Phones 

This model SH-05C mobile phone complies with Japanese technical 
regulations and international guidelines regarding exposure to radio waves. 

This mobile phone was designed in observance of Japanese technical regulations 
regarding exposure to radio waves (*1) and limits to exposure to radio waves 
recommended by a set of equivalent international guidelines. This set of 
international guidelines was set out by the International Commission on 
Non-Ionizing Radiation Protection (ICNIRP), which is in collaboration with the 
World Health Organization (WHO), and the permissible limits include a substantial 
safety margin designed to assure the safety of all persons, regardless of age and 
health condition. 

The technical regulations and international guidelines set out limits for radio waves 
as the Specific Absorption Rate, or SAR, which is the value of absorbed energy in 
any 10 grams of tissue over a 6-minute period. The SAR limit for mobile phones is 
2.0 W/kg. The highest SAR value for this mobile phone when tested for use at the 
ear is 1.030 W/kg. There may be slight differences between the SAR levels for 
each product, but they all satisfy the limit. 

The actual SAR of this mobile phone while operating can be well below that 
indicated above. This is due to automatic changes to the power level of the device 
to ensure it only uses the minimum required to reach the network. Therefore in 
general, the closer you are to a base station, the lower the power output of the 
device. 

This mobile phone can be used in positions other than against your ear. This 
mobile phone satisfies the international guidelines when used with a carrying case 
or a wearable accessory approved by NTT DOCOMO, INC. (*2). In case you are 
not using the approved accessory, please use a product that does not contain any 
metals, and one that positions the mobile phone at least 1.5 cm away from your 
body. 

The World Health Organization has stated that present scientific information does 
not indicate that there are harmful effects attributed to the use of mobile devices. 
They recommend that if you are worried about your exposure then you can limit 
your usage or simply use a hands-free kit to keep the mobile device away from the 
head and body. 

Please refer to the WHO website if you would like more detailed information. 
http://www.who.int/docstore/peh-emf/publications/facts_press/fact_english.htm 
Please refer to the websites listed below if you would like more detailed 
information regarding SAR. 
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Ministry of Internal Affairs and Communications Website: 
http://www.tele.soumu.go.jp/e/sys/ele/index.htiTi 
Association of Radio Industries and Businesses Website: 
http://www.arib-emf.org/index02.html (in Japanese only) 

NTT DOCOMO, INC. Website: 
http://www.nttdocomo.co.jp/english/product/sar/ 

SHARP Corporation Website: 

http://www.sharp.co.jp/products/menu/phone/cellular/sar/index.html 
(in Japanese only) 

*1 Technical regulations are defined by the Ministerial Ordinance Related to 
Radio Law (Article 14-2 of Radio Equipment Regulations). 

*2 Regarding the method of measuring SAR when using mobile phones in 
positions other than against the ear, international standards (IEC62209-2) 
were set in March of 2010. On the other hand, technical regulation is currently 
being deliberated on by national council (As of December, 2010). 

European RF Exposure Information 

Your mobile device is a radio transmitter and receiver. It is designed not to exceed 
the limits for exposure to radio waves recommended by international guidelines. 
These guidelines were developed by the independent scientific organization 
ICNIRP and include safety margins designed to assure the protection of all 
persons, regardless of age and health. 

The guidelines use a unit of measurement known as the Specific Absorption Rate, 
or SAR. The SAR limit for mobile devices is 2 W/kg and the highest SAR value for 
this device when tested at the ear was 0.998 W/kg*. 

As SAR is measured utilizing the devices highest transmitting power the actual 
SAR of this device while operating is typically below that indicated above. This is 
due to automatic changes to the power level of the device to ensure it only uses 
the minimum level required to reach the network. 

The World Health Organization has stated that present scientific information does 
not indicate the need for any special precautions for the use of mobile devices. 
They note that if you want to reduce your exposure then you can do so by limiting 
the length of calls or using a hands-free device to keep the mobile phone away 
from the head. 


The tests are carried out in accordance with international guidelines for testing. 







Declaration of Conformity 


(€0168 


Hereby, Sharp Telecommunications of Europe Ltd, declares 
that this SH-05C is in compliance with the essential 
requirements and other relevant provisions of Directive 
1999/5/EC. 

A copy of the original declaration of conformity can be 
found at the following Internet address: 
http://www.sharp.co.jp/k-tai/ (in Japanese only) 


FCC Notice 

參 This device complies with part 15 of the FCC Rules. 

Operation is subject to the following two conditions: 

(1)This device may not cause harmful interference, and (2) this device must 
accept any interference received, including interference that may cause 
undesired operation. 

• Changes or modifications not expressly approved by the manufacturer 
responsible for compliance could void the user's authority to operate the 
equipment. 

Information to User 

This equipment has been tested and found to comply with the limits of a Class B 
digital device, pursuant to Part 15 of the FCC Rules. These limits are designed to 
provide reasonable protection against harmful interference in a residential 
installation. This equipment generates, uses and can radiate radio frequency 
energy and, if not installed and used in accordance with the instructions, may 
cause harmful interference to radio communications. 

However, there is no guarantee that interference will not occur in a particular 
installation; if this equipment does cause harmful interference to radio or television 
reception, which can be determined by turning the equipment off and on, the user 
is encouraged to try to correct the interference by one or more of the following 
measures: 

1. Reorient/relocate the receiving antenna. 

2. Increase the separation between the equipment and receiver. 

3. Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which 
the receiver is connected. 

4. Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 


FCC RF Exposure Information 

Your handset is a radio transmitter and receiver. 

It is designed and manufactured not to exceed the emission limits for exposure to 
radio frequency (RF) energy set by the Federal Communications Commission of 
the U.S. Government. 

The guidelines are based on standards that were developed by independent 
scientific organisations through periodic and thorough evaluation of scientific 
studies. The standards include a substantial safety margin designed to assure the 
safety of all persons, regardless of age and health. 

The exposure standard for wireless handsets employs a unit of measurement 
known as the Specific Absorption Rate, or SAR. The SAR limit set by the FCC is 
1.6W/kg. 

The tests are performed in positions and locations (e.g., at the ear and worn on 
the body) as required by the FCC for each model. The highest SAR value for this 
model handset when tested for use at the ear is 0.863 W/kg and when worn on the 
body, as described in this user guide, is 0.684 W/kg. 

Body-worn Operation; This device was tested for typical body-worn operations 
with the back of the handset kept 1.5 cm from the body. To maintain compliance 
with FCC RF exposure requirements, use accessories that maintain a 1.5 cm 
separation distance between the user’s body and the back of the handset. The 
use of beltclips, holsters and similar accessories should not contain metallic 
components in its assembly. 

The use of accessories that do not satisfy these requirements may not comply 
with FCC RF exposure requirements, and should be avoided. 

The FCC has granted an Equipment Authorization for this model handset with all 
reported SAR levels evaluated as in compliance with the FCC RF emission 
guidelines. SAR information on this model handset is on file with the FCC and can 
be found under the Display Grant section of http://www.fcc.gov/oet/ea/fccid/ after 
searching on FCC ID APYHR000134. 

Additional information on Specific Absorption Rates (SAR) can be found on the 
Cellular Telecommunications & Internet Association (CTIA) Website at http:// 
www.ctia.org/. 
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Inquiries 


General inquiries <docomo Information Center 〉 

(Business hours: 9:00 a.m. to 8:00 p.m.) 

涵 0120-005-250 (toll free) 

※ Service available in: English, Portuguese, Chinese, Spanish, Korean. 

Unavailable from part of IP phones. 

(Business hours: 9:00 a.m. to 8:00 p.m. (open all year round)) 

From DOCOMO mobile phones 
(In Japanese only) 

Q (No prefix)151(toll free) 

※ Unavailable from land-line phones, etc. 

From land-line phones 
(In Japanese only) 

涵 0120-800-000 (toll free) 

Unavailable from part of IP phones. 

• Please confirm the phone number before you dial. 

Repairs 

(Business hours: 24 hours (open all year round)) 

From DOCOMO mobile phones 
(In Japanese only) 

Q (No prefix)113 (toll free) 

JK Unavailable from land-line phones, etc. 

From land-line phones 
(In Japanese only) 

涵 0120-800-000 (toll free) 

Unavailable from part of IP phones. 

• Please confirm the phone number before you dial. 

• For Applications or Repairs and After-Sales Service, please contact the 
above-mentioned information center or the docomo Shop etc. near you on the 
NTT DOCOMO website or the i-mode site. 

NTT DOCOMO website: http://www.nttdocomo.co.jp/english/ 
i-mode site: iMenu ► お客様サボート (user support) ► ドコモショップ 
(docomo Shop) (In Japanese only) 
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Loss or theft of FOMA terminal or payment of 
cumulative cost overseas く docomo Information Center 〉 

(available 24 hours a day) 

From DOCOMO mobile phones 

International call access code for the -81-3-6832-6600* * (toll free) 
country you stay 

* You are charged a call fee to Japan when calling from a land-line phone, etc. 
※ If you use SH-05C, you should dial the number +81-3-6832-6600 

(to entertouch [0/+] for a while). 

From land-line phones 
<Universal number> 

Universal number international prefix -8000120-0151* 

* You might be charged a domestic call fee according to the call rate for the 
country you stay. 

※ For international call access codes for major countries and universal number 
international prefix, refer to DOCOMO International Services website. 

hailures encountered overseas 
<Network Support and Operation Center> 

(available 24 hours a day) 

From DOCOMO mobile phones 

International call access code for the -81-3-6718-1414* (toll free) 
country you stay 

* You are charged a call fee to Japan when calling from a land-line phone, 
etc. 

※ If you use SH-05C, you should dial the number +81-3-6718-1414 
(to entertouch [0/+] for a while). 

From land-line phones 

<Universal number> 

Universal number international prefix -8005931-8600* 

* You might be charged a domestic call fee according to the call rate for the 
country you stay. 

※ For international call access codes for major countries and universal number 
international prefix, refer to DOCOMO International Services website. 

• If you lose your FOMA terminal or have it stolen, immediately take the steps 
necessary for suspending the use of the FOMA terminal. 

• If the FOMA terminal you purchased is damaged, bring your FOMA terminal to 
a repair counter specified by DOCOMO after returning to Japan. 
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microSD の初期化 . 80 
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0FFICEED . 45 

PIN □ック 解除コード . 39 

PIN1 コード -PIN2 コード . 39 

Quick Manual. 106 
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ご契約内容の確認•変更、各種サービスのお申し込み、各種資料請求をオンライン上で承っております。 


i モードから i Menu ► お客様サボート ► お申込•お手続き卜各種お申込•お手続き Iバケツト通信料無料 I 

パソコンから My docomo(http://www.mydocomo.com/) ► 各種お申込•お手続き 


※ i モードからご利用になる場合、「ネットワーク暗証番号」が必要となります。 

※ i モードからご利用になる場合のバケツト通信料は無料です。海外からのアクセスの場合は有料となります。 

※ パソコンからご利用になる場合 、 「docomo ID/ パヌワード」が必要となります。 

※ 「ネットワーク暗証番号」および 「docomo ID/ パスワード」をお持ちでない方 • お忘れの方は取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」にご 
相談 < ださい。 

※ ご契約内容によってはご利用になれなしヽ場合があります。 

※ システムメンテナンスなどにより、ご利用になれない場合があります。 


マナーもい っ しょに携帯しましょう 

公共の場所で携帯電話をご利用の際は周囲への心く 
ばりを忘れずに。 

こんな場合は必ず電源を切りましょう 

航空^内、病院内や電車などの優先席付近では、必ず携帯 
電話の電源を切ってください。 

こんな場合は公共モードに設定しましょう 


f ドコモの環境への取リ組み 

取扱説明書の薄型化 

本書では、基本的な機能の操作について説明することにより、 
取扱説明書の薄型化を図り、紙の使用量を削減いたしました。 
よく使われる機能や詳しい説明については、使いかたガイド 
(本 FOMA 端末に搭載)やドコモのホームぺージでご確認いた 
だけます。 


■ 運転中の場合 

運転中の携帯電話を手で保持しての使用は罰則の対象と 
なります。傷病者の救護または公共の安全の維持など、や 
むを得ない場合を除きます。 

■ 劇場•映画館•美術館など、公共の場所にいる場合 

プライバシーに配慮しましょう 

^カメラ付き携帯電話を利用して、撮影や画像送信を行 
:ろ際はプライバシーなどにご配慮ください。 


携帯電話の回収•リサイクル 



携帯電話 flHS 事業者は、環境を保護し貴重な 
資源を再利用するためにお客様が不要となつ 
てお持ちになる電話機•電池•充電器をブラン 
ド•メーカー問わず左記マークのあるお店で 


ヮ回収し、リサイクルをイラっております。 


お近<のドコモシヨツプへお持ち<ださい。 


• この印刷物はリサイクルに配慮して製本されています。不要と 
なった際は、回収、リサイクルに出しましよう。 














ンセンター > 


I ドコモの携帯電話からの場合 ■一般電話などからの場合 


故障お問い合わせ先 


■ドコモの携帯電話からの場合 ■一般電話などからの場合 


□ (局番なしの）151(無料） ■ 0120-800-000 □ (局番なしの）113 (無料） ^0120-800-000 

※一般電話などからはご利用いだだけません。※一部の ip 電話からは接続できない場合があ ※一般電話などからはご利用いだだけません。※一部の ip 電話からは接続できない場合があ 

ります。 ります。 

受付時間午前 9:00 〜午後 8:00 (年中無休） 受付時間 24 時間（年中無休） 

參番号をよ<ご確認の上、お間違いのないよラにおかけ<ださい。 

♦各種手続き、故障•アフターサービスについては、上記お問い合わせ先にご連絡いだだ<か、ドコモホームページ、 i モードサイトにてお近<のドコモショップなどにお問い合わせ<ださい。 

ドコモホームページ http://www.nttdocomo.co.jp/ i モードサイト i Menu ►お客様サポート ► ドコモシヨップ 



* 一般電話などでかけた場合には、日本向け通話料がかかります。 
※ SH-05C か5ご利用の場合は、+ 81 -3-6832-6600 でつながります。 
( 「+」は[0/ + ]をロングタツチします。） 


* 一般電話などでかけだ場合には、日本向け通話料がかかります。 
※SH-05C からご利用の場合は、+ 81 -3-6718-14 14でつながります。 
( 「+」は[0/+]をロングタツチします。〉 


一般電話などからの場合 
< ユニバーサルナンバー > 


ユニバーサルナンバー用 
国際識別番号 


-8000120-0151* 


一般電話などからの場合 
< ユニバーサルナンバー > 

1-8005931 ■8600* 


ユニバーサルナンパー用 
国際識別番号 


* 滞在国内通話料などがかかる場合があります。 * 滞在国内通話料などがかかる場合があります。 

※主要国の国際電話アクセス番号/ユニバーサルナンパー用国際識別番号については、ドコ ※主要国の国際電話アクセス番号/ユニバーサルナンバー用国際識別番号については、ドコ 

モの「国際サービスホームぺージ」をご覧<ださい。 モの「国際サービスホームぺージ」をご覧<ださい。 


• 紛失 • 盗難などにあわれたら、速やかに利用中断手続きをお取りください。 

• お客様が購入された FOMA 端末に故障が発生した場合は、ご帰国後にドコモ指定の故障取扱窓口へご持参ください。 


マナーもいっしよに携帯しましよう。 

◎ 公共の場所で携帯電話をご利用の際は、周囲の方への心くばりを忘れずに。 


販売元株式会社 NTT ドコモ 
製造元シャーフ株式会社 



Li-ion00 


環境保全のため、不要になった電池は 
NTT ド コモ または代理店、リサイクル 
協力店などにお持ちください。 


r^^tlPRINTED WITHl 
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大豆油インキを使用して•います。 再生紙を使用しています 
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SH-05C 

パソコン接続マニュアル 




• 3 T—yia 信 . 1 

•ご 使用になる前に . 2 

• データ転送(〇 BEX ™ 通信)の準備の流れ . 3 

• データ通信の準備の流れ . 4 

•パソコンと FOMA 端末を接続する . 5 

• FOMA 通信設定ファイルをインヌトールする . 6 

• Bluetooth 接続の準備をする . 10 

♦ド コモコネクションマネージャを利用する通信の設定 . 12 

癱ド コモコネクションマネージやを利用しない通信の設定 . 18 

•データの 送受信(〇 BEX ™ 通信)について . 28 

• AT ] マンドー覧 . 30 


パソコン接続マニュアルについて 

本マニュアルでは、 SH -05 C でデータ通信をする際に必要な事項についての説明をはじめ、 CD - 
R 0 M 内の 「 FOMA 通信設定フアイル」「ドコモコネクションマネージャ」のインストール方法な 
どを説明しています。 

お使いの環境によっては操作手順や画面が一部異なる場合があります。 


11 . 1 ( 1 ® 



















| FOMA 端末から利用できるデータ通信 


FOMA 端末の通信形態は、パケット通信、 64K データ通信、データ転送の3つに分類されます。 

• FOMA 端末は FAX 通信をサボートしていません。 

• FOMA 端末を sigmarionDI と接続してデータ通信を行うことができます。ハイスピードエリア対応の高速通信 
には対応しておりません。 

• FOMA 端末は、 Remote Wakeup には対応していません。 

• 海外では、バソコンなどと接続しての 64K データ通信は利用できません。 

• 海外でバケット通信を行う場合は、 IP 接続で通信を行ってください (PPP 接続ではバケット通信できません)。 

■データ転送 (OBEX™ 通信） 

画像や音楽、電話帳、メールなどのデータを、 FOMA 端末と他の FOMA 端末やバソコンなどの間で送受信します。 





赤外線通信 
i C 通信 
Bluetooth 通信 



SH-05C 


V 




FOMA 充電機能付 USB 接続ケ-ブル02 (別売) 
microSD 力ード 
ドコモケータイ datalink 


■パ ケット通信 

送受信しだデータ量に応じて課金されます。ネットワークに接続中でもデータの送受信を行っていないときは 
通信料がかからないので、ネットワークに接続したまま必要なときにデータの送受信を行うという使いかたが 
できます。 

ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U」 など、 FOMA のパケット通信に対応したアクセスポイントを 
利用して、受信最大 7.2Mbps、 送信最大 5.7Mbps の高速通信を行うことができます(通信環境や、電波などが混み 
合った状態の影響により通信速度が変化するベストエフオート方式による提供です)。 

• 最大 7.2Mbps、 最大 5.7Mbps とは、技術規格上の最大値であり、実際の通信速度を示すものではありません。実 
際の通信速度は、ネットワークの混み具合や通信環境により異なります。 

• FOMA ハイスピードエリア外や HIGH-SPEED に対応していないアクセスポイントに接続するとき、まだはド] 
モの PDArsigmarionUI」 など HIGH-SPEED に対応していない機器をご利用の場合は、通信速度が遅くなる場合 
があります。 

バケット通信は FOMA 端末とパソコンなどを FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02(別売)や Bluetooth 機能で 
接続して、各種設定を行うと利用できます。メールの文字データの送受信など、比較的少ないデータ量を高速で 
やりとりする場合に適しています。 

データ量の大きいファイルの送受信を行った場合、通信料金が高額になりますので、ご注意 < ださい。 

FOMA 端末では、パソコンなどによるバケット通信と音声電話を同時に利用できます。 

■ 64K データ通信 

接続している時間に応じて課金されます。ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U」 など、 FOMA 64K 
データ通信に対応しだアクセスポイント、まだは ISDN の同期 64K アクセスポイントを利用します。 

64K データ通信は FOMA 端末とパソコンなどを FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02や Bluetooth 機能で接続 
して、各種設定を行うと利用できます。データ BOX コンテンツのダウンロードなど、比較的データ量の多い送受 
信を行う場合に適しています。 

長時間通信を行うと、通信料金が高額になりますのでご注意 < ださい。 
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I ご利用にあたっての留意点 

■インター ネットサービスプロバイダの利用料について 

インタ— ネットをご利用の場合は、ご利用になるインターネットサービヌプ□バイダに対する利用料が必要にな 
ります。この利用料は、 FOMA サービスの利用料とは別に、インターネットサービヌプ□バイダにお支払いいただ 
きます。利用料の詳しい内容については、ご利用のインターネットサービスプ□バイダにお問い合わせ < ださい。 

ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U 」 をご利用いただけます 。 「mopera U 」 をご利用いだだく場合 
は、お申し込みが必要(有料)となります。 

■接続 先(インターネットサービスプロバイダなど）の設定について 

バケット通信と 64 K データ通信では接続先か異なります。バケット通信を行うときは、 FOMA パケット通信対応 
の接続先、 64 K データ通信を行うときは FOMA 64 K データ通信、または ISDN 同期 64 K 対応の接続先をご禾_くだ 
さい 0 

• DoPa のアクセスポイントには接続できません。 

• mopera のサービス内容および接続設定方法については mopera のホームページをご確認ください。 
http :/ / www . mopera . net / mopera/i ndex.html 

■バケッ ト通信および 64 K データ通信の条件 

日本国内でデータ通信(パケット通信/ 64 K データ通信）を行うには、次の条件が必要になります。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02を利用できるパソコンであること 

• Bluetooth 機能を利用する場合は、パソコンが Bluetooth 標準規格 Ver .1.1、 Ver .1.2 または Ver .2.0+ EDR (ダイヤ 
ルアップネットフーキングプ□ファイル）に対応していること 

• FOMA サービスエリア内であること 

•パケット通信の場合、アクセスポイントが FOMA のパケット通信に対応していること 

• 64 K データ通信の場合、接続先が FOMA 64 K データ通信、まだは ISDN 同期 64 K に対応していること 
ただし、前述の条件が整っていても、基地局が混雑していたり、電波状況などにより通信ができないことがあり 
ます。 


•パケット 接続を行う場合は、 FOMA 端末と接続する機器が JATE (財団法人電気通信端末機器審査協会)の認定品であ 
る必要があります。 

■ ブラウザ利用時のアクセス認証について 

パソコンのブラウザで FirstPass 対応サイトを利用するときのアクセス認証では FirstPass (ユーザ証明書)が必要 
です。詳し <はドコモのホームページをご覧ください。 



データ通信を利用するためのパソコンの動作環境は次のとおりです。 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

PC / AT 互換機 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02(別売)を使用する場合: USB ポート (Universal Serial 

Bus Specification Rev 1.1/2.0 準拠） 

Bluetooth 機能を利用する場合: Bluetooth 標準規格 Ver . 1 . 1、 Ver . 1 .2 または Ver .2.0+ EDR 準拠（ダイ 
やルアップネットワーキングプ□ファイル） 

ディスプレイ解像度800 X 600ドット 、 High Color 16ビット以上を推奨 
• ドコモコネクションマネージャは 1024 X 600 ドット以上 （1024 X 768 ドット以上を推奨） 

0 S 

Windows XP、Windows Vista、Windows 7(各日本語版） 

必要メモリ 

Windows XP ：128 MB 以上 、 Windows Vista :512 MB 以上 、 Windows 7(32 ビット版）： 1 GB 以上、 
Windows 7(64 ビット版）： 2 GB 以上 

ハードデイヌク容量 

5 MB 以上の空き容量 

• ドコモコネクションマネージャは 10 MB 以上の空き容量 

Web ブラウザ※ 

Internet Explorer り.0以上 

メールソフト& 

Windows メールおよび〇 utlook Express 6.0 


※ドコモコネクションマネージャを利用するための動作環境です。 

• 動作環境の最新情報については、ドコモのホームページをご確認<ださい。 

• 必要メモリ•ハードデイヌク容量は、パソコンのシヌテム構成によって異なる場合があります。 
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• メニューが 動作す る 推奨環境は Microsoft Internet Explorer 7.0 以上です。 

Windows XP の場合、推奨環境は Microsoft Internet Explorer 6.0 以上です。 

• CD - ROM をセットしてもメニューが表示されない場合は、次の手順で操作してください。 

Windows 7の場合 

Windows の[フタート]メニューで[プログラムとファイルの検索]欄に[く CD - ROM ドライプ名〉： index . html ] 
と指定し、検索結果欄に表示されだ [ index . html ] をクリックします。 

Windows Vista の場合 

Windows の[スタート]メニューで[検索の開始]欄に[く CD - ROM ドライプ名〉： index . html ] と指定し、検索結 
果欄に表示されだ [ index . html ] をクリックします。 

Windows XP の場合 

Windows の[スタート]メニ ューで [ファイル名を指定して実行]をクリックし、[く CD - ROM ドライブ名〉： 
index . html ] と指定して [ OK ] をクリックします。 

• OS のァップグレードや追加•変更した環境での動作は保証いだしかねます。 

• 動作環境によってはご使用になれなしヽ場合があります。また、前記の動作環境以外でのご使用による問しヽ合わ 
せおよび動作保証は、当社では責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

• CD - R 〇 M をパソコンにセットすると、警告画面が表示される場合があります。この警告は 、 Internet Explorer の 
セキュリティの設定によって表示されますが、使用には問題ありません。 

[はい]をクリックしてください。 


| 必要な機器 


FOMA 端末とノソコン以外に次のハードウェア、ソフトウェアを使います。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02(別売)※、または FOMA USB 接続ケープル(別売)※ 
參 CD - R 〇 M 「 SH -05 C 用 CD - R 〇 M 」 （イ寸属） 

※ USB 接続の場合 


• USB ケーフルは専用の 「 FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02丄または 「FOMA USB 接続ケープル」をご利用くださ 
しへ。パソコン用の USB ケープルはコネクタ部の形状が異なるため使用できません。 

• USB HUB を使用すると、正常に動作しない場合があります。 


データ転送 ( obex tm 通信)の準備の流れ 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02(別売)をご利用になる場合は、 FOMA 通信設定フアイルをイン 
ヌトールして < ださい。 
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データ通信の準備の流れ 

パソコンと FOMA 端末を接続して、パケット通信および 64K データ通信を利用する場合の準備について 
説明します。次のような流れになります。 


USB 接続の場合 Bluetooth 接続の場合 



《ドコモコネクションマネージャの設定については、「ドコモコネクションマネージャ操作マニュアル. pdf 」 を 
ご覧 < ださい。 

❿ FOMA 端末でインターネットをするには、プロードバンド接続などに対応しだ 「mopera U 」 (お申し込み必要） 
が便利です。使用した月だけ月額使用料がかかるプランもございます。 


| FOMA 通信設定ファイルについて 


FOMA 端末とパソコンを FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02で接続してデータ通信を行うには、付属 
の CD-ROM から FOMA 通信設定ファイルをインストールする必要があります （o^P.6 〜 P.9)。 

• インストールに失敗して P .8 「インヌトールした FOMA 通信設定ファイル（ドライパ)を確認する」の操作3の各画面 
で [FOMA SH 05 C ] のデバイス名が表示されていない場合は、 TOMA 通信設定ファイルをアンインストールし 
( o ^ P .8)、 もう一度インヌトールしてください。 

• 何らかの原因により、パソコンが FOMA 端末を認識できなくなった場合は、 RDMA 通信設定ファイルをアンインス 
トールし （ b ^ P .8)、 もう一度インヌトールしてください。 


■ Bluetooth 接続を準備する 

Bluetooth 対応パソコンと FOMA 端末をワイヤレヌ接続してデータ通信を行います。 
• Bluetooth 接続の詳細については o^P. 10 


| ドコモコネクションマネージャについて 

付属の CD-ROM からドコモコネクションマネージヤをパソコンにインストールして使うと、 FOMA 端末 
とパソコンを接続して行うパケット通信や、 64K データ通信に必要なさまざまな設定を、簡単に行うこと 
ができます （n^P.12)。 
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I FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02で接続する 


FOMA 充電機能付 USB 接続ケープ 
ル02(別売)の FOMA 端末側コネク 
夕を FOMA 端末の外部接続端子に差 
し込む ( n )。 

FOMA 充電機能付 USB 接続ケープ 
ル02のパソコン側コネクタをパソ 
コンの USB コネクタに差し込む 

( B )。 



FOMA 充電機能付 USB 
接続ケープル02(別売) 


取り外しかた 

1 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02の FOMA 端末側のリリー 
スボタンを押した状態 (II) で、 FOMA 端末からコネクタを水平に引 
き抜く （ B )。 

• 無理に引っ張ると故障の原因となります。 

2 パソコンから FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02のコネクタ 
を抜<。 


• FOMA 端末の USB モード設定を[通信モード]にして接続してください。 

• 通信モードにする: FOMA 端末のノーマルメニューで[本体設定] ► [外部接続] ► [ USB モード] ► [通信モード]の 
順に選ぶ。 

• データ通信中に FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02を外さないでください。データの送受信ができないだけでな 
く、データが失われることかあります。 



バソコンと FOMA 端末を接続する 

パソコンと FOMA 端末は、電源が入っている状態で接続してください。パソコンと FOMA 端末を接続する 
と、 FOMA 端末の画面に [¢3] が表示されます。 FOMA 通信設定ファイルがインストールされていない場 
合、使用するパソコンに FOMA 端末を接続する前に、 FOMA 通信設定ファイルをインストールしておきま 
す（ぼ P .6) 0 

• Bluetooth 機能を利用してワイヤレス接続する場合は、 P .10 を参照してください。 


続バる 
接力け 
部子開 
外端を 
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FOMA 通信設定ファイルをインストールする 

FOMA 端末を FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 02( 別売)でパソコンに接続してデータ通信を行うに 
は、 FOMA 通信設定ファイルが必要です。 

• FOMA 通信設定ファイル（ドライバ)をインヌトールする前に、パソコンに常駐しているソフトはすべて終了 
してください。 

• FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02を使用して接続するとき以外は、 FOMA 通信設定ファイルをインス 
トールする必要はありません。 


| FOMA 通信設定ファイル（ドライバ)をインストールする 

• パソコンの管理者権限を持つだユーザーでインストールして<ださい。 

• ユーザーアカウント制御画面が表示された場合は、[はい]または[許可]、[続行]をクリックして < ださい。 
• FOMA 端末は操作1〜6を行ったあとにパソコンに接続してください。 


1付属の CD - ROM をパソコンにセットする。 

1 • TOP 画面が表示されます。 


docomo 





[データリンクソフト■各種設定ソフト] ► 
[ FOMA 通信設定ファイル⑴ SB ドライ 
パ）]欄の [ Windows ® 7 (32 ビット版)用] 
をクリックする。 

Windows 7 (64 ビット版)の場合 

1 [ Windows ® 7 (64 ビット版)用]をクリックす 

Windows Vista (32 ビット版)の場合 

1 [Windows Vista ® (32 ビット版)用]をクリッ 
クする。 

Windows Vista (64 ビット版)の場合 

1 [Windows Vista ® (64 ビット版)用]をクリッ 
クする。 

Windows XP の場合 

1 [ Windows ® XP 用]をクリックする。 

[ SH _ Setup . exe ] をダブルクリックする。 


docomo 




_〆 へ エンターテイメント 
y ッール 


ム データ IJ ンクソフト • 

^ S 種 82定ソフト 

| FOMA 通 (S 設定ファイル (USBF ライパ） 

FOMASS 末と H リコンを USBJJ 統ケーゴルで格疏して;するソフトウ; 

飞す， SS 1 *£2 

取扱税明 S 

• 1 ... 

インターネット接 铳 

■パケ'V卜 affig ご利用に8たって mas 

1 i'J コン a と1 :： USB 格ブルで接@してデー S i « WS 行5後含 13- 
FO パケット定額 tr -ビ X 「 パケ_ « -iW」、. 「パク■ホづ?イフル + J © 

S 甜橡外通 ft とな 1 J* す®でご注 soss い， 

BL . くは！ 1 'コモの:*-ムページ、礼く13ドコモ口 5 S ご BiSTS い。 

NTTK-l^ 本一しぺ卜政 

Adobe* Reaterni のインストー，レ 

通 lilJ&W ル®インストール手扇は，ご利®'!ソロンの OSI こよって 異 WJ ま 
す，名 OS© インスト'*ル〇ィこ從，て実)®してく！ 

■WnJimeS 7ぐ 32 K ” 卜 tg)W 

■ 1( fi 


■ Viet 312ド、”卜版） 用 


■ WndcMe Vista ®(6 ^Kw IPi 

■ WiidoMS&.XP 田 

■ s * s « rivn - l » 

本 1 ノ ：ネウ1アに 闋 する350 ■ 1合わせ先 

ド:！モイン: 7 =T メ'-シ3ンぬ3 “ 

•ドコモ© MS ' lliJI ' S © 埸合く局番なし） 15 USPD 
.-投笔16な2；»6®堆合 0120-80.0-000 

| K コモケー9イ ilalalinl © ご蓠内 

FOMA 塯东内》デ ー S ® iV コンで据莱’窃 I す％ S : め¢5ソフト亡：■:アです 。 WT 
® U ンク W 6 NTT ドコモ * 一 A ぺ4に S 経し- *1 *a 

■篇斟1»¥0ン□—ド 

本ソ> ウェア1こ聞するお既1合わせ S 

ドコモ ~ 

.ドコモ®ろ®埸合（局番なし）151(無 
投！基ど堆合 0120 -acra-mo 


Windows Vista、Windows XP の場合 

1[ SH 05 Cs . exe ] をダブルクリックし、操作6へ進む。 
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n [セットアップ後ドライバインストールを開始する。]が H になっているか確認し、 
[セットアップ開始]をクリックする。 

• □の場合は、0にします。 

g セットアップ完了画面が表示されたら [OK] をクリックする。 

Q [インストール開始]をクリックする。 

7 [FOMA SH05C と PC を FOMA USB 接続ケーブルにて接続してください。]が表示さ 
" れたら、 FOMA 端末を FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02でバソコンに接続す 
る。 

•インストール中の画面が表示され、インストールが自動的に開始します。 

• FOMA 端末は電源が入っだ状態で接続して < ださい。 

fi [FOMA SH05C ドライバのインストールが完了しました。]が表示されたら [OK] を 
クリックする。 

• FOMA 通信設定ファイルのインヌトールが終了します。 


• インヌトールには数分かかる場合があります。 

• [プログラム互換性アシスタント]が表示された場合は[このプログラムは正しくインストールされました]をクリッ 
クして<ださい。 

• パソコンを再起動する旨の画面が表示された場合は、画面の指示に従って再起動してください。 

• [他のデバイヌドライパのインヌトールが終了後に再度インヌトーラを実行して < ださい。]と表示された場合は、自 
動的にインストールされた別のドライバをアンインストールしてから、インストールして < ださい。アンインストー 
ルの操作については 「 FOMA 通信設定ファイル（ドライパ)をアンインストールする」を参照してください。 

■インス トールした FOMA 通信設定ファイル（ドライバ)を確認する 

FOMA 端末がパソコンに正しく認識されていない場合、設定および通信はできません。 

く例 〉 Windows 7で確認するとき 

• Windows Vista、Windows XP をご使用のときは、画面の表示が異なります。 

1[スタート]メニュー►[コントロールパネル]をクリックし、[システムとセキュリ 
ティ]をクリックする。 

• システムのプ□パティ画面が表示されます。 

Windows Vista の場合 

1[スタート]メニユ ー► [コントロールパネル]をクリックする。 

2 [システムとメンテナンヌ] ► [シフテム]アイコンを順にクリックする。 

Windows XP の場合 

1[スタート]メニユ _► [コント□—ルパネル]をクリックする。 

2 [パフオーマンスとメンテナンス]アイコン ► [システム]アイコンをクリックする。 

2 [デバイスマネージャー]をクリックする。 

^ • デバイスマネージャー画面が表示されます。 

Windows Vista の場合 

1[タスク]の[デバイスマネープヤ]をクリックする。 

Windows XP の場合 
1[ハードウエア]タブをクリックする。 

2 [デバイスマネージヤ]をクリックする。 
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3 各デバイスをクリックしてインストールされ 
たデバイス名を確認する。 

[ユニバーサルシリアルバスコント□—ラー]、[ポート 
( COM と LPT )]、 [モデム]の箇所に、インヌトールしたデバイ 
ヌ名がすべて表示されていることを確認します。 

• FOMA 通信設定ファイルをインストールすると、次のドラ 
イバがインストールされます。 


デバイスの種類 

デバイス名 

ユニバーサルシリアルバス 
コント □ーラー 

Windows Vista の場合 
ユニバーサルシリアルバス 
コント□ーラ 

Windows XP の場合 

USB (Universal Serial Bus )] 
ント□ーラ 

• FOMA SH 05 C 

ポート （ COM と LPT ) 

• FOMA SH 05 C Command 
PorUCOMx ；^. 

• FOMA SH 05 C 〇 BEX Port 
( COMx ：^ 

モデム 

參 FOMA SH 05 C 


《 rcoivix 」 の 「 X 」 は数値です。お使いのパソコンによって 異 
なります。 



1 - 認識されるとこのように表示されます。 


• インストールに失敗したとき、または操作3の画面に [ F 〇 MASH 05 C ] が表示されていないときは、アンインストー 
ル してから再度インス トールして ください。アンインス トールの操作については 「FOMA 通信設定ファイル （ドライ 
パ)をアンインヌトールする」を参照してください。 


| FOMA 通信設定ファイル（ドライバ)をアンインストールする 

FOMA 通信設定ファイルのアンインストー)レ手順を説明します。 

• FOMA 通信設定ファイルのアンインストールを行う場合は、必ずパソコンの管理者権限を持っだユーザーで 
行ってください。それ以外のユーザーが行うとエラーになります。 

パソコンの管理者権限の設定操作については、各パソコンメーカ、マイク□ソフト社にお問い合わせくださ 
い0 

• ユーザーアカウント制御画面が表示された場合は、[はい]または[許可]、[続行]をクリックして<ださい。 

■コン トロー ルパネルからアンインス トー ルする 

く 例〉 Windows 了でアンインストールするとき 

• Windows Vista、Windows XP をご使用のときは、画面の表示が異なります。 

1[スタート]メニュー►[コントロールパネル]をクリックし、[プログラムのアンイ 
ンスI^ーノレ]をクリックする。 

• [プログラムのアンインストールまだは変更]画面が表示されます。 

Windows Vista の場合 

1[スタート]メニユ _► [コント□—ルパネル]をクリックする。 

2 [プログラム] ► [プログラムと機能]アイコンを順にクリックする。 

Windows XP の場合 

1[スタート]メニユ ー► [コントロールパネル]をクリックする。 

2 [プログラムの追加と削除]アイコンをクリックする。 

• [プログラムの追加と削除]画面が表示されます。 
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次ページへ続 <►► 






























9 [FOMA SH05C USB] をダプルクリックする。 

Windows XP の場合 

1 [FOMA SH 05 C USB ] を選ぶ。 

2 [変更と削除]をクリックする。 

Q [FOMASH05C ドライバーのアンインス!'ールを行います。]が表示されたら、[は 
い]をクリックする。 

• FOMA 通信設定ファイルのアンインストールが開始されます。 

H [アンインストールは完了しました。 PC を再起動してください。]が表示されたら、 
[OK] をクリックし、パソコンを再起動する。 

• FOMA 通信設定ファイルのアンインストールが終了します。 

g デバイスメタ データの 削除を行う （@=P.9)。 

• [プログラムのアンインストールまたは変更]画面に 「FOMA SH 05 C USB 」 が表示されていない場合は、付属の CD - 
ROM 内の ¥ SH -05 C _ driver _ win 7_32¥ Win 7_32 フォルダ内※の 「 SH 05 Cc . exe 」 をダブルクリックしてアンインヌトー 
ルを行って < ださい。 

※ Windows 7 (64 ビット版)の場合: ¥ SH -05 C _ driver _ win 7_64¥ Win 了_64フォルダ内 
Windows Vista (32 ビット版)の場合: ¥ SH -05 C _ driver _ vista 32¥ WinVista 32 フォルダ内 
Windows Vista (64 ビット版)の場合: ¥ SH -05 C _ driver _ vista 64¥ WinVista 64 フォルダ内 
Windows XP の場合: ¥ SH -05 C _ driver _ win _ xp ¥ Win _ XP フォルダ内 
• [プ□グラム互換性アシスタント]が表示された場合は[このプ□グラムは正しくインヌトールされました]をクリッ 
クして<ださい。 

■デバイス メタデータを削除する 

Windows 7の場合は、 FOMA 通信設定ファイル（ドライバ)のアンインストールを行ってもデバイスメタデータ 
は削除されません。パソコンの使用には問題ありませんが、デバイスメタデータの削除を行う場合は次の操作を 
行ってください。 

籲バソコンの管理者権限を持っだユーザーで削除して<ださい。 

• ユーザーアカウント制御画面が表示された場合は、[はい]または[許可]、[続行]をクリックして<ださい。 

1 P_6「FOMA 通信設定ファイル（ドライバ)をインストールする」の操作1〜2を行 
う。 


2 [SH_DeleteMetadata.exe] をダブルクリックする。 

3 [メタデータ削除後ドライバアンインストールを開始する。]が□になっているか確 
認し、[削除開始]をクリックする。 

• デバイスメタデータ削除後、続けて FOMA 通信設定ファイル（ドライバ)のアンインストールを行う場合 
は、□を0にします。 

アンインストール完了画面が表示されたら [OK] をクリックする。 

^ •デバイスメタデータの削除が終了します。 

• [プログラム互換性アシスタント]が表示された場合は[このプログラムは正しくインストールされました]をクリツ 
クして < ださい。 
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Bluetooth 接続の準備をする 

Bluetooth 対応パソコンと FOMA 端末をワイヤレス接続してデータ通信を行います。 

• Bluetooth 機能を利用してデータ通信を行う場合は、 FOMA 端末の通信速度は八イスピード用の通信速度にな 
りますが、 Bluetooth 機能の通信速度に限界があるため、最大速度では通信できない場合があります。 

• 通信の際は Bluetooth リンク経由標準モデムまたは Bluetooth 機器メーカが提供している Bluetooth モデムをご 
使用ください。ご使用になる場合のインヌトール方法や設定方法については、ご使用のパソコンメーカまたは 
Bluetooth 機器メ ーカにご確認ください 0 

• パソコンの操作方法については、ご使用のパソコンの取扱説明書を参照して < ださい(取扱説明書によって 
は、「検索」の代わりに「探索」/「サーチ丄「機器登録」の代わりに「ベアリング」と表記されています)。 


■パソコンと FOMA 端末を Bluetooth 機能を利用してワイヤレス接続する 

はじめて FOMA 端末に接続するパソコンの場合、パソコンを FOMA 端末に登録します。 

• パソコンと FOMA 端末を操作します。 

■ バソコンを FOMA 端末に登録する 

1 FOMA 端末のノーマルメニューで[便利ツール] ► [ Bluetooth ] ► [接続待機]を順に 

選ぶ。 

9 パソコンから Bluetooth デバイスの検索と機器登録をする。 

^ • FOMA 端末は待受画面を表示させておいてください。 

3 FOMA 端末の画面に機器登録する旨のメッセージが表示されたら[はい]を選び、 

^ FOMA 端末で Bluetooth パスキーを入力して [ Enter ] を選ぶ。 

• Bluetooth パスキーは4〜16桁まで入力できます 0 

• FOMA 端末とパソコンには同一の Bluetooth パスキーを入力してください。 

• パソコンか機器登録されます。 

• 続けてパソコンと FOMA 端末をワイヤレス接続する場合は「登録済みのパソコンと FOMA 端末を接続す 
る」の操作2に進みます。 

• FOMA 端末を接続待機にしてから約5分間以内に機器登録して < ださい。 

■登録済みのパソコンと FOMA 端末を接続する 

*| FOMA 端末のノーマルメニューで[便利ツール] ► [ Bluetooth ] を順に選ぶ。 

2 [接続待機]にカーソルを合わせて[接続種別]を選ぶ。 

3 [ダイヤルアップ ( DUN )] を0にして[確定]を選ぶ。 
n パソコンから接続操作を行う。 

J • 自動的に接続し、 [0 清色)]が約 0.5 秒間隔で点滅します。 FOMA 端末から一定時間データが送信されない 
ときはアイコンが[ 0 (グレー）]に変わります。 
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■モデムを 確認する 

通信の設定を行〇前に、使用するモデムのモデム名やダイヤルアップ接続用に設定された COM ポート番 
号を確認します。 

• パソコンを操作します。 

<例 〉 Windows 7で確認するとき 

• Windows Vista、Windows XP をご使用のときは、画面の表示が異なります。 

1[スタート]メニュー►[コントロールパネル]をクリックし、[システムとセキュリ 
ティ]をクリックする。 

• システムのプロパティ画面が表示されます。 

Windows Vista の場合 

1[ヌタート]メニュー ► [コント□—ルパネル]をクリックする。 

2 [シヌテムとメンテナンヌ] ► [システム]アイコンを順にクリックする。 

Windows XP の場合 

1[ヌタート]メニュー ► [コント□—ルパネル]をクリックする。 

2 [パフオーマンヌとメンテナンヌ]アイ コント [シヌテム]アイコンをクリックする。 

2 [デバイスマネージャー]をクリックする。 

^ • デバイスマネージャー画面が表示されます。 

Windows Vista の場合 

1[タスク]の[デバイスマネージや]をクリックする。 

Windows XP の場合 
1[ハードウエア]タブをクリックする。 

2 [デバイヌマネージャ]をクリックする。 

3各デバイスをクリックしてモデム名または COM ポート番号を確認する。 

■ダイ ヤルアップ通信サービスを停止する 

• FOMA 端末を操作します。 

1 通信中に [ MULTI / IZI ] を選んで.[便利ツール] ► [ Bluetooth ] ► [機器リスト接 
続■切断]を順に選ぶ。 

2 接続中の Bluetooth 機器を選んで、[はい]を選ぶ。 


11 








ドコモコネクションマネージャを利用する通信の設定 


■ド コモコネクションマネージャ 

「ドコモコネクションマネージャ」は、定額データ通信および従量データ通信を行うのに便利なソフトウ 
エアです 。 mopera U のお申し込みや、お客様のご契約状況に応じたパソコンの設定を簡単に行うことが 
できます。 

また、料金カウンタ機能でデータ通信量や利用金額の目安を確認することもできます。 


ドコモクシヨンマネー5ヤ 丨~ 丨が I X I 



初期設定では表示されま 
せん。詳し <はドコモコ 
ネクシヨンマネージヤの 
ヘルプをご覧 <ださい。 


料金カウンタ 


接続/切断ボタン 



• 本書では、ドコモコネクションマネージャのインヌトール方法までをご案内いだします。 

• 端末を使ってインターネットに接続するためには、サービヌおよびデータ通信に対応しだインターネット 
サービスプロバイダ (mopera U など)のご契約が必要です。 

• 詳しくは、ドコモのホームページをご覧ください。 


従 量 制データ通信 （ i モードパケット定額サービスなど含む)のご利用について 

• パケット通信を利用して、画像を含¢3ホームページの閲覧、データのダウンロード(例:アプリケーションや音楽•動 
画データ、 0 S •ウイルス対策ソフトのアップデート）などのデータ量の多い通信を行うと、通信料が高額となる場合 
がありますのでご注意<ださい。 

なお、本 FOMA 端末をパソコンなどに USB ケープルで接続してデータ通信を行う場合は、 FOMA のパケット定額サー 
ビス「パケ •ホーダイ」、 「パケ •ホーダイ フル」の定額対象外通信となりますのでご注意ください。 

定額データプランのご利用について 

• 定額データプランを利用するには、定額データ通信に対応した料金プラン•インターネットサービヌプ□バイダにご 
契約いただく必要があります。詳しくはドコモのホームページをご確認 <ださい。 

mopera のご利用について 

• 接続設定方法については mopera のホームページをご確認ください。 
http :// www . mopera . net / mopera / support / index.html 


| ドコモコネクションマネージャをインス!'ールする前に 

■インス I 'ールの流れ 

STEP 1 設定前の準備 

FOMA 端末と FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02(別売)または FOMA USB 接続ケープル(別売)を 
用意する。 

STEP 2契約内容の確認 

サービヌおよびインターネットサービヌプ□バイダの契約内容を確認する。 

STEP 3設定の変更 

ドコモコネクションマネージャ以外の接続ソフトがインストールされている場合は、必要に応じて自 
動的に起動しないように設定を変更する。 

詳しくは、 P .13 「ドコモコネクションマネージヤ以外の接続ソフトのご禾 U 用について」を参照してくだ 
さい。 
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次ページへ続く ►► 


























Internet Explorer の設定について 

本ソフトをインストールする前に 、 Internet Explorer のインターネットオプションで、接続の設定を[ダイヤル 

しない]に設定して < ださい。 _ 

1 Internet Explorer を起動し、[ツール] ►[インター 「ィンタ-ネットォ:ン] 

ネットオプション]を順にクリックする。 

2 [接続]タブをクリックし、[ダイヤルしない]を選ぶ。| 

3 [〇 K ] をクリックする。 ^ 


全般 I セキュリティ1プライバシー」： D テンツ撤売ブロ 5 'ラム詳細設定 


Iモ9下アップ (UT 


if イヤルア9ブと仮想プ^ f ベ-トネトワ-⑽ is 定 


■益て搬 


祕要獅埔合は、 


»5イヤル1*い(〇) 

_ネットワ-嫌続が存在しな t 亡き ds、if イヤルす s (凼 
€) 通常の掊铳で例Vル相〇) 


0- カルエリアネ外ワ-ク (LAN) 頌婉 


OK I [ キャン fell* 


通用(扭 


1 ドコモコネクションマネージャを使用するユーザーでログオンする。 

Windows 7 、 Windows Vista の 場合 

• 管理者アカウントが必要です。管理者アカウント以外でログオンしている場合は、インストールの途中 
で、ユーザー名とパスワードを入力する画面が表示されます。 

Windows XP の 場合 

• Administrators グループに所属している ユーザーや 「コンピ ユータの 管理者」 のユーザー で□グオンしま 
す 0 

2 起動しているアプリケーションをすべて終了する。 

^ • ウイルス対策ソフトを含む、 Windows 上に常駐しているプログラムも終了します。 

<例>タスクバーに表示されているアイコンを右クリックし、[閉じる]または[終了]を選択します。 

ドコモコネクションマネージャ以外の接続ソフトのご利用について 

• 本ソフトには、次のソフトと同等の機能が搭載されているため、次のソフトを同時にご利用いだだく必要はありませ 
ん〇 

必要に応じて、起動しない設定への変更やアンインストールを実施して < ださい。 

■ 同時利用いただ<必要のないソフト 

• moperaU かんたんスタート • U かんたん接続設定ソフト 

• F 〇 MAPC 設定ソフト • FOMA バイトカウンタ 

また、本ソフトで Mzone (ドコモ公衆無線 LAN サービス）を利用する場合、次の公衆無線 LAN 接続ソフトはアンインヌ 
卜ールを行って < ださい。 

X 次のソフトを同時にインヌトールした場合、本ソフトでの Mzone 接続はご禾 U 用いただけません 0 
■ U 公衆無線 LAN ユーテイリテイソフト 
■ ドコモ公衆無線 LAN ユーテイリテイソフト 
■ ドコモ公衆無線 LAN ユーテイリテイプ□グラム 
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■ド コモコネクシヨンマネージャをインストールする 

く例 〉 Windows 了にインストールするとき 

• Windows Vista、Windows XP をご使用のときは、画面の表示が異なります。 


1付属の CD - ROM をパソコンにセットする。 

1 • TOP 画面が表示されます。 


docomo 



2 [インタ- 
の FOMA 


，ーネット接続] ► [本 CD - ROM から 
> MA データ通信の設定方法]欄の「③ 

ド コモ コネクションマネージャのインス 
トール」から[インストール]をクリックす 
る。 

• [インストール]をクリックすると、次のような警告 
画面が表示される場合があります。この警告は 
Internet Explorer のセキ ユリ テイの設定に よつ て表 
示されますが、使用には問題ありません。 

■ 「ファイルのダウン□ード-セキユリテイの警 
告」画面が表示された場合 
[実行]をクリックしてください。 
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次ページへ続く ►► 











































[はい]をクリックする。 



Windows Vista の場合 
1[続行]をクリックする。 

Windows XP の場合 

• ユーザーアカウント制御画面は表示されません。す 
ぐにセットアッププログラムが起動します。 


[次へ]をクリックする。 




丄 y ' 二==スクシヨンマスーシ t 3 WW 1 

注意事項 

| 〉欠舰意事項をぉ is * •く； s ? t 、。 


r 卜-コモコネクシ a ンマネージ vJ とは？ 

r ドコモコネクシ a ンマネ—ン"ャ J とは、ドコモの TOMA データ通信(定額制および從畺： E 
削〉の接続を簡単に行う尚能や、デ'■夕通信の概算渡 SE 握するための料金力 
ウメ?などの极能を W ク—ソ化した FOMA デ-夕通信用のゾ7トウエアです。【定額 
デーガランご契約®お客择および嘥量デー幻ラン!を T 契約のお客様がご利用 
いただけます。 


i パ々っ卜诵信料の高捕利用に聞するご沣竞 


内容を確認の上、[次へ]をクリツクする。 

• 注意事項が表示されます。必ず内容をご確認 < ださ 
い。[キヤンセル]をクリックすると、インストールは 
中止されます。 


■コンビュータ等!こ接綾してデ-夕通信を行滅合 IS 、 FOMA® パケット定 S 美サ -t： 


匚 Epffle ) 一.] 


<戻 5(B) |[次へ (H) > I匚キゃンセ；レ ] 
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次ページへ続 <►► 
















































g 内容を確認の上、契約内容に同意する場合 
は[使用許諾契約の条項に同意します]を 
選んで[次へ]をクリックする。 

• ドコモコネクションマネージャの使用許諾契約書 
です。[キヤンセル]をクリックすると、インストール 
は中止されます。 


7 インストール先を確認し、[次へ]をクリッ 
クする。 

• 変更する場合は[変更]をクリックし、任意のインヌ 
卜ール先を指定して[次へ]をクリツクしてくださ 
い0 


& [インストーノレ]をクリックする。 

w • インスト-ルか開始されます。 


9 [完了]をクリックする。 

^ • インスト-ルが完了します。 



ja ) ドコモコネクシヨンマネージャ】 


ブロ ラムを<ンスト'-ルす碑備ができました 
ウ个ドは、インストールを問始す碑■て-きました。 


「インストール J4 押して、インストール SBS6 してく/ f?CV 


I キ伙ル I 



InstalShield ウ •rtf- ドを充了しまし £ 


I s □モ3?みン亡マネ S 正第にインスト-ル U* した。ス 
トメニ！一 [NTT DOCOMO- ドコモ加シ亡マネージV]⑽ 
rh-trt コネ5ジョンマネー:3ゃ」を起 ft) してくださ U 


完了 キ傷 


• Windows XP で、 MSXML 6 .Wireless LAN API が環境にない場合は、ドコモコネクションマネージヤをインストール 
する前に、それらをインストールする必要があります。確認の画面が表示されたときは [ Install ] をクリックして、 
MSXML 6 -Wireless LAN API をインヌトールします。 MSXML 6 .Wireless LAN API のインヌトール完了後、 Windows 
を再起動すると、自動的にドコモコネクションマネージャのインストールが始まります。 
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■ド コモ コネクションマネージャを起動する 


[スタート]メニュー ► [すべてのプロ 
グラム] ► [NTT DOCOMO ] ►[ド コ 
モコネクションマネージャ] ►[ド コ 
モコネクションマネージャ]の順に 

選ぶ。 

• 初回起動時には、自動的に設定ウィザードが 
表示されます。以降はソフトの案内に従って 
操作•設定することで、ィンターネットに接続 
する準備が整います。詳細については、「ドコ 
モコネクションマネージヤ操作マニュアル 
• Pdf 」 をご覧 <ださい。 


ドコモ■■クショ；•マネ-外 aJ 


-iCf l.BSSffi 認 
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@ mi W ンストル後-パソコンと FOM 挪す。 
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押して《3(、 

■ II ；WNI> I L. 物; dak.」1..aytaiUL .J 


• インターネットブラウザやメールソフトを終了しただけでは、通信は切断されません。 

通信をご禾 U 用にならない場合は、必ずドコモコネクションマネージヤの[切断する]ボタンで通信を切断してくださ 
し、。 

〇 S アップデートなどにおいて自動更新を設定していると自動的にソフトウェアが更新され、パケット通信料が高額 
となる場合がございますのでご注意ください。 



接続/切断ボタン 
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ドコモコネクションマネージャを利用しない通信の設定 


| パケット通信と 64 K データ通信の設定手順 

ドコモコネクションマネージゃを使わずに、パケット通信/ 64 K データ通信を設定する方法について説 
明します。 

設定を行うためには、 AT コマンドを入力するための通信ソフトが必要です。ここでは「八イパーターミナ 
ル」を使って説明します。 

• AT コマンドで設定する操作は、次のような流れになります。 

• 64 K データ通信の場合、接続先 ( APN ) の設定はありません。 

• Windows 7 、 Windows Vista は「ハイパーターミナル」が標準で搭載されていません。それぞれの対応のソフト 
を使って設定してください(ご使用になるソフトの使用方法に従ってください)。 



パケット通信を行う場合の接続先 ( APN ) を設定します。最大10件まで登録できます。接続先は1〜10の 
cid (ぼ P .19) という番号で管理されます。お買い上げ時、 cidl には mopera に接続するための APN 
rmopera . ne . jp 丄く PDP _ type > は 「 PPP 」 が、 cid 2 には mopera U に接続するための APNrmopera . net 」、 

く PDP _ type > は 「 PPP 」 が、 cid 3 には mopera U に接続するための APNrmopera . net 」、< PDP _ type > は 「 IP 」 が、 
cid 4 には mopera U に接続するための APNrmpr . ex - pkt . net 」、< PDP _ type > は 「 PPP 」 が登録されていますの 
で、 cid 5 〜10に接続先 ( APN ) を登録してください。 

• 登録した cid はダイヤルアップ接続設定での接続番号となります。 

• USB 接続と Bluetooth 接続は、それぞれ個別に接続先 ( APN ) を設定する必要があります 0 

•パケット通信時に USB 接続と Bluetooth 接続を切り替える場合は、再度接続先 ( APN ) を設定する必要がありま 
す0 

• mopera U または mopera 以外の接続先 ( APN ) については、インターネットサービスプロバイダまたはネット 
ワーク管理者にお問い合わせ<ださい。 

く例 〉 Windows XP で FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02(別売)を利用する場合 

1 FOMA 端末を FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02でパソコンに接続する。 

2 [スタ-卜]メニュー ► [すべてのプログラム] ► [アクセサリ] ► [通信] ► [ハイパー 
ターミナル]の順に選ぶ。 

• ハイパーターミナルが起動します。 
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[名前]に接続先名など任意の名前を入力 
して [ OK ] をクリックする。 

• 電話番号の詳細設定画面か表示されます。 


掊続の設定 




^新しい接続 

名前を入力し、アイコンを逞んでくださ“ 
名前吵 


sample| 



■ _ 急 囑_ _為 薄 
< > 


[ OK ) |キャンセル ] 


H [接続方法]から [ FOWIASH 05 C ] を選んで 
[電話番号]に実在しない電話番号 （[ 0 ] な 
ど）を仮入力して. [ OK ] をクリックする。 

• 市外局番には、 Windows に設定されている値 [03] な 
どか表示されますが、接続先 ( APN ) の設定とは関係 
ありませんので、任意の値を設定して < ださい。 



g 接続画面が表示されたら、[キャンセル]をクリックする。 

g 接続先 (APN) を入力して□を押す。 

V •「 AT + CGDCONT = く cid >, "く PDPjypeyV ' APN 11 」 の形式 
で入力します O ^ P .33)。 

< cid > : 5〜10までのうち任意の番号を入力 

します。 

"く PDP _ type >": " PPP " または” IP ” と入力します。 

" APN " :接続先 ( APN ) の名称を”"で囲んで入 

力します。 

• [ OK ] と表示されると、 APN の設定は完了です。 

• 現在の接続先 ( APN ) 設定を確認したい場合は 

「 AT + CGDCONT ?0 」と入力すると、接続先 ( APN ) 

設定が一覧画面で表示されます。 

AT コマンドを入力しても画面に何も表示されない場合 

• ATE 1 I 3 

詳し < は、 P .37 を参照して < ださい。 

AT コマンドで接続先 ( APN ) 設定をリセットする場合 

• AT + CGDC 0 NTH 3 :すべての cid をリセットします 

• AT + CGDC 0 NT =< cid>O :特定の cid のみリセットします 

リセットした場合、く cid >= 1は「 mopera . ne . jp 」 (初期値)、く cid >=2、 3は「 mopera . net 」 (初期値)、く cid >=4 は 
f mpr . ex - pkt . net 」 (初期値)に戻り、 < cid >=5 〜10の設定は未登録になります。 
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AT コマンドで接続先 ( APN ) 設定を確認する場 

• AT+CGDC 〇 NT?a 
詳し < は、 P .33 を参照して < ださい。 


7 [0 K ] が表示されていることを確認し、 

1 [ファイル]メニューから[ハイパーターミ 
ナルの終了]を選ぶ。 

• ハイパーターミナルが終了します。 

• [セッション XXX を保存しますか？]と表示されま 
すが、保存する必要はありません。 



| 発信者番号の通知/非通知を設定する 

発信者番号はお客様の大切な情報です。通知する際には十分にご注意 < ださい。 


1 P .18 「接続先 ( APN ) の設定」の操作1〜5を行う。 


2 パケッ ト 通信時の発信 者 番号の通知 
(186)/非通知(184)を設定する。 

• 「 AT * DGPIR =< n >」 の形式で入力します（ぽ P .32) 。 
AT * DGPIR =10 :パケット通信確立時、接続先 

( APN ) に H 84」を付けて接続しま 
す。 

AT * DGPIR =2 S :パケット通信確立時、接続先 

( APN ) に H 86」を付けて接続しま 
す。 



J [0 K ] が表示されたことを確認する。 
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■ダイ ヤルアップネットワークでの通知/非通知設定について 

ダイヤルアップネットワークの設定でも、接続先の番号に「186」(通知)/|"184」(非通知）を付けることができま 
す。 

* DGPIR コマンド、ダイヤルアップネットワークの設定の両方で H 86」(通知)/ T 1 84」(非通知)の設定を行つだ 
場合は、次のようになります。 


ダイやルアップネットワークの設定 
(< cid >=1 の場合） 

* DGPIR コマンドによる通知/非通知 
設定 

発信者番号の通知/非通知 

*99 林* 1# 

設定なし(初期値） 

通知 

非通知 

非通知 

通知 

通知 

184*99 林* 1# 

設定なし(初期値） 

非通知（ダイヤルアップネットワーク 
の「184」か優先される） 

非通知 

通知 

1 86*99 林* 1 # 

設定なし(初期値） 

通知（ダイヤルアップネットワークの 
「186」か優先される） 

非通知 

通知 


•「186」(通知) / H 84」(非通知）を[設定なし](初期値)に戻すには、「 AT * DGPiR =0」 と入力してください。 

• ドコモのインターネツト接続サービス mopera U まだは mopera をご利用になる場合は、発信者番号を[通知]に 
設定する必要があります。 


■ダイヤルアップ ネットワークを設定する 

接続先および TCP / IP プロトコルを設定します。設定内容の詳細については、インターネットサービスプ 
□バイダやネットワーク管理者にお問い合わせ<ださい。 

■接続先について 

パケット通信では、あらかじめ接続先 ( APN ) 設定をしておきます。接続先 ( APN ) 設定で1〜10の管理番号 ( cid ) に 
接続先 ( APN ) を登録しておけば、その管理番号を指定してパケット通信ができます。接続先 ( APN ) 設定とはパソ 
コンでバケツト通信用の電話帳を登録するようなもので、通常の電話帳と比較すると次のようになります。 


電話帳の登録 

パクツト通信の設定 

登録番号(メモリ番号） 

1〜10の管理番号 ( cid ) 

相手の名前 

接続先の名前(接続先 ( APN )) 

相手の電話番号 

*99 林*く cid ># 


だとえば、 mopera の接続先 ( APN )、「 moperane . jp 」 を cidl に登録している場合、「*99***1#」という接続先番号を 
指定すると、 mopera に接続できます。他の cid に登録した場合も同様です。 

*99***1# : cidl に登録した接続先 ( APN ) に接続します。*99#でも接続できます。 

*99***2# : cid 2 に登録した接続先 ( APN ) に接続します。 

ミ 

*99***10# : cidIO に登録した接続先 ( APN ) に接続します。 

お買い上げ時、 cid 1には mopera に接続するための APNr moperane . jp 丄く PDP _ type > は 「 PPP 」 が、 cid 2 には mopera 
U に接続するための APN 「 mopera . nelJ 、 く PDP _ type > は 「 PPP 」 が、 cid 3 には mopera U に接続するための APN 
「 mopera . net 」、< PDP _ type > は 「 IP 」 が、 cid 4 には mopera U に接続するための APNrmpr . ex - pkt . ne 1 J 、 く PDP _ type 〉 は 
「 PPP 」 か登録されています。 mopera まだは mopera U の接続先 ( APN ) 以外のインターネットサービヌプ□バイダ 
や企業 LAN に接続する場合は、 cid 5 〜10に接続先 ( APN ) を登録してください（ぽ P . 1 9) 。 

64 K データ通信では、接続先にはインターネットサービヌプ□バイダやネットワーク管理者から指定されたアク 
セスポイントの電話番号を入力します。 

• 設定内容の詳細については、インターネットサービスプロバイダやネットワーク管理者にお問い合わせ < だ 
さい。 

• 64 K データ通信をご禾 U 用の場合のアクセスポイントの電話番号は 、 mopera U をご利用の場合「*8701丄 
mopera をご利用の場合「*9601」です。 

• バケット通信をご利用の場合の接続先番号は 、 mopera U をご利用の場合 「*99***3# 丄 mopera をご利用の場 
合「*99*林1#」です(お買し、上げ時)。 
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■ Windows 7 、 Windows Vista でダイヤルアップネットワークの設定をする 

Windows 7では「ネットワークの接続ウイザード」を使用して、接続先 ( APN ) を設定します。 

く例 〉 Windows 了で、く cid >=3 を使いドコモのインターネット接続サービス mopera U へ接続する場合 

• Windows Vista をご使用のときは、画面の表示が異なります。 

• mopera U をご利用いだだく場合は、お申し込みが必要(有料)となります。 

1[スタート]メニュー ► [コントロールパネル]をクリックする。 

Windows Vista の場合 

1[ヌタート]メニュー ► [接続先]をクリックし、操作4へ進む。 

2 [ネットワークとインターネット]をクリックする。 

3 [ネットワークと共有センター]をクリックする。 

w •ネットワークに接続画面が表示されます。 

n [新しい接続またはネットワークのセットアップ]をクリックする。 

■ •ネットワークに接続画面が表示されます。 

Windows Vista の場合 

1[接続またはネットワークをセットアップします]をクリックする。 

5 [ダイヤルアップ接続をセットアップします] ► [次へ]をクリックします。 

• Bluetooth 接続の場合は、 [ (ご使用の Bluetooth リンク経由標準モデム) ] または [( Bluetooth 機器メーカが 
提供している Bluetooth モデム)]を選んでください。 

• パソコンに2台以上のモデムが接続されている場合は、[どのモデムを使いますか？]という画面が表示 
されますので 、 [FOMA SH 05 C ] を選んで<ださい。 

• ダイヤルアップ接続の作成画面が表示されます。 

g [ダイヤルアップの電話番号]に接続先の 

番号、[接続名]に任意の接続名を入力して 

[接続]をクリックする。 

• [ダイヤルアップの電話番号]は、ここではく cid >=3 
(mopera U ) への接続のため、「*99林*3#」を入力し 
ます。 

• mopera U または mopera をご禾 U 用の場合は、[ユー 
ザー名]と[ノ \°スワード]については空欄でも接続で 
き■ます。 

• mopera U まだは mopera 以外のプロバイダに接続す 
る場合の[ユーザー名]と[パヌワード]は、プロバイ 
ダご使用のユーザー名とパスワードを入力して<だ 
さい0 


T [(接続名）に接続中]と表示されたら，[スキップ]をクリックする。 

# • ここではすぐに接続せずに、設定の確認のみを行います。 

• [ヌキップ]をクリックしなかつだ場合、インターネットに接続されます。 

& [閉じる]をクリックする。 

Windows Vista の場合 

1[接続をセツトアップします]をクリックし、[閉じる]をクリツクする。 



22 


次ページへ続く ►► 











0 [スタート]メニュー ► [コントロールパネル]をクリックする。 

Windows Vista の場合 

1[フタート]メニュー ► [ネットワーク]をクリックする。 

2 [ネットワークと共有センター] ► [ネットワーク接続の管理]を順にクリックし、操作12へ 
進む。 

In [ネットワークとインターネット]をクリックする。 

11[ネットワークと共有センター] ► [タスク]の[アダプターの設定の変更]をクリッ 

クする。 

• ネットワーク接続画面が表示されます。 

19 作成した接続先アイコンを選んで、右クリックで[プロパティ]を選ぶ。 

• プロパティ画面が表示されます。 

13 [全般]タブの各項目の設定を確認する。 

IW • パソコンに2台以上のモデムが接続されているとき 

■ FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02の場合： 

[接続の方法]の [FOMA SH 05 C ] が0になってい 
るか確認します。□の場合は、0にします。また、 

[FOMA SH 05 C ] 以外のモデムの0を□にしま 
す0 

■ Bluetooth 接続の場合：[接続の方法]の[(ご使用 
の Bluetooth リンク経由標準モデム） ] まだは 
[ (Bluetooth 機器メーカが提供している Bluetooth 
モデム)]が0になっているか確認します。□の場 
合は、0にします。また、[(ご使用の Bluetooth リ 
ンク経由標準モデム) ] または [ (Bluetooth 機器 
メーカが提供している Bluetooth モデム)]以外の 
モデムの0を□にします。 

• [ダイヤル情報を使ラ]が□になっていることを確 
認します。0の場合は、□にします。 


1 A [ネットワーク]タブをクリックし、各項目 
の設定を確認する。 

• [この接続は次の項目を使用します]の欄は、[イン 
夕ーネットプロトコルバージョン4 ( TCP / IPV 4)] の 
みを0にします。 [ QoS パケットヌケジューラ]は、 

ご使用のプ□バイダの指示に従って設定してくださ 
い0 




15 [オプシヨン]タブをクリックし、 [ ppp 設定]をクリックする。 

,u • ppp の設定画面が表示されます。 
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すべての項目を□にし、 [ OK ] をクリック 

• オプション設定画面に戻ります。 



1][0 K ] をクリックする。 

11 •接続先と TCP/IP プロト]ルが設定されます。 

• ダイヤルアップ接続するには P .26 を参照してください。 

■ Windows XP でダイヤルアップネットワークの設定をする 

Windows XP では「ネットワークの接続ウイザード」を使用して、接続先 ( APN ) と TCP/IP プロトコルの両方を設 
定します。 

く例〉く cid >=3 を使いドコモのインターネット接続サービフ mopera U へ接続する場合 
• mopera U をご利用いただく場合は、お申し込みが必要(有料)となります。 


1[スタート]メニュー ► [すべてのプログラム] ► [アクセサリ] ► [通信] ► [ネット 
ワーク接続]をクリックする。 

•ネットワーク接続画面が表示されます。 

9 [ネットワークタスク]の[新しい接続を作成する]をクリックする。 

^ •新しい接続ウイザード画面が表示されます。 

3 [次へ]をクリックする。 

w •ネットワーク接続の種類を選ぶ画面が表示されます。 

H [インターネットに接続する]を選んで[次へ]をクリックする。 

J • 準備画面か表示されます。 


5 [接続を手動でセットアップする]を選んで[次へ]をクリックする。 

w •インターネット接続画面か表示されます。 

g [ダイヤルアップモデムを使用して接続する]を選んで[次へ]をクリックする。 

w • デパイスの選択画面が表示されます。 


7 [モデム- FOMASHOSC ( COMx )] を選んで[次へ]をクリックする。 

" • 「 X 」には数字が入ります。 

• 接続名画面が表示されます。 

• Bluetooth 接続の場合は、 [ (ご使用の Bluetooth リンク経由標準モデム) ] または [ (Bluetooth 機器メーカか 
提供している Bluetooth モデム）]を選んでください 0 
• 複数のモデムがインストールされている場合のみ、この画面が表示されます。 


& [ ISP 名]に任意の接続名を入力して[次へ] 
をクリックする。 

•ダイヤルする電話番号画面が表示されます。 

• [ISP 名]とは、インターネツトサービヌプ□バイダの 
名称です。 
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9 [電話番号]に接続先の番号を入力して[次 
へ]をクリックする。 

• インターネットアカウント情報画面が表示されま 
す0 

• ここでは < cid >=3 (mopera U ) への接続のため、 
f *99***3#」を入力します。 



In 各項目を画面例のように設定し、[次へ]を 
クリックする。 

• 新しい接続ウイザードの完了画面が表示されます。 

• mopera U または mopera をご利用の場合は、[ユー 
ザー名]と[パヌワード]については空欄でも接続で 
きます。 

• mopera U または mopera 以外のプ□バイダに接続す 
る場合の[ユーザー名]と[パヌワード]は、プロバイ 
ダご使用のユーザー名とパスワードを入力してくだ 
さし、0 


イ分-本ゥトア为ウン！ •《« 

イン 5' •初卜 noy He サイン r ン? sanw：/ 卜名！;パスワ-す。 

KP 功0ント名こ®あて批 S 全な«刚こ«乳てく*!? U 概存 
ンワ-ド feEft てし*，) M 給0、 KP IdBO 合わせて{执\«> 

I - 

JWJ- ド©: 

JU9-K0iB5A?1<C>： |^ 

0产ヂ l-sw ィントネ州；;格統抑 t?«、mr6c の加ント： as ょ u パスワ- ra 拥 
0こ®格晓ン 5- 切砂 
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11[新しい接続ウイザードの完了]が表示されたら、[完了]をクリックする。 

11 •新しく作成しだ接続ウイザードが表示されます。 


17設定内容を確認し、[キャンセル]をクリックする。 

IL • ここではすぐに接続せずに、設定の確認のみを行います。 


13 作成した接続先アイコンを選んで[ファイル]メニューの[プロパティ]を選ぶ。 

lw • 接続先のプロパティ画面が表示されます。 


1 A [全般]タブの各項目の設定を確認する。 

" • パソコンに2台以上のモデムが接続されているとき 

■ FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02の場合： 
[接続の方法]の [FOMA SH 05 C ] が0になってい 
るか確認します。□の場合は、 H にします。また、 
[FOMA SH 05 C ] 以外のモデムの0を□にしま 
す。 

■ Bluetooth 接続の場合：[接続の方法]の[(ご使用 
の Bluetooth リンク経由標準モデム) ] まだは 

[( Bluetooth 機器メーカが提供している Bluetooth 
モデム)]が0になっているか確認します。□の場 
合は、 H にします。また、[(ご使用の Bluetooth リ 
ンク経由標準モデム) ] または [( Bluetooth 機器 
メーカが提供している Bluetooth モデム)]以外の 
モデムの0を□にします。 

• [ダイヤル情報を使ラ]が□になっていることを確 
認します。0の場合は、□にします。 
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次ページへ続 <►► 















































15 [ネットワーク]タブをクリックし.各項目 

の設定を確認し.[設定]をクリックする。 

• [呼び出すダイヤルアップサーパーの種類]は 
[PPP:Windows95/98/NT 4/2000, Internet] に設定 
します。 

• [この接続は次の項目を使用します]の欄は、[イン 
夕ーネットプロトコル (TCP/IP)] のみを0にしま 
す。 [QoS パケットヌケジユーラ]は設定変更できま 
せんので、そのままにしておいて < ださい。 

• PPP 設定画面が表示されます。 

• ISP などに接続する場合の TCP/IP 設定は、 ISP または 
ネットワーク管理者に確認してください。 


1¢ すべての項目を□にし、 [ OK ] をクリック 

• 接続先のプロパティ画面に戻ります。 




1 ] [プロパティ]の画面で [ OK ] をクリックする。 

11 •接続先と TCP/IP プロトコルが設定されます。 

• ダイヤルアップ接続するには P.26 を参照してください。 


■ダイヤルアップ 接続する 

<例> Windows 了で FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02を利用してダイヤルアップ接続する場合 
• Windows Vista、Windows XP をご使用のときは、画面の表示か異なります。 

1 FOMA 端末を FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02でパソコンに接続する。 

2 [スタート]メニュー ► [コントロールパネル]をクリックする。 

Windows Vista の場合 

1[ヌタート]メニュー ► [接続先]をクリックし、操作6へ進お。 

Windows XP の場合 

1[ヌタート]メニュー ► [すべてのプログラム] ► [アクセサリ] ► [通信] ► [ネットワーク接 
続]をクリックし、操作6へ進む。 

3 [ネットワークとインターネット]をクリックする。 
n [ネットワークと共有センター]をクリックする。 

g [タスク]の[アダプターの設定の変更]をクリックする。 

v •ダイヤルアップネツトワーク画面が表示されます。 
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次ページへ続 <►► 









































0 接続先のアイコンをダブルクリックする。 

w • 接続画面が表示されます。 

• 接続先のアイコンを選んで[ファイル]メニ ユーの 
[接続]を選んでも、接続画面が表示されます。 



1 各項目を確認し、[ダイヤノレ]をクリックす 
る。 

• 接続先へ接続されます。 

• [ダイヤル]には「ダイヤルアップネットワークを設 
定する」 （ o ^ P .21) で設定した電話番号が表示されま 
す。 

• 接続先が mopera U または mopera の場合、[ユーザー 
名]と[パスワード]については空欄でも接続できま 
す。 



■切断するには 

インターネットブラウザを終了しだだけでは切断されない場合があります。確実に切断するには、次の操作をし 
て <ださい。 

1タスクトレイの [ S ] ►切断先をクリックし、[切断]をクリックする。 

1 • 接続が切断されます。 

Windows Vista の場合 

1タスクトレイの [越] ► [接続または切断…]をクリックし、切断先のアイコンをダブルクリッ 
クする。 

Windows XP の場合 

1タスクトレイの [ an をクリックし、[切断]をクリツクする。 


27 



























データの 送受信 ( OBEX ™ 通信） について 
■ FOMA 端末内のデータをパソコンと送受信する 


• FOMA 端末は、データ通信用のプロトコルとして、 OBEX ™ 機能を持っています。 FOMA 端末を FOMA 充電機能 
付 USB 接続ケーブル02(別売)で/\°ソコンに接続し、本データ通信(〇 BEX ™ 通信によるデータの送受信)を 
使って電話帳、電話番号表示の所有者情報、スケジュール、送信メール ( SMS 含む)、受信メール ( SMS 含む)、未 
送信メール （ SMS 含む）、エリアメール、メモ、メロデイ、マイピクチヤ、 i モーション、マイドキュメント、ブッ 
クマーク、トルカ、デ]メアニメ®テンプレート、現在地通知先、設定情報のデータを送受信できます。 

• FOMA 端末では、次の3通りのデータ送信が可能です 0 

■ パソコンから FOMA 端末にデータを1件ずつ送信する （ 1件書き込み） 

■パソコンから FOMA 端末にデータを一括して送信する(全件書き込み） 

■ FOMA 端末からパソコンにデータを一括して送信する(全件読み出し） 

籲データの送受信中は圏外となり、音声電話やテレビ電話、 i モードや i モードメール、バケット通信などはで 
きません。 

• データの送受信終了後、しばらく [ 圏外 ] と表示される場合があります。 

• RDMA 端末とパソコンが正しく接続されているか十分に確認してください。正しく接続されていない場合、データの 
送受信ができないだけでな <、データが失われることがあります。 

春 FOMA 端末の電池残量が十分残っていることを確認してください。電池残量がほとんど残っていない状態や電池切 
れの状態では、データの送受信ができないだけでな <、データが失われることがあります。 

• パソコンの電源についても確認して < ださい。データの送受信ができないだけでな <、データが失われることがあり 
ます。 

• 待受画面の状態でデータ通信を行って<ださい。待受画面に動画/ i モーションを設定している場合は、動画/ 
i モーションの再生を停止してからデータ通信を行って<ださい。 

• 通信中(音声通話やテレビ電話、データ通信)にデータの送受信はできません。また、データの送受信中には他の通信 
もできません。ただし、データの送受信開始直後などは着信を受ける場合があります。その場合、データの送受信が中 
止されます。 

• ドコモ UIM カード内の電話帳は送信できません0 

• i アプリの起動指定が貼り付けられているメールは、貼り付けられているデータを削除して送信されます。 

• 本文と合わせて 100 K パイトを超えるメールの添付データは削除して送信されます。 

• オール□ックまたはパーソナルデータロックが設定されている場合、電話帳などのデータの送受信はできません。 

• ダイヤル発信制限が設定されている場合、電話帳のデータは送受信できません。 

• データの大きさによっては、送受信に時間がかかる場合かあります。また、データの大きさによっては FOMA 端末で 
受信できない場合があります。 

• 電話帳のデータを受信する場合、1件受信のときは、メモリ番号[0010]から、全件受信のときは、メモリ番号の情報 
に従って登録します。 

• 電話帳を全件受信すると、電話番号表示に登録されているプロフィール （ 1件目の電話番号を除 <) も上書きされま 
す。 

• 電話帳はメモリ番号順に送信されます。 

• 全件送信を行うと電話番号表示のプ□フィールは電話帳と一緒に送信されます。 

• 2 M バイトを超える PDF は送信できません。 

• データの送受信(〇 BEX ) は次の方法で行うこともできます(機能によっては送受信できないデータがあります)。 

■ 赤外線通信 _ i C 通信 _ microSD 力ード ■ Bluetooth 通信 

■ データの送受信 (OBEX™ 通信）に必要な機器 

• データの送受信を行うには、 OBEX ™ 規格に準拠したデータ転送用のソフトをインターネットからダウンロー 
ドし、 パソコンにインストールする必要があります。デー タ転送用のソフトの動作環境、 インストール方法に 
ついては、データ転送用のソフトの取扱説明書を参照してください。また、あらかじめ FOMA 通信設定フアイ 
ルのインストール （ n ^ P .6 〜 P .8) が必要です。 

❿ FOMA 端末とパソコンの接続には、 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02が必要です。 

• TOMA 端末のデータの送受信 ( OBEX ™ 通信)機能は、 IrMC ™1.1 規格に準拠しています。ただし、相手機器が IrMC ™1.1 
規格に準拠していてもアプリケーションによっては送受信できないデータがあります。 
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I データを 1 件送信する （1 件書き込み) 


• パソコンから FOMA 端末へデータを1件ずつ送信します。 

• FOMA 端末からパソコンへ1件ずつ送信することはできません。 

籲データ送信の操作方法は、データ転送用のソフトによって異なります。詳し<は、データ転送用のソフトの取 
扱説明書を参照して <ださい。 

1パソコンからデータ転送用のソフトを使ってデータ送信 （1 件書き込み)の操作を 
行ぅ。 

• データ送信のしかだについては、データ転送用のソフトの取扱説明書を参照して < ださい。 


• 電話帳のデータを1件ずつ受信するとき（パソコンから RDMA 端末へ送信するとき）は電話帳のメモリ番号[0010]〜 
[1999] の空いているメモリ番号の中で最も若いメモリ番号に登録されます。[0010]〜 [1999] がすべて登録されて 
いるときは、[0000]〜 [0009] の空いているメモリ番号の中で最も若いメモリ番号に登録されます。 

• 電話帳のデータを受信した場合、すでに名前や電話番号またはメールアドレヌが200◦件登録されているときや2000 
件を超えるときは、登録できないことを通知するメッセージが表示されます。 


| データを全件送信する（全件書き込み/全件読み出し） 

• パソコンと FOMA 端末の間で一括書き込みと一括読み出しができます。 

• 「全件書き込み」あるいは「全件読み出し」の操作では、データ転送用のソフトと FOMA 端末の両方で認証パス 
ワードを入力する必要があります。 

• データ送信の操作方法は、データ転送用のソフトによって異なります。詳し < は、データ転送用のソフトの取 
扱説明書を参照して < ださい。 

1パソコンからデータ転送用のソフトを使ってデータ送信(全件転送)の操作を行う。 

1 • データ送信のしかだについては、データ転送用のソフトの取扱説明書を参照して < ださい。 

• パソコン側でも認証パスワードの入力が必要です。 

• 認証パヌワードは4桁の数字を入力して<ださい。 

9 FOMA 端末で、端末暗証番号 （ 4〜8桁の数字）と認証パスワード （ 4桁の数字)を入 
力する。 


3データ送信を開始する。 

• パソコンから FOMA 端末への全件書き込みを行うと FOMA 端末のデータはすべて書換えられます。元の FOMA 端末 
のデータは消去されますので、ご注意ください。シークレツト登録した電話帳、スケジュール、保護されたメールを含 
みます。ただし、データ BOX の画像や i モーション、メ□デイ、 PDF 、 またはデコメアニメ®テンプレートの場合、元の 
データは削除されずに追加保存されます。 

• パソコンから FOMA 端末への全件書き込みの途中で送信エラーが起こると、送信中の FOMA 端末のすべてのデータ 
が消去されることがあります。全件書き込みの前にケープルの接続、 FOMA 端末の電池残量、パソコンの電源の状態 
を確認して < ださい。 

• 相手の機器によっては、通信状況(バー表示)が表示されないことがあります。 
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■ AT コマンドについて 

AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の各機能を設定するためのコマンド(命令）です。パソコンでコ 
マンドを入力すると、その内容に従って RDMA 端末が動作します。 

■ AT コマンドの入力形式 

AT コマンドは、コマンドの先頭に必ず AT を付けて入力します。必ず半角英数字で入力してください。 

入力例 

ATD *99 林* 1 #0 

T 

リターンマーク： Enter キーを押します。コマンドの区切りになります 0 
パラメータ：コマンドの内容です。 

コマンド：コマンド名です。 

AT コマンドはコマンドに続くパラメータ（数字や記号)を含めて、必ず1行で入力します。1行とは最初の文字 
から□を押した直前までの文字のことで、160文字 ( AT 含む）まで入力できます。 

■ AT コマンドの入カモード 

AT コマンドで FOMA 端末を操作するには、パソコンを夕ーミナルモードにしてくださしヽ。ターミナルモードにす 
ると、キーボードから入力された文字がそのまま通信ポートに送られ、 FOMA 端末を操作できます。 

• オフラインモード 

FOMA 端末が待受の状態です。通常 AT コマンドで FOMA 端末を操作する場合は、この状態で操作を行います。 
• オンラインデータモード 

FOMA 端末が通信中の状態です。この状態のときに AT コマンドを入力すると、送られてきた文字をそのまま 
通信先に送信して、通信先のモデムを誤動作させることがあります。通信中は AT コマンドを入力しないでく 
ださい。 

• オンラインコマンドモード 

FOMA 端末が通信中の状態でも、特別な操作をすると、 AT コマンドで FOMA 端末を操作できる状態になりま 
す。その場合、通信先との接続を維持したまま AT コマンドを実行し、終了すると再び通信を続けられます。 

• 外部機器から 64 K データ通信で発信を行った場合、 2 in 1 のモードが [ A モード]/[デュアルモード]のときは A ナン 
バーで発信します。 [ B モード]のときは B ナンバーで発信します。ただし、[デュアルモード]設定時の AT コマンドによ 
るリダイヤル発信を行った場合は、最後に発信したナンパーでリダイヤル発信します。 

• ターミナルモードとは、パソコンを1台の通信端末(ターミナル)のように動作させるモードです。キーボードから入 
力しだ文字が通信ポートに接続されている機器や回線に送られます。 

■オンライン データモードとオンラインコマンドモードを切り替える 

FOMA 端末をオンラインデータモードからオンラインコマンドモードに切り替えるには、次の方法があります。 

• +++コマンドまだは S 2 レジスタに設定したコードを入力します。 

• AT & D 1 に設定されているときに、 RS -232 C ※の ER 信号を OFF にします。 

また、オンラインコマンドモードからオンラインデータモードに切り替えるには、 AT 〇□と入力します。 

※ USB インターフエースにより、 RS -232 C の信号線がエミュレートされていますので、通信アプリケーシヨンに 
よる RS -232 C の信号線制御が有効になります。 
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■ AT コマンドー覧 

[ M ] : FOMA SH 05 C Modem Port で使用できる AT コマンドです。 


AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT 

[ M ] 

— 

本コマンドのあとに本一覧表のコマンドを付 
加することで FOMA 端末のモデム機能を制御 
することができます。 

※ AT のみ入力した場合でも〇 K が応答されま 
す。 

AT 0 

0 K 

AT%V 

FOMA 端末のバージヨンを表示し 


AT % VB ) 

[ M ] 

ます， 2 

— 

Verl.OO 

OK 

AT & C < n > 

DTE への回路 CD ( DCD ) 信号の動 

n =0 :回路 CD を常に ON 

AT&Cia 

[ M ] 

作条件を設定します。& 1 

n =1 :回路 CD 信号は回線接続状態に従って変化 
(お買い上げ時） 

& C 1 に設定する場合は、接続完了時の 
CONNECT を送出する直前に CD 信号を 「 ON 」 
にします。回路が切断され 、 "NO CARRIER " 

を送出する直前に CD 信号を 「 OFF 」 にします。 

OK 

AT & D く n > 

オンラインデータモードのとき 

n =0 :状態を無視(常に〇 N とみなす） 

AT&Dia 

[ M ] 

に、 DTE から受け取る回路 ER 
( DTR ) 信号が 「 ON 」 から 「 OFF 」 に 
変わったときの動作を設定しま 
す。※ 1 

n =1 :〇 N から OFF に変わるとオンラインコマ 
ンドモード状態になる 
n =2 :0 N から〇 FF に変わると回線を切断し才 
フラインモード状態になる(お買い上げ 
時） 

OK 

AT & E < n > 

接続時の速度表示仕様を選択しま 

n =0 :無線区間通信速度を表示 

AT & EO 0 

[ M ] 

す。※- 1 

n =1 : DTE シリアル通信速度を表示(お買い上 
げ時） 

OK 

AT&F く n > 

[ M ] 

FOMA 端末の AT コマンド設定値 
をお買い上げ時の状態にリセット 
します。通信中に本コマンドを入 
力した場合は、回線を切断してか 
らリセットします。 

n =0 のみ指定可能(省略可） 

AT & F 0 

OK 

AT & S < n > 

DTE へ出力するデータセットレ 

n =0 :常時 ON (お買い上げ時） 

AT&SOa 

[ M ] 

ディ （ DR ) 信号の制御のしかだを 
設定します。& 1 

n =1 :回線接続時に DR 信号 ON 

OK 

AT & W < n > 

現在の設定値を FOMA 端末に記憶 

n =0 のみ指定可能(省略可） 

AT&WQ 

[ M ] 

します。※ 2 、※ 5 


OK 

AT*DANTE 

FOMA 端末の電波の受信状態を表 

本コマンドにより応答されるリザルトは次の 

AT 氺 DANTE 0 

[ M ] 

示します。％ 2 

書式とします。 

氺 DANTE : く m > 

く m > 

0 : FOMA 端末にて圏外と表示される状態 

1: FOMA 端末にてアンテナ本数0本もし< 

は1本の状態 

2 : FOMA 端末にてアンテナ本数2本の状態 

3 : FOMA 端末にてアンテナ本数3本の状態 

氺 DANTE :3 

OK 

AT * DGANSM =< n > 

パケット着信呼に対する着信拒 

n =0 :着信拒否設定および着信許可設定を 

AT * DGANSM = O 0 


否/許可設定のモードを設定しま 

[〇 FF ] に設定(お買い上げ時） 

OK 


す。本コマンドの設定は、設定コマ 

n =1 :着信拒否設定を [ ON ] に設定 

AT * DGANSM ?0 

[ M ] 

ンド入力後のバケット通信着信呼 
のみ有効です。※ 2 

n =2 :着信許可設定を [ ON ] に設定 

氺 DGANSM :0 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT * DGAPL =< n > 

バケット着信呼に対して着信を許 

< n > / \°ラメータによつて着信許可リストへの 

AT * DGAPL =0 ,ia 

[，く cid >] 

可する接続先 ( APN ) を設定しま 

追加および削除を指定し、く cid > パラメータを 

OK 


す。 APN 設定は 「+ CGDCONT 」 で 

省略した場合は、く cid > のすべてをリストに追 

AT 氺 DGAPL ? Q ) 


定義されだく cid >/ \°ラメータを使 

加 « n >=0) あるいは削除 « n >= 1 ) します。本コ 

本 DGAPL 1 


用します。 

マンドで追加(削除）しよラとするく cid > が 
r+ CGDCONTJ コマンドで定義されていない 
場合でも、リフトへ追加(削除)できます。 
n =0 :リヌトへ追加(く cid > で定義された APN を 

OK 



着信許可リストに追加） 




n =1 :リストから削除(く cid > で定義された APN 


[ M ] 


を着信許可リストから削除） 


AT * DGARL =< n > 

バケット着信呼に対して着信を拒 

< n > / \°ラメータによ つて 着信拒否リストへの 

AT * DGARL =0 ,ia 

L < cid >] 

否する接続先 ( APN ) を設定しま 

追加および削除を指定し、く cid > パラメータを 

OK 


す。 APN 設定は 「+ CGDC 〇 NT 」 で 

省略した場合は、く cid > のすベてをリフトに追 

AT 本 DGARL ?(3 


定義されだく cid > パラメータを使 

加 « n >=0) あるいは削除 « n >= 1 ) します。本コ 

氺 DGARL :1 


用します。 

マンドで追加(削除）しようとするく cid > が 
r+CGDCONTJ コマンドで定義されていない 
場合でも、リフトへ追加(削除)できます。 
n =0 :リストへ追加(く cid > で定義された APN を 

OK 



着信拒否リストに追加） 




n =1 :リヌトから削除(く cid > で定義された APN 


[ M ] 


を着信拒否リフトより削除） 


AT*DRPW 

FOMA 端末から通知される受信電 

本コマンドにより応答されるリザルトは次の 

AT * DRPWQ 1 


力値を表示します。 852 

書式とします。 

本 DRPW :0 



氺 DRPW : く m > 

OK 

[ M ] 


m :〇〜75(受信電力の値） 


AT * DGPIR =< n > 

本コマンドの設定は、発信時に有 

n =0 :パケット通信確立時、接続先 ( APN ) にその 

AT * DGPIR=Oa 


効です。ダイやルアップネット 

まま接続(お買い上げ時） 

OK 


ワークの設定でも、接続先の番号 

n = 1:パケット通信確立時、接続先 ( APN ) に184 

AT 氺 DGPIR ? B 1 


に186 (通知)/184 (非通知）を付 

を付けて接続 

氺 DGPIR :0 


けることができます。％ 2 

n =2 :パケット通信確立時、接続先 ( APN ) に186 




を付けて接続 

OK 



本コマンドとダイヤルアップネットワークの 
両方で186 (通知)/184 (非通知）を設定した 
場合については、 P .21 「ダイヤルアップネット 
ワークでの通知/非通知設定について」を参 


[ M ] 


照して < ださい。 


+++ 

FOMA 端末のモードをオンライン 


(通信中） 


データモードからオンラインコマ 


+++ (表示は見え 


ンドモードへ移行します。 

— 

ない） 


エスケープガード区間は、1秒の 


OK 

[ M ] 

固定値です。％ 2 



AT + CACIVK く p 

UIM に記録される累積課金値をリ 

本コマンドで、パスワードが一致した場合は、 

AT + CACM ="0123" 

asswd >] 

セットします。& 2 

UIM に記録される累積課金値をリセットしま 

□ 



す。 

OK 



く passwd 〉 ： SIM PIN 2 

※ストリングパラメータであり、入力時は"で 


[ M ] 


囲みます。 


AT + CAOO [く m 

現在の課金値の問い合わせを行い 

又 mode ;* 

AT + CAOCQ ) 

ode >] 

ます， 2 

0 :現在の呼の課金を問い合わせる 

+ CAOC :"00001 E " 



本コマンドにより応答されるリザルトは次の 
書式とします。 

OK 

[ M ] 


+ CAOC : "く ccm >__ 



32 


次ページへ続 <►► 













AT コマンド 

概要 

バラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+CBC 

バッテリー状態の問い合わせを行 

本コマンドにより応答されるリザルトは次の 

AT + CBC 0 


います。※ 2 

書式とします。 

+ CBC : 0,80 



+ CBC : く bcs >，〈 bcl > 






〇 K 



< bcs > 




0 

バッテリーにより FOMA 端末が動作して 





いる状態 




1 

充電中 




2 

バッテリー未接続状態 




3 

減電中 




< bcl > 


[ M ] 


〇〜100 (バッテリー残量） 


AT + CBST=[<sp 

発信時のベアラサービスの設定を 

く speed > 

AT + CBST = 116,1,0 

eed > [，く name >[，< 

行います。 AT+FCL ASS =< n > コマ 

116： 64 K データ通信(お買し、上げ時） 

□ 

ce >]]] 

ンド （ n ^ P .36) が0のときのみ有効 



OK 


です。※ 1 

• sname > 




1 

固定値 




< ce > 


[ M ] 


0 

固定値 


AT+CEER 

直前の通信の切断理由を表示しま 

「切断理由一覧」を参照(ぼ P .40) 〇 

AT + CEER 0 


す。※ 2 



+ CEER 36 

[ M ] 




OK 

AT+CGDCONT 

パケット発信時の接続先 ( APN ) を 

「 AT コマンドの補足説明」を参照 ( i ^ P .40)。 

「 AT コマンドの補 


設定します。 



足説明」を参照 

[ M ] 




(ぼ P .40)。 

AT+CGE 〇 MIN 

パケット通信確立時にネットワー 

「 AT ] マンドの補足説明」を参照(ぼ P .41)。 

「 AT コマンドの補 


ク側から通知される QoS (サービ 



足説明」を参照 


ス品質）を許容するかどうかの判 



(ぼ P .41)。 

[ M ] 

定基準値を登録します。％ 2 




AT+CGE 〇 RE 〇 

パケット通信時の発信時にネット 

「 AT コマンドの補足説明」を参照 ( n ^ P .42)。 

「 AT コマンドの補 


ワークへ要求する QoS (サービス 



足説明」を参照 

[ M ] 

品質)を設定します， 2 



(ぼ P .42)。 

AT+CGMR 

FOMA 端末のバージヨンを表示し 



AT+CGMRQ 


ます， 2 



1234567890123 



— 


456 

[ M ] 




〇 K 

AT + CGREG =< n > 

ネットワーク登録状態を通知する 

く n > 

AT + CGREG =10 


かどうかを設定します。通知され 

0 

設定しない(お買い上げ時） 

OK 


ている内容は圏内/圏外です。& 1 

1 

設定する 

(通知ありに設定） 




AT + CGREG =1 に設定すると、 

AT + CGREG?a 




“+ CGREG : く stat >” の形式で通知されます。 

+ CGREG : 1,0 




く stat > パラメータは、0,1,4,5をサボートしま 





す。 

OK 



< stat > 

(圏外を意味して 



0 

圏外 

いる） 



1 

圏内 ( home ) 

+ CGREG :1 



4 

不明 

(圏外から圏内に 

[ M ] 


5 

圏内 ( visitor ) 

移動した場合） 

AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表示しま 



AT + CGSN 0 


す〇※ 2 



1234567890123 



- 


45 

[ M ] 




〇 K 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + CLIP =< n > 

64 K データ通信の着信時に、相手 

く n > 

AT + CLIP =0 B ) 


の発信番号をパソコンに表示でき 

0 

リザルトを出さない(お買い上げ時） 

OK 


ます。※ 1 

1 

リザルトを出す 





「 AT + CLIP ?」 のとき、 + CLIP : く n >, く m > を表示 

AT + CLIP 70 




します。 

+ CLIP : 0,1 



< m > 




0 

発信時に相手に番号を通知しない NW 設定 

OK 



1 

発信時に相手に番号を通知する NW 設定 


[ M ] 


2 

不明 


AT + CLIR =< n > 

64 K データ通信の発信時に、電話 

< n > 

AT + CLIR = O 0 


番号を相手側に通知するかどうか 

0 

サービスご契約の設定どおり 

OK 


を設定します。 

1 

通知しない 




2 

通知する(お買い上げ時） 

AT + CLIR?a 




AT + CLIR ? のとき、 + CLIR : く n >, く m > を表示し 

+ CLIR : 2,3 




ます。 




< m > 

OK 



0 

CLIR は起動していない(常時通知） 




1 

CLIR は常時起動している(常時非通知） 




2 

不明 




3 

CLIR テンポラリ•モード(非通知デフオル 





卜） 


[ M ] 


4 

CLIR テンポラリ•モード(通知デフオルト） 


AT + CDIP =< n > 

着サプアドレヌの通知の有無を設 

< n > 

AT + CDIP =0 a 


定します。また、マルチナンパー契 

0 

サブアドレヌを表示しない 

OK 


約状況を確認できます。 


(お買い上げ時） 




1 

サブアドレヌを表示する 

AT + CDIP?a 



< m > 

+ CDIP : 0,1 



0 

マルチナンバー未契約 




1 

マルチナンバー契約中 

OK 

[ M ] 


2 

不明 


AT + CMEE =< n > 

FOMA 端末のエラーレポートの有 

エラーを “ ERROR ” のみで表示するか、理由 

AT + CMEE =0 a 


無を設定します。& 1 

を文字あるいは数値でしポートするかを設定 

OK 



します。 

AT+CNUMO 



< n > 

ERROR 



0 

リザルトコードを使用せずに “ ERROR ” 

AT + CMEE=ia 




を表示(お買い上げ時） 

OK 



1 

リザルトコードを使用し、数字で理由を表 

AT + CNUM 3 




示 

+CME ERROR :10 



2 

リザルトコードを使用し、文字で理由を表 




「 n =1」 または 「 n =2」 でエラーレポート表示に設 




定した場合、エラーレポートは次のように表 




示されます。 




+CME ERRORrxxxx 




xxxx には数字まだは文字が表示されます。 


[ M ] 


「エラーレポー! -— 覧」 0 r ^ P .4 O ) 


AT+CNUM 

FOMA 端末の自局番号を表示しま 

number :電話番号 

AT+CNUMa 


す。※ 2 

type :129もしくは145 

+ CNUM :；'+8190 





12345678",145 



129：国際アクセヌコード十を含まない 


[ M ] 


145：国際アクセヌコード十を含¢3 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + COPS=[<m 

接続する通信事業者を選択しま 

く mode ;> 

AT+COPS 

ode >[,< format >[, 

す。※ 2 

0 :オート（自動的にネットワークを検索して 

= 1 ( 2；'44 F 001" 

< oper >]]] 


通信事業者を切り替える） 

1:マニュアル(く oper > に指定された通信事業 

□ 



者に接続する） 

OK 



2 :通信事業者との接続を解除(切断)する 

( MCQ 440 MNC : 



※非サポートとなります。 

3 :マッピングを行わない 

4 :マニュアルオート（く oper > に指定された通 

10に接続） 



信事業者に接続できなかった場合に「オー 
卜」の処理を行う） 




※非サポートとなります。 




く format 〉 

2 :固定値 




< oper > は国番号 ( MCC ) とネットワーク番号 
( MNC ) からなる16進数の値で示します。 
書式は次のとおり。 




Digit 1 of MCC***octet 1 bits 1 to 4. 

Digit 2 of MCC"*octet 1 bits 5 to 8. 

Digit 3 of MCC***octet 2 bits 1 to 4. 

Digit 3 of MNC***octet 2 bits 5 to 8. 

Digit 2 of MNC—octet 3 bits 5 to 8. 


[ M ] 


Digit 1 of MNC—octet 3 bits 1 to 4. 


AT+CPAS 

FOMA 端末のアクティビティー状 

本コマンドにより応答されるリザルトは次の 

AT + CPAS 0 


態問い合わせを行います。& 2 

書式とします。 

+ CPAS :0 



+ CPAS : く pas > 

OK 



く pas > 

0 : AT コマンド送受信可能 




1: AT コマンド送受信不可能 (+ CPAS :1 のリ 
ザルトを送出しない） 




2 :不明 

3 : AT コマンド送受信可能かつ着信中 


[ M ] 


4 : AT コマンド送受信可能かつ通信中 


AT + CPIN =< pin >[ 

UIM に関するパヌワード 

く pin 〉 

AT + CPIN?a 

,< newpin >] 

( PIN 1 尸 IN 2) の入力を行います。※ 2 

PIN 1入力待ち状態では PIN 1を入力(く pin 〉 パラ 

+ CPIN:SIM PIN 1 



メータのみ入力） 

RN 2 入力待ち状態では PIN 2 を入力(く pin 〉 パラ 

OK 



メータのみ入力） 

( PIN 1 入力待ち状 



PUK 1 入力待ち状態では PUK 1を入力 

態を表している） 



PUK 2 入力待ち状態では PUK 2 を入力 

AT + CPIN ="1234" 



※ヌトリングパラメータであり、入力時は ” n 

□ 



で囲みます 

OK 



人 newpin > 

AT + CPIN?a 



PUK 1 入力待ち状態では新しい PIN 1を入力 
PUK 2 入力待ち状態では新しい PIN 2 を入力 

+ CPIN:SIM PUK 1 



※ヌトリングパラメータであり、入力時は”" 

OK 



で囲みます 

( PUK 1 入力待ち状 
態を表している） 
AT + CPINN " 12345 
678"；1234"〇 

[ M ] 



〇 K 

AT + CR = く mode 〉 

回線接続時に “ CONNECT " のリ 

、 mode ;> 

AT + CFM 0) 


ザルトコードが表示される前に、パ 

0 :回線接続時に表示しない 

〇 K 


ヶット通信/ 64 K データ通信を表 

(お買い上げ時） 

ATD *99***1# 


示するかどうかを設定します。 X 1 

1:回線接続時に表示する 

+CRGPRS 


パケット通信のときは、 " GPRS ” 

と表示され 64 K データ通信のとき 


CONNECT 

[ M ] 

は “ SYNC ” と表示されます。 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+CRC=<n> 

着信時に拡張リザルトコードを使 

n=0 :拡張リザルト]-ドを使用しない(お買 

AT+CRC=O0 


用するかどうかを設定します。 * 1 

い上げ時） 

OK 

[M] 


n=1 :拡張リザルトコードを使用する 


AT+CREG: く n> 

ネットワークの圏内/圏外情報を 

AT+CREG=1 に設定すると、 “+CREG: く stat>” 

AT+CREG=ia 


表示するかどうかを設定しま 

の形式で通知されます。 <stat>/ \°ラメータは 

OK 


す。※. 1 

0,1,4,5をサボートします。 

(通知ありに設定） 



<n> 

AT+CREG7S 



0 :通知なし(お買い上げ時） 

+CREG: 1,0 



1:通知あり 




<stat> 

OK 



0 :圏外 

(圏外を意味して 



1:圏内 (home) 

いる） 



4 :不明 

+CREG:1 



5 :圏内 (visitor) 

(圏外から圏内に 

[M] 



移動した場合） 

AT+CUSD=[<n> 

付加サービスなどに関し、網側の 

<n> 

AT+CUSD=0；xxx 

[，く str> [，く dcs>]]] 

設定を変更します。％ 1 

0 :中間リザルトを応答せず、〇 K を応答する 

xxx"3 



(お買い上げ時） 

1:中間リザルトを応答する 

OK 



く str> 

サービスコード 

※詳しくは『ご利用ガイドプック（ネットワー 




クサービス編)』をご覧 <ださい。 




く dcs> 


[M] 


0 :固定値 


AT+FCLASS=<n> 

モード設定を行います。& 1 

く n> 

AT+FCLASS=0a 

[M] 


0 :データ（固定値） 

OK 

AT+GCAP 

FOMA 端末の能カリストを表示し 


AT+GCAP0 


ます， 2 

— 

+GCAP:+CGSM, 

+FCLASS.+W 

[M] 



OK 

AT+GMI 

FOMA 端末のメーカの名前が半角 


AT+GMI □ 


英数字で表示されます 2 

— 

SHARP 

[M] 



OK 

AT+GMM 

FOMA 端末の製品名の略称 


AT+GMMS 


(FOMA SH05C) がアルファぺッ 
卜および数字で表示されます。& 2 

- 

FOMA SH05C 

[M] 



OK 

AT+GMR 

FOMA 端末のバージョンを表示し 


AT+GMRa 


ます， 2 

— 

Verl.OO 

[M] 



OK 

AT+IFC=<n,m> 

パソコンと F 〇 M A 端末間の□一力 

DCE by DTE«n» 

AT+IF02,2a 


ルフロー制御方式を設定しま 

0 :フロー制御を行わない 

OK 


す。※ 

1: XON/XOFF フロー制御を行う 

2 : RS/CS(RTS/CTS) フロー制御を行う 
(お買い上げ時） 

DTE by DCE (く m» 

0 :フロー制御を行わない 

1: XON/XOFF フロー制御を行う 

2 : RS/CS(RTS/CTS) フロー制御を行う 


[M] 


(お買い上げ時） 


AT+WS46? 

発信時に使用する無線ネットフー 

n=22 : FOMA ネットワーク（固定値） 

AT+WS4670 


クを表示します。着信に影響を与 
えるものではありません。& 2 


22 

[M] 



OK 

A/ 

直前に実行したコマンドを再実行 


A/ 

[M] 

するときに使用します。 


OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATA 

バケツト着信および 64K データ通 

バケット着信中には、 「ATA184g)」( 発信者番 

RING 


信の着信時に入力すると、着信処 

号通知なし着信動作)および 「ATA 18613」(発 

ATAQ 

[M] 

理を行います。※ 2 

信者番号通知あり着信動作)を入力できます。 

CONNECT 

ATD 

[M] 

発信処理を行います。％ 2 、％ 3 

• パケット通信 ATD*99 林*く cid>#B) 

ATD*99# を入力した場合： 

<cid>=1 (お買い上げ時)を用います(く cid> の 
入力を省略した場合は、 <cid>= 1になりま 
す)。 

ATD184*99* 林く cid># で始まる書式を入 
力した場合： 

指定したく cid> に規定した接続先 (APN) に 
対して "184” が付加されます(発信者番 
号通知ありの“186” でも同様の操作がで 
ぎます)。 

• 64K デ-夕通信 ATD [パラメ-夕][電話番 
号] □ 

相手側の電話番号に、〇〜9、*、#、+、 A、a、B、 
b、C、c、D、d、 _ (ハイフン）、フ•ペーヌ、 T、t、 

P、p、!、W、w、 ◎、，(カンマ)以外を設定した 
場合は、発信できません。の文字は入力 
可能ですが、ダイヤル時には認識されませ 
ん〇 

ATD*99***1#S 

CONNECT 

ATE く n> 

バソコンから送信されだ本コマン 

n=0 :エコーバックなし 

ATEIQ 

[M] 

ドに対して、 FOMA 端末がエコー 
を返すかど〇かを設定します。& 1 

n=1 :エコーバックあり（お買い上げ時） 

通常は n=1 で使用します。パソコンにエコー機 
能がある場合、 n=0 に設定して < ださい。 

OK 

ATH 

バケツト通信および 64K データ通 
信時に入力すると、回線を切断し 


(通信中） 

+++ (表示は見え 

[M] 

ます， 2 

— 

ない） 

OK 

ATH0 

NO CARRIER 

ATI<n> 

[M] 

確認コードを表示します。 

n=0 : NTT DoCoMo 

n=1 :製品名の略称を表示 (F 〇 MASH05C) 
n=2 :製品のバージヨンを “VerX.XX” などの 
形式で表示 

n=3 : ACMP 信号の各要素を表示 
n=4 : FOMA 端末の有する通信機能の詳細を表 
示 

ATIO0 

NTT DoCoMo 

OK 

ATO 

通信中にオンラインコマンドモー 


ATOg 

[M] 

ドからオンラインデータモードに 
戻ります。※ 2 

— 

CONNECT 

ATQ<n> 

リザルトコードを表示するかどラ 

n=0 :リザルトコードを表示する 

ATQOa 

[M] 

かを設定します。 

(お買い上げ時） 

n=1 :リザルトコードを表示しない 

OK 

ATV く n> 

リザルトコードの表示方法を設定 

すべてのリザルトコードを数字表記あるいは 

ATV 10 

[M] 

します。％ 1 

英文字表記で表示します。 
n=0 :リザルトコードを数字表記で表示 
n=1 :リザルトコードを英文字表記で表示 
(お買い上げ時） 

OK 
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AT コマンド 

概要 

バラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATX く n > 

接続の CONNECT 表示に速度表示 

ビジ—卜ーン検出： 

ATX 1 Q 

[ M ] 

の有無を設定します。また、ビジー 
トーン、ダイヤルトーンの検出を 
行います。※ 1 

接続先が通話中のとき、 BUSY 応答を送出し 
ます。 

ダイヤルトーン検出： 

FOMA 端末に接続されているかどラかを判 
定します。 

速度表示： 

接続時の CONNECT 表示に速度を表示する 
かどラかを設定します。 
n =0 :ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン 
検出なし、速度表示なし 
n =1 :ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン 
検出なし、速度表示あり 
n =2 :ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン 
検出あり、速度表示あり 
n =3 :ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン 
検出なし、速度表示あり 
n =4 :ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン 
検出あり、速度表示あり(お買い上げ時） 

OK 

ATZ < n > 

TOMA 端末の AT ] マンド設定値 

FOMA 端末の AT コマンド設定値を不揮発メ 

(オンライン時） 

[ M ] 

をリセットします。※ i 、％ 4 

モリの内容にリセットします。通信中に本コ 
マンドを入力した場合は、回線を切断してか 
らリセットします。 
n =0 のみ指定可能(省略可） 

ATZQ 

NO CARRIER 
(オフライン時） 
ATZ 0 

OK 

ATSO =< n > 

FOMA 端末が自動着信するまでの 

n =0 :自動着信しない(お買い上げ時） 

ATS 0=0( J ) 

[ M ] 

呼び出し回数を設定します〇ス 1 

n =1 〜255 :指定したリング数で自動着信する 

OK 

ATS 2=< n > 

エスケープキャラクタの設定を行 

n =0 〜127 (お買い上げ時 n =43) 

ATS 2=43 a 

[ M ] 

います。 

n =127 に設定するとエヌケープは無効になり 
ます。 

OK 

ATS 27 Q 

043 

OK 

ATS 3=< n > 

復帰 ( CR ) キャラクタの設定を行 

AT コマンド文字列の最後を認識するキャラ 

ATS 3=13 g 

[ M ] 

います。 

クタを定義します。エコーバックされたコマ 
ンド文字列とリザルトコードの最後に付きま 
す。設定値は変更できません(お買い上げ時 
n =13)。 

OK 

ATS 370 

013 

OK 

ATS 4=< n > 

改行 ( LF ) キャラクタの設定を行 

英文でリザルトコードを表示する場合 、 CR 

ATS 4=10 g 

[ M ] 

います。 

キャラクタの後ろに付きます。設定値は変更 
できません(お買い上げ時 n = 1 0) 。 

OK 

ATS 470 

010 

OK 

ATS 5=< n > 

バックスペーヌ （ BS ) キャラクタ 

AT コマンド入力中にこのキャラクタを検出 

ATS 5= 8 □ 

[ M ] 

の設定を行います。 

すると、入カバッファの最後のキャラクタを 
削除します。設定値は変更できません(お買い 
上げ時 n =8) 0 

OK 

ATS 57 Q 

008 

OK 

ATS 6=< n > 

ダイヤルするまでのポーズ時間 

本コマンドによりレジスタは設定されます 

ATS 6=1 O 0 

[ M ] 

(秒)を設定します。 

が、動作しません。 
n :2〜10(お買い上げ時11=5) 

OK 

ATS 8=< n > 

カンマダイヤルするまでのポーズ 

本コマンドによりレジヌタは設定されます 

ATS 8=30 

[ M ] 

時間(秒)を設定します。 

が、ポープ時間 （ 3秒)に影響しません。 
n =0 :ポーズしない 
n :1〜255(お買い上げ時 n =3) 

OK 

ATS 10=< n > 

自動切断の遅延時間(秒)を設定し 

本コマンドによりレジスタは設定されます 

ATS 1 O 10 

[ M ] 

ます C 1/10秒)。※ 1 

が、動作しません。 
n :1〜255(お買い上げ時 n =1) 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATS30=<n> 

データの送受信をこの時間以上行 

本コマンドの設定は、 64K データ通信時のみ 

ATS3O=30 

[M] 

わないと切断します。 

有効です。 <n> は分単位で設定します。 
n :〇〜255(お買い上げ時 n=0) 
n=0 は不活動タイマオフ 

OK 

ATS103=<n> 

着サブアドレスを付けて発信する 

本コマンドの設定は、 64K データ通信時のみ 

ATS 103=00 

[M] 

場合の区切りを設定します。 

有効です。 

n=0 :氺アスタリスク 

n=1 :/スラッシュ(お買い上げ時） 

n=2 :¥マークあるいはバックスラッシュ 

OK 

ATS 104=く n> 

発サブアドレヌを付けて発信する 

本コマンドの設定は、 64K データ通信時のみ 

ATS 104=00 

[M] 

場合の区切りを設定します。 

有効です。 
n=0 :#シャープ 

n=1 :%パーセント（お買い上げ時） 
n=2 :&アンド 

OK 

AT¥S 

[M] 

現在の設定されている各コマンド 
と S レジヌタの内容を表示しま 
す。※ 2 

— 

AT¥S0 

El Q0 VI X4 

&C1 &D2 &S0 

&E1 ¥V0 

S000=000 

S002=043 

S003=013 

S004=010 

S005=008 

S006=005 

S007=060 

S008=003 

S010=001 
S030000 

SI 03=001 

SI 04=001 

OK 

AT¥V く n> 

接続時の応答コード仕様を選択し 

本コマンドは、 ATX く n> コマンド（ぽ P.38) が 

AT¥V10 

[M] 

ます。※1 

n=0 以外のときのみ有効です。 
n=0 :拡張リザルトコードを使用しない 
(お買い上げ時） 

n=1 :拡張リザルトコードを使用する 

OK 


※1AT&W コマンドで FOMA 端末に記憶されます。 

※之 AT&W コマンドで FOMA 端末に記憶されません。 AT&F、ATZ コマンドによるリセットも行われません。 

《3 ATDN □や ATDLQ でリダイやル発信ができます。 

※斗 AT&W コマンドを使用する前に ATZ コマンドを実行すると、最後に記憶した状態に戻り、それまでの変更 
内容は消去されます。 

※5 AT&W コマンドで FOMA 端末に記憶された設定値は、電源を切ると不揮発データとして FOMA 端末に格納 
されます。 
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■切断 理由一覧 


■パ ケット通信 


値 

理由 

27 

接続先 (APN) が存在しないか、もし < は正し <ありません。 

30 

ネットワークによって切断されましだ。 

33 

パケット通信の契約がされていません。 

36 

正常に切断されました。 


■ 64 K データ通信 


値 

理由 

1 

指定しだ番号は存在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側か通信中のため、通信ができません。 

18 

発信しましたが、指定時間内に応答がありませんでした。 

19 

相手側か呼び出し中のため通信ができません。 

21 

相手側が着信を拒否しましだ。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプションが有効ではありません。 

65 

提供されていない伝達能力を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端末に発信したか、もしくは着信を受けました。 


■エラー レポートー覧 

数字表示 

文字表示 

理由 

10 

SIM not inserted 

ドコモ UIM 力ードがセットされていません。 

15 

SIM wrong 

ドコモ以外の SIM (ドコモ UIIVI カードに相当する丨 C 力ード)が挿入されています。 

16 

incorrect password 

パスワードが間違っています。 

100 

unknown 

不明なエラーです。 


■ AT コマンドの補足説明 

■ コマンド名： + CGDCONT =[ パラメータ] 

概劳 

パケット発信時の接続先 (APN) の設定を行います。 

AT&W コマンドで FOMA 端末に記憶されません。 AT&F、ATZ コマンドによるリセットも行われません。 

書式 

+CGDC 〇 NT=[ く cid> [，"く PDP_type>" [，"く APN>"]]]a 

パラメータ説明 

<cid>* :1〜10 

<PDP_type>* : PPP まだは IP 

く APN>* :任意 

く cid> は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 (APN) を管理する番号です。 FOMA 端末では1〜10を 
登録できます。お買い上げ時、く cid>=1 には「 moperane.jp」、 く PDP_type> は 「PPP」 が、く cid>=2 には「 mopera.net」、 

く PDP_type> は 「PPP」 が、く cid>=3 には「 mopera.net」、<PDP_type> は 「IP」 が、く cid>=4 には「 mpr.ex-pkt.net」、 
<PDP_type> は 「PPP」 が初期値として登録されていますので、 cid は5〜10に設定します。 <APN〉 は接続先を示す接 
続ごとの任意の文字列です。 

実行例 

「abc」 としヽう接続先 (APN) 名を登録する場合のコマンド(く cid>=2 の場合） 

AT+CGDC0NT=2，"PPP"，"abc”a 

OK 
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パラメータを省略した場合の動作 

AT+CGDC 〇 NT: 

すべてのく cid> の設定をクリアします。だだし、く cid>=1 〜4の設定はお買い上げ時の状態に再設定されます。 
AT+CGDCONT=<cid> 

指定されだく cid> の設定をクリアします。ただし、く cid>=1 〜4の設定はお買い上げ時の状態に再設定されます。 
AT+CGDC 〇 NT=? 

設定可能な値のリヌト値を表示します。 

AT+CGDC 〇 NT? 

現在の設定値を表示します。 

■ コマンド名： +CGEQMIN=[ パラメータ] 

概要 

PPP パケット通信確立時にネットワーク側から通知される QoS (サービヌ品質）を許容するかどうかの判定基準 
値を登録します。 

AT&W コマンドで FON/IA 端末に記憶されません。 AT&F、ATZ コマンドによるリセットも行われません。 

書式 

AT+CGEQMIN=[<cid> [„ く Maximum bitrate UL> [， 〈Maximum bitrate DL> [，"，く Maximum SDU size>]]]]Q 

パラメータ説明 

<cid>* : 1 〜 10 

く Maximum bitrate UL>* :なし（初期値）または 5' 760 
く Maximum bitrate DL>* :なし(初期値）または7232 
く Maximum SDU size〉* 

く PDP_type> が PPP の場合：10(初期値)〜1500まだは1502 
く PDP_type> が IP の場合：10(初期値)〜1500 

く cid> は、 FOMA 端末内に登録するバケット通信での接続先 (APN) を管理する番号です。 [Maximum bitrate UL] お 
よび [Maximum bitrate DL] では、 FOMA 端末と基地局間の上りおよび下りの最大通信速度 (kbps) を設定します。 
[なし(お買い上げ時)]に設定した場合は、すべての速度を許容しますが、「5760」および「7232」を設定した場合、 
これらの速度未満の接続は許容されないため、パケット通信が接続されない場合があります。 [Maximum SDU 
size] では、最大許容 SDU サイブを設定します。「10(初期値)〜1500または1502」を設定しだときは、これらの値 
未満の接続は許容されないため、パケット通信が接続できないことがありますのでご注意 < ださい。まだ、「70」 
未満の接続に関しては接続できませんのでご注意< ださい。 

実行例 

(1) の設定が各 cid に初期値として設定されています。 

(1) 上り/下りすべての速度を許容する場合のコマンド(く cid>=2 の場合） 

AT+CGE 〇 MIN=2Q) 

OK 

(2) 上り 5760kbps/ 下り 7232kbps かつ最大許容 SDU サイブ1500を許容する場合のコマンド(く cid>=3 の場合） 
AT+CGEQMIN=3„ 5760,7232,,„ 15003 

OK 

( 3 ) 上り5760 kbps/ 下りすべての速度を許容する場合のコマンド(く cid>=4 の場合） 

AT+CGEQMIN=4„ 57600 

OK 

(4) 上りすベての速度/下り 7232kbps 速度のみ許容する場合のコマンド(く cid>=5 の場合） 

AT+CGEQMIN=5,„ 72320 

OK 

パラメータを省略した場合の動作 

AT+CGEQMIN= 

すべてのく cid> の設定をクリアします。 

AT+CGE 〇 MIN=<cid> 

指定されだく cid> をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT+CGEQMIN=? 

設定可能な値のリストを表示します。 

AT+CGEQMIN? 

現在の設定を表示します。 
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■コマンド 名 ： +CG EQREQ = [パラメータ] 

概要 

PPP パケット通信時の発信時にネットワークへ要求する QoS (サービス品質）を設定します。 

AT&W コマンドで FOMA 端末に記憶されません。 AT&F、ATZ コマンドによるリセットも行われません。 


書式 

AT+CGEQREO [く cid> [，く Traffic class〉[,<Maximum bitrate UL> [，く Maximum bitrate DL> [，，，，く Maximum SDU 
size>]]]]]Q 


パラメータ説明 

各 cid にはその内容がお買い上げ時に設定されています。 


く cid>* 


: 1〜10 


く Traffic class〉* : 2または3 

2： interactive (初期値) 

3: background 

く Maximum bitrate UL>* :なし（初期値）または64〜5760 
く Maximum bitrate DL>* :なし（初期値）または64〜7232 

ただし、 [Maximum bitrate UL] [Maximum bitrate DL] は許容範囲であっても端数を切り捨てだ値が設定される 
ことがあります。 


く Maximum SDU size〉* 


く PDP_type> が PPP の場合：10〜1500または1502(初期値） 

く PDP_type> が IP の場合：10〜1500 (初期値） 

く cid> は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 (APN) を管理する番号です。 


実行例 

(1) の設定が各 cid に初期値として設定されています。 

(1) 上り/下りの速度を設定せず、接続を要求する場合のコマンド(く cid〉=2、Traffic dass=2 の場合） 

AT+CGE 〇 REQ=2 

OK 

(2) 上り 5760kbps/ 下り了 232kbps かつ最大許容 SDU サイズ1500で接続を要求する場合のコマンド (<cid>=3、 
Traffic dass=2 の場合） 

AT+CGEQREQ=3,2, 5760,7232，，，,1500 
OK 

( 3 ) 上り5760 kbps/ 下りの速度を指定せず、接続を要求する場合のコマンド(く cid>=4、Traffic class=2 の場合） 
AT+CGEQREQ=4, 2,5760 

OK 

(4) 上りの速度を指定せずに下り 7232kbps で接続を要求する場合のコマンド(く cid>=5、Traffic class=2 の場合) 
AT+CGEQREQ=5,2„7232 

OK 


パラメータを 省略した場合の動作 

AT+CGE 〇 REQ= 

すべてのく cid> をお買い上げ時の状態に戻します。 
AT+CGE 〇 REQ=〈cid> 

指定されだく cid> をお買い上げ時の状態に戻します。 
AT+CGE 〇 RE 〇=7 

設定可能な値のリスト値を表示します。 
AT+CGEQREQ? 

現在の設定を表示します。 


| リザルトコ-ド 

■ リザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

0 

OK 

正常に実行しました。 

1 

CONNECT 

相手側と接続しました。 

2 

RING 

着信を検出しました。 

3 

NO CARRIER 

回線が切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受けけることができません。 

6 

NO DIALTONE 

ダイヤルトーンの検出ができません。 

7 

BUSY 

話中音の検出中です。 

8 

NO ANSWER 

接続完了タイムアウトしました。 
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数字表示 

文字表示 

意味 

100 

RESTRICTION 

ネットワークが規制中です。 

101 

DELAYED 

リダイヤル発信規制中です。 


■拡張リザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

5 

CONNECT 1200 

FOMA 端末一 PC 間速度 1200bps で接続しました。 

10 

CONNECT 2400 

FOMA 端末一 PC 間速度2400 bps で接続しました0 

11 

CONNECT 4800 

FOMA 端末一 PC 間速度4800 bps で接続しました0 

13 

CONNECT 7200 

FOMA 端末一 PC 間速度7200 bps で接続しました。 

12 

CONNECT 9600 

FOMA 端末一 PC 間速度9600 bps で接続しました。 

15 

CONNECT 14400 

FOMA 端末一 PC 間速度14400 bps で接続しました。 

16 

CONNECT 19200 

FOMA 端末一 PC 間速度19200 bps で接続しました。 

17 

CONNECT 38400 

FOMA 端末一 PC 間速度38400 bps で接続しました0 

18 

CONNECT 57600 

FOMA 端末一 PC 間速度57600 bps で接続しました0 

19 

CONNECT 115200 

FOMA 端末一 PC 間速度11 5200bps で接続しました。 

20 

CONNECT 230400 

FOMA 端末一 PC 間速度230400 bps で接続しました。 

21 

CONNECT 460800 

FOMA 端末一 PC 間速度460800 bps で接続しました。 


• リザルト]—ドは、 ATV<n> コマンド （》^P.37) か n=1 に設定されている場合は英文字表記(初期値)、 n=0 に設定されて 
いる場合は数字表記で表示されます。 

• 従来の RS-232C で接続するモデムとの互換性を保つため、通信速度は表示します。ただし、 FOMA 端末- PC 間は 
FOMA 充電機能付 USB 接続ケープル02(別売)や Bluetooth 機能を利用して接続されているため、実際の接続速度と 
異なります。 

• [RESTRICTION] (数字：10 0) が表示された場合は、通信ネットワークが混雑しています。しばらくしてから接続し直 
してください。 


■通信 プロトコルリザルトコード 

数字表示 

文字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

64K データ通信で接続 

5 

PACKET 

パケット通信で接続 


リザルトコード表示例 

ATX0 が設定されている場合 

AT¥V<n> コマンド（咳 P.39) の設定にかかわらず、接続完了の際に CONNECT のみの表示となります。 

文字表示例： ATD*99 林*1# 

CONNECT 

数字表示例： ATD*99*** 1# 

1 

ATX1 が設定されている場合 

• ATX 1、 AT ¥ V 0 が設定されている場合(初期値） 

接続完了のときに、 CONNECT < FOMA 端末一 PC 間の速度〉の書式で表示します。 

文字表示例： ATD*99 林*1# 

CONNECT 460800 

数字表示例： ATD*99 林*1# 

121 

• ATX 1、 AT ¥ V 1 が設定されている場合※ 

接続完了のときに、次の書式で表示します。 

CONNECT < FOMA 端末一 PC 間の速度〉 PACKET <接続先 (APN) >/<上り方向 (F0N/IA 端末—無線基地局間） 
の最高速度> / <下り方向 (FOMA 端末—無線基地局間)の最高速度> 

文字表示例： ATD*99*** 1# 

CONNECT 460800 PACKET mopera.ne.jp/5760/7232 

(mopera.ne.jp に、上り最大5760 kbps、 下り最大 7232kbps で接続したことを表す） 
数字表示例： ATD*99 林*1# 

1215 

を同時に設定した場合、ダイヤルアップ接続が正しく行えない場合があります。 AT¥V0 のみで 
のご利用をおすすめします。 
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仕始支祉詩似磁識嫉偲赦邪若狩寿洲襲住重熟駿純渚女唱庄昌湘章訟障壊穣 
士指獅詞事痔式失篠捨蛇錫殊呪拾衆什縦塾舜盾曙叙商尚昇渉称裳鐘場畳 
_四思氏視歯璽鹿執一部射遮釈朱受愁蒐醜獸粛竣潤暑助哨少捷消祥衝鍾城状 
嗣志死至飼時爾汐叱実写車酌手儒周修舟集渋縮瞬準所諸償召小掌沼礁蕉鉦剰淨 
史師止脂雌持治辞七質舎謝爵守首収州臭酬汁祝春淳初藷傷升将招樵硝蒋醬冗杖 
司市枝肢賜慈滋蒔1 T 疾縞者灼取酒囚就習酋柔淑峻殉処薯除匠宵抄樟省菖賞乗条 
刺屍旨紫資寺次自宍漆蕊紗杓主趣需宗繍週戎宿俊楣順書鋤勝娼承梢症肖象丞擾 
I 使子施紙諮字—耳軸湿屡社尺惹腫綬_終輯従夙述旬醇署恕—妾彰松照紹詳丈情 
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乂亞仆佛佰俛倥倆偷僭傅兔冉冪凛划剌劍勞匈匳 P 厮叨吶呰咸唏崆喀喃曠營嚆囂 E 0 
j 于仄估佩俘倪們偬僭儔兌册冩凉刊剋劍勗匆匱卞厥叮吮呷咢哦啣喙啼嗤嚣噪嚴口 
丼弍仍佚佻俎倔俯偖僥儕兒囘冢涸刃到剽勅勹匯準厦燮吼呱眭哥睚瞅單嗜嘻噬嚶曬 
/舒从伉侘俟倨俾做僞檻兀□冠冽凾瓶剿勁勸匣卍厠曼吭眩咆珩嗾唳唧嗄噠嘯嚮囑 
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嗇重垮堙塹壅壯梦奎妲娜媚嫖嬾孰寃寫尤 LLJR 岷峪崚嶇嶼帋螟 
圖坩讲堋埕墮壟萝奐妣娑婪嫩嬝孩宸寥尠虬畔蔦崢_巋巵幀 
團坏垤捽塒堵壤震奕侫娟婢嫦嬪孥宦寞尔屮岫峭崔崖窿已幃 
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庠廩彝彌彷俳忝怛恂恙悸愕惱想慫愁懊懦戈扎抒拿拉挾掏揣搶撕擧擲支敘斫无昴晨暝日朿扔枬柝栩桿桴棘蜘楹椽槐槃樂槭檯檐櫞欒歃歿殫挲氤沛泗洫泫 
广廨穽彈彳徙忱忽恷恫惡慍惻愼慚憙懌懍戀扁找拏抛捐掣揆搦攪擱擴攫敍斟旛昶皓暘曩朮杣枬柞框桷梹鞠棣掄褅榮榻槨樞檟搗檬櫺歇歹殪毓氛沁沽洶涓 
麼廡弃彈彭從忸怎恪恬恪惘惚愿慙慵憮罹懾戳抉抻拇斿捶揀搓僇擂擺攣敕斛旛昵晤暄曦霸杓栌祖呆档檮棊棗倒椹榲搗樟榱橄樸檳蘖飲歸殤母气址泓衍浣 
幺廢卄硼彡徇忤怩恁恂悧悵楦慊慘慄憫懋懼戲抂柑拂拯撖揩搆搏擘攬攤敖變旒杳晝暉肱朧杠枋枸檜梓梃椁接捵楮揲槊榴樅樓橈檸櫸欹歡殪毆氓沍泱渎洌 
并廛廸弭彙徑忻恂恚恤悒惆惺愧慷慝憑儋權戰扼拗拊挈掀掾搴摯撻擯攢效斃旌旻晞暎曠朦杞扮柩孤榕挪捃椒椚様裎寨榕槧樣撞櫂櫻盜歟殆殼氈沂泄泪洒 
幵廏廚し弩彗很忖怙憬恃悚俛悽揣愨慳慟憊橾懿戛戮扨杯拌挂掎捩搖摧撼擇檮攜畋斂旄昃晁暈瞥矇碁杆杪枳拉梳條棺棍稷碰楔楝槎榜槲檣橙檣櫃櫪欷歛殘殷麾汪沐沾评洳 
帮廐厮廳弓|彖徊徼桩怏恣悃悖枠愀愾慄傳憚勲懺戔截扠拃拜栩掖捫揄搏撈擅抬攘攸數旁昊晉罪暾曖脹初杼柬拊桎梔椏控棕捬楫楞搰模槔揺橢檢檻櫚欸歐殍殳毯辻沒沱泯洵 
幣廈廣廳弒互彿徭怡怦恍惧悛悴憙慇慂糙憔懈懺戌戡扛拔拈拱捏掄揶搨撩擒擡櫟收敲旆杲晄晰嘵嘹础初銮枴抱栲梭筚橺棧捻楸楡槓榑權樊橇檄蘗櫟櫬歙殃殲毳汕汲沮泛洙 
幢廂廖癰弋弯徂徨忿怫恆悍悄惓惶愎傅慯憬懷懶戍戛扣抖擔拮搜淀插搗撥據擠攀放敝旃旱晏皙暹曄曷祅杰柯拙挎梏梠梼檔棠糊椰槁椤槿榑榻檠檗櫟鬱歐殄殲毫汞汨泝油洸 
幟廁廬彝蠻往徠憲怕協悒惠愆愍愴摺憇應懣戊扞抓拆格捍掉揉攝撓舉擺夂敞斷无昜晟曁曳朶枉枷柢桀梟梵榧棹楷楙愷榧穋櫟撮檍儡欖歉妖殯毯氣汾泅洽 
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了 24 

箒萇菠菲萍蒗萠莽萸蔆 

797 

閹閾闊濶闐闍闌闕 

_闖 

652 

甦甬宇尚蚧畊蚨畛畆畚 

725 

冧葭嵙萼_蔻葷葫蒭廢 

798 

關闡闥闢阡阨阮阯 

_ 

653 

哝畤畧書蜍畸當疆疇畴 

726 

蒂葩葆萬葯菔萵蓊蓋蒹 

799 

陏陋陷陝陞 


654 

疊疊疊疔疚疝疥疣痂疳 

727 

蒿蒴蓮蓍篛蓚蓐蓁蓆蓖 

800 

陝陟畴陲陬隍隘隕隗 

655 

痃疵担疸疼疱痍拴痒痙 

728 

蒡蔡蓿蓴蔗蔘蔬蔟罃蔔 

801 

險隧隱隙隰隴隶隸隹雎 

656 

痣痞啊痿痼瘁痰痺痲痳 

729 

蓼棘舞薨蕈 

802 

雋雉維襍雜霍雕雹霄霆 

657 

瘋瘍瘉瘟瘧瘠搶瘢榴瘴 

730 

_蘂蕋蕕蕰薤薈屋薊 

803 

霈霓霎霑霏霖霎霤 

霪霰 

658 

瘰瘻癇癡癆癜癘癡癢癯 

了31 

薨蕭薔薛藪薇薜蕷蕾蔆 

804 

霹霽霾靄靆靈靂靉靜靠 

659 

癩殖癧癖癰 

732 

藉薺藏薹藐耦藝藥藜藹 

805 

面包靦靨勒較靱鈉鞅靼皸 

660 

癲八癸發营兒皈皋皎 

733 

蘊藕蘋籟藺蘆蘢蘚躊蘿 

806 

鞋鈉鞋鞏韩鞄韃鞦鞣鞛 

661 

皖皓皙皚皰皴皸輝皺盂 

734 

屯馬虔號虧虱蚓蚣蚩蚪 

807 

鞴韃韆韈韋韜韭齎寵竟 

662 

盈盖显蓋盡盟盈哈 

735 

蚋蚌蚶蚯蛄蛆蚰蛉蠣砲 

808 

韶韵頎頌頸頤頡頷頹顆 

663 

眈眇眄眩眤眞訾眦眛眷 

736 

蛔蛞蛩巷蛟蛛姥蜒蜆蜈 

809 

顏顋顫顯顰 


664 

眸睇睚睨睫睛睥睿睾睹 

737 

蜀蜃蛻蟹蜉蜍蛹蜊蜴蜿 

810 

顱顴顳嵐颯颱颶飄颺 

665 

瞎瞋瞑瞠瞞瞰瞋瞹瞿瞼 

了 38 

蜷蜻蜥蜩蜚蝠蜻蝸蝌蝎 

811 

飆飩飫餃餉餒舗餘餡饍 

666 

瞽瞻隱矍矗矚矜矣矮石工 

739 

蝴蝗蝨蝮蝙 

812 

餞談餅糊餮餽餾餛饉饅 

667 

砌砒礦砠礪硅碎碗磬硼 

740 

蝓蝣蜴蠅螢螟螂螯蟋 

813 

證饋饑饒饌饕馗馘馥馭 

668 

碚碌碣禎碣碯磑猾磋磔 

741 

螽蟀嫦雖螫蟄螳蟇蟆螻 

814 

馮馭駟駛駝駘駑駭 

齩駱 

669 

碼碼榜慕磬 

742 

蟯蟲蟠蠏蠍蟾蟶螳蟒蟒 

815 

馴騨駸騁麒雖駢騙 

騫騒 

670 

磧磚磽磴襖礒礓礙礬 

743 

蠑蠖蠕蠢蠡蠱蠶蠹蠹蠻 

816 

驅驂驀驃騾驕驍驛驗驟 

671 

礫祀祠祗崇祚祕祓祺祿 

744 

衄衂銜衙衞衢衫袁衾袞 

817 

驢驥_驩愚驪酐骰 

骼髀 

672 

禊禝禧齋禪禮禳禹禺秉 

745 

祀枉祗柄挟珍柏妳柏袢 

818 

髏髑髓體_髟髢髡 

髦髯 

673 

秕秧柜祓秣稈稍祺植稠 

746 

袍卖袅桂袱祎桁裔裘裙 

819 

髫髮髴髻髢 


674 

巢票稱稻稾稷榕穗穉穡 

747 

裝褢褂裼裴裨裯棲襌褊 

820 

髻鬆鬟鬚鬟鬚鬣鬥鬧 

675 

穢穩櫳穰穹穽窈窗窕窘 

了 48 

褓襃榲褥褪褫襁襞褻褶 

821 

鬨鬩鬪鬮鬯晶魄魃魏魍 

676 

窖窩竈塞窶竅竄窿邃竇 

749 

褸襌禅襠襞 

822 

魎魑魘魴齚鮮鮑魴終鞍 

677 

竊針奸紛陡站竚姐絕族 

750 

襦襤擷襪襯襴櫸而覃 

823 

鮑鯧貅鯀鯊銷鯆蜊鮪鯆 

678 

竦竭喱芄笏笊笆笳苫笙 

751 

霰覊覓覘靦覩覦覬覯覲 

824 

鯧鯢輥輜鯡鰺鰣諕 

鯰鰕 

679 

笞笵笨笑筐 

752 

覺覽覿觀觚觜觝鮮觴觸 

825 

贓鯧鰓鰌鱔鲽鰻鰊 

贜躺 

680 

筐笄筍笋筌筅筵莒莢 

753 

訃訖訐訌訛訝訥訶詁詛 

826 

鯧鰥獅餾爾鱅鰲鰭 

廳魚喜 

681 

筧痄筱箴筮箝菌筧箍箜 

754 

詒詆詈詼詭詬詢誅跳課 

827 

魚晋禮鎗驢眞賈編鳩腸陽 

682 

劄箋箒箏筝菔篋篁篌篏 

755 

誨誡誑誥誦誚誣諄諍諂 

828 

缺鴆鳩鴦鶯5,1隨鵄1它鵠 

683 

箴篆篝篩簑簑篦篥籠簀 

756 

靛諫諳諧譯諱謔諠譯諷 

829 

鳩合鳥_衞耳肩 


684 

簇籬蓽蓬築簍蔫簀簧簪 

757 

議諛謌謇謚諡謖謐謗謠 

830 

鵝鴛_ II 腦鵠韻 i 鳥東1 

685 

蕈簷簫簽籌籃藪簏籀籐 

758 

謳鞫謦謫謾謨譁譌譏譎 

831 

鶫鵠鵪鶚鵜鶩鶬鷄鵾鶄 

686 

籐籟籤籤籥籬粁粃炉粵 

759 

證譖譖譚譫 

832 

鶸鶄鶬鶄鷂鷲 II 鷗鶊鷂 

687 

袷粢鮞桐栢粳粲粱粮粹 

760 

譟譬譯譴譽讀謊讎讒 

833 

鶬鷺鸚鸛鸞鹵鹹鹽 

麁麈 

688 

粽糚糅糂稼糲糜糢鬻糯 

了61 

譲讖謹讚欲豁谿豈豌豎 

834 

麋賨麒麕龔麝麥麩麩麫 

689 

糲糴糴釓紆 

了 62 

豐豕豢豬 t 豺貂貉貅貊 

835 

麫靡黌黎黏黐黔黜點黝 

690 

紂紜紕紊綱鉱紮紲紿 

763 

貍貌貔紕貘敗貭貪貽貲 

836 

黠黥黨黯黴靨黷黹黻黼 

691 

紆絆絳統組絲絨絮練姘 

764 

貳貳貶賈賁賤賣賁賽賺 

837 

黽鼇鼈詖鼕 m 鼬鼾齊齒 

692 

經綉絛綏鋁緦綺綮綣綵 

765 

賻贄贅贊資嬴贍贐靨贓 

838 

齔齣齟齠齡齦齧齬 

齪齷 

693 

糸留糸卓綫總—縮縣綸族綰 

了 66 

賍晶贖赧赭走赳趁趙跤 

839 

齲齒 i 龕龜龠 


694 

緘緝繅鍛緻緲縉緘縊縣 

767 

趾趺跏跚跖跌跛跋跪跫 

840 

堯檳遙瑤凜熙 
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